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序章 本研究の課題と方法 
 
第１節 問題の所在と研究史 
 
19 世紀の日本は、中国におけるアヘン戦争など列強の影響による対外的なものとともに、
対内的な経済的な行き詰まりなどをも要因とし、社会において強く危機感が持たれた時代
であった。この危機を乗り越えるため、近代国家形成の軸として形成されたのが近代におけ
る天皇制であり、それが近代化に重要な役割を果たしたことは周知の通りである。 
一方で、明治憲法下で天皇が主権者・最高軍事指導者と規定された中で行なった、アジア
太平洋戦争に至るまでのいくつもの戦争において、日本のみならず、戦場となった各地域や
植民地支配を行なっていた地域に対して惨禍をもたらしたがゆえに、天皇制をめぐる問題
は日本の近現代史を考えるうえでも避けることのできない課題でもある。 
これらの問題の検討は戦後において可能となり、1970 年代以降には昭和天皇の戦争責任
研究が現れるなどした。また、1980 年代末の〈昭和の終焉〉の時期における「自粛」現象
などの社会の反応を契機として、1990 年代には戦前・戦後双方の領域で大幅な研究の進展
が見られた。この潮流のなかで、近代天皇制を近代転換期において再編成されたものとして
問い直し、かつ近世後期から近代にかけての民衆の意識が反映されたものとして近代の天
皇像を描く研究も現れた1。また、同じく戦後の象徴天皇制に関しても近年研究が進み、人々
の意識の反映としての天皇像という見地が深化している2。本論文は、このような手法を前
提としたものである。 
 人びとがどのように天皇制を意識していたか、またそれがどのようにして現実の天皇や
皇族のイメージ形成に影響し、彼らの行動を規定していったのかという問題、すなわち近現
代における天皇像の検討は、19 世紀から 20 世紀初期まで中心とした近代転換期と、戦後
の象徴天皇制に対する分析がその多くを占めてきた。本論文が課題としているのは、第一次
世界大戦前後からアジア太平洋戦争の時期、つまり 1910 年代から 1940 年代にかけての天
皇像がどのようなものであり、それが近代転換期や戦後の天皇像とどのような関係性にあ
るのかという点である。この時期を対象とした研究は既にあり、世界的に君主制が動揺した
この時期に日本の皇室がどのように対応したのか個別に検討されているが3、この時期に急
増する天皇らの視覚的な面での特徴がどのような背景をもってメディアに現れるかについ
ての検討と、それを通した近代転換期や戦後との関係性を論じた包括的な研究は未だなさ
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れているとは言えない。 
 このような課題に対応するため、本研究は日清戦争（1894～95 年）・日露戦争（1904～
05 年）などを経て商業主義化していた新聞や雑誌などのプリントメディアを主な対象とし
て、そこに掲載される天皇や皇族らの図像がどのようにして作成され受容されたかを検討
する。 
そのための視角・手法として、その時々の①政府や宮内省ら当局者の意図・②メディア事
業者の思惑・③人びとの意識の三者のせめぎ合いによって新聞・雑誌に掲載される天皇らの
写真の特徴の範囲が規定されるという考え方のもと、主にはそれらの範囲がどのように推
移するかを通じて分析を行う。 
 当該時期の天皇像を対象とした先行研究は、①②③それぞれの要素の特定の時期におけ
る状況を検討することに留まっていたきらいがある。特にメディアを検討の対象とするも
のでは、掲載された図像の特徴を論じる際に、それが直接為政者の意図を反映したとするも
のも見られたが、本研究の観点からすれば、一枚の写真が誌面に掲載されるまでには複雑な
力学が働いており、単純に為政者が人びとに見せたいものが掲載されるとは限らないと言
える。 
天皇・皇族の写真を通して当時の天皇像を検討する研究は、全国の各学校や官庁などに下
付された「御真影」と、それらが儀式のなかでの運用によって権威化が計られたことに多く
の分析が集中してきた。一方で、同じ時代に社会に広く存在していた新聞・雑誌に掲載され
た写真等の検討は未だ発展途上にある。 
 先行する研究では、「御真影」の権威的な運用が政府の政策によるもので、新聞・雑誌に
掲載された天皇らの写真が新聞社や出版社の商業主義による対抗文化であり、このような
状況は戦後の象徴天皇制に直結する内容のものであるとするもの4、天皇・皇族の権威を浸
透させるため、政府の意図が直接反映されたものとして新聞等を見るもの5がある。しかし
メディアの意図を強調し政府による追認や、読者である人びとやメディアの意図について
は、充分に検討されてきたとは言えない。このような状況に対し、写真記事そのものの検討
だけでなく、それを買い求めた人びと、商業主義を深めたメディア事業者の事情、そして政
府当局者がそれらを意識しながらどのような判断を下したのかを含めて検討を行う。 
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第２節 本研究の方法 
 
先に述べたような背景のもと、本論文ではこれまでの研究では明らかになっていない、為
政者による新聞・雑誌に掲載される天皇らの写真記事を制御しようとする意図と、それを受
容する人びとの反応、メディア事業者の思惑のそれぞれを含めて検討する。 
この課題に取り組むために分析の軸とするのは、内務省や宮内省が設定した天皇・皇族ら
を撮影する際の取締方針（以下、撮影規定とする）と、それらの写真が掲載された新聞・雑
誌等が販売される際の諸注意などを示した方針の推移である6。撮影規定は、本論で詳述す
るように大正初期に初めて明文化され 1910～20 年代を通して度々修正が加えられた。本
論で述べるように、これらの規定は、当初天皇や皇族が外出する際の鹵簿（行列）を撮影す
る以外は撮影を禁止されていたものから、時期が下るに従って徐々に規制が緩む傾向にあ
るが、後に再編成され統制が強化されていく。 
 これらを検討するために、第１章から第４章にかけて、それぞれの時期に設定された撮影
規定について、それぞれの背景と、その同時期にメディアに現れた写真記事等を照らし合わ
せ、その意味を分析していく。 
 そのうえで、第５章では戦時期における天皇の大元帥としてのイメージの現出を、グラフ
ジャーナリズムを題材として分析を行う。 
 また、新聞・雑誌に天皇らの写真が掲載されることは、人びとの私的空間にそれらが入り
込むことでもあり、1890 年代以降「御真影」を神格化し、特に学校儀式において厳格に運
用されたこと矛盾をきたす。この矛盾に対して敏感に反応した人びとが存在していた。この
点について、補論において帝国議会に提出された請願を題材に検討を行う。 
 
第３節 本研究の構成 
 
 本研究の構成は以下の通りである。 
 
 序章 
  第１節 問題の所在と研究史 
  第２節 本研究の方法 
  第３節 本研究の構成 
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6 この撮影規定については、伊藤前掲書及び、楠谷遼「マスメディアにおける天皇・皇族写
真」（河西秀哉編『戦後史のなかの象徴天皇制』吉田書店、2013 年）で言及がある。 
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第１章 1912 年明治天皇大喪における撮影取材とその統制 
―写真師小川一眞を中心とした「謹写団体」形成― 
 
はじめに 
 
 1912（明治 45）年７月 29 日午後 10 時 43 分、病気により明治天皇が死去した1。皇室
典範では天皇が死去すると即座に皇太子が践祚して天皇となることと定められていたが2、
準備時間不足のため公式には翌 30 日午前０時 43 分に死去したと発表された3。嘉仁皇太子
は、同日午前１時に践祚し天皇となり、元号が大正に改められた。 
 明治天皇の葬儀である大喪行事は、この年の９月 13 日から 15 日にかけて、東京及び京
都において行われた。13 日午後８時に宮城を霊轜が出発、行列をなして移動しながら午後
10 時に青山練兵場に特設された葬場殿に到着、午後 11 時 15 分から翌 14 日午前０時 45
分頃まで「葬場殿の儀」が行われ、2 時には大喪のために特設された青山仮停車場から京都
に向けて列車が出発した。14 日午後 5 時 10 分には桃山停車場に着、6 時 30 分には行列を
なして桃山陵へ移動を開始、7 時 35 分頃祭場殿に到着、この後翌朝午前９時 55 分までか
けて埋葬が行われた。 
 これは、近代以降で初めてとなる天皇の大喪行事であった。1897 年（明治 30）に行われ
た英照皇太后の大喪は、京都泉涌寺において神道式で行われ、後月輪陵に埋葬されたのに対
し、明治天皇の場合は、仏式を排した葬儀を東京で行い、鉄道で移動し、京都伏見桃山陵に
埋葬する形式を取った。 
なお、皇室の葬儀・陵墓について定めた「皇室喪儀令」・「皇室陵墓令」は、いずれも 1926
年（大正 15）10 月に公布される。明治天皇大喪の 1912 年時点では、天皇の葬儀に関する
法令は存在しなかったが、実際には両令はいずれも案が出来上がっていたため参考とされ
たという。 
本章では、明治天皇大喪時における写真撮影取材の取扱いをめぐる状況を整理し、また、
当時のメディアにおける記事等を参照することで以降の状況の前提がどのように整えられ
たのかを確認する。 
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第１節 大喪使の組織と「御大葬鹵簿謹写団体」 
 
大喪使の組織と写真関係の対応 
 大喪行事の事務を取り扱うのは、宮中に設置された臨時の官庁である「大喪使」（以下「」
を省略）である。1926 年に公布される「皇室喪儀令」には、第５条に「天皇太皇太后皇太
后皇后崩御シタルトキハ大喪儀ニ関スル事務ヲ掌理セシムル為宮中ニ大喪使ヲ置ク／大喪
使ノ官制ハ別ニ之ヲ定ム」4とある。同令の草案が参考とされた明治大喪時においても、こ
の規定に準じて大喪使が７月 30 日に設置され、条文に「別ニ之ヲ定ム」とある「大喪使官
制」も同日に公布されている5。この官制により、総裁として伏見宮貞愛親王、副総裁とし
て渡邉千秋宮内大臣が任命された。なお、各種大喪行事の終了後、大喪使は 11 月 8 日には
廃止され、以後の残務処理は宮内省が担当した。 
 明治天皇大喪にあたって大喪使が作成した「大喪使事務分掌規程」6によると、大喪使は、
皇族を総裁、宮内大臣を副総裁として、その下に「評議所」が設けられた。「評議所」の下
には「総務部」「儀式部」「山作部」「主計部」「工営部」「用度部」「鉄道部」の各部が設置さ
れた。評議所には、内閣秘書官長股野琢、帝室会計審査局長官齋藤桃太郎、法制局長官岡野
敬太郎、宮内次官河村金五郎、内閣書記官長南弘、大蔵次官橋本圭三郎の６人が評議員とし
て任命され、各部の事務と統括した。 
 大喪使総務部は評議員でもある河村金五郎が部長を兼ね、以下 19 名の事務官、28 名の
書記等から編成されており、「秘書係」「庶務係」「文書係」「応接係」「新聞係」「警務係」か
ら構成される。 
このうちメディアとの折衝にあたったのは庶務係と新聞係であった。庶務係は、事務官と
して宮内大臣秘書官近藤久敬、内閣書記官天岡直嘉、宮内書記官松根豊次郎、書記として吉
村清久、東胤徳、古河末虎（新聞係と兼任）、桂正蔵（秘書係と兼任）、佐成源五郎（秘書係
と兼任）、佐古清榮（秘書係、新聞係と兼任）、の９名で編成されていた。同様に新聞係は、
宮内大臣秘書官上野末三郎、内閣書記官天岡直嘉、宮内書記官大木彝雄、書記佐古清榮（秘
書係、庶務係と兼任）、書記古河末虎（庶務係と兼任）の５名で編成されていた。 
 大喪使発足直後の８月２日、総務部庶務係より評議所及び大喪使各部宛の、各部に新聞発
表に関する「主任」を置き、発表する事項を新聞班に通知する通牒を立案している7。また、
同月 28 日には斂葬当日葬場殿前及び桃山仮停車場における取材許可に関する官報公告を
新聞係が立案している。つまり、新聞係は大喪使各部がメディア向けの発表事項の管理や、
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青山葬場殿内及び桃山仮停車場付近において一般人の立ち入りができない領域における取
材許可に関する事務を主な目的として設置されたものと考えられる。写真撮影に関する事
務を新聞係が行うことはなかった。 
大喪行事の写真撮影に関しては、８月 10 日に評議所から総務部宛に「斂葬当日鹵簿及葬
場殿ノ状況ハ参謀本部写真班ニ依頼シテ撮影セシムルコト」との通牒が出されている8。こ
れを受けて 19 日付けで大礼使より陸軍省に照会し、28 日には陸軍省より了承の回答を得
ている9。このほかには、同月 22 日に庶務課により「大喪ニ関スル諸建造物并調度品写真ニ
撮影スへキ旨関係各部へ通牒之件」が立案され、総務部長名で各部に「諸建造物并調度品ニ
シテ後日ノ参考ニ資スヘキモノハ此際写真ニ撮影致置候事ニ決定……各部ニ於テ御見込ヲ
以テ撮影セシメラレ度」と通牒されている10。「後日ノ参考ニ資スヘキモノ」を撮影すると明
記されているように、次の大喪時に備えた記録を作成することを目的として写真撮影が企
図されており、即時的広く発表することについては触れられていない。 
 これらのことが示しているのは、メディアによって大喪行事が撮影されること、また、そ
れらについて大喪使を当局として事務・統制を行うことが大喪使発足当初想定されていな
かったということである。そのように考えられるのには、次に述べるような経緯がある。 
 
夜間撮影の「試験」 
 先述の通り、明治天皇が 7 月 30 日に死去した後の８月前半の時期には、大喪使総務部の
メディア対応や写真撮影に関わる新聞係や庶務係がその事務を開始していたが、その中に
は撮影取材対応は含まれていなかった。 
 これと同じ時期に、メディア事業者の側においては、別の動きがあった。 
1912 年 8 月 23 日付の『大阪朝日新聞』には、次のような記事が掲載されている。 
 
 御大葬の葬列は目のあたり参拝の栄を得ざる地方人竝後世に伝ふべき写真撮影を要
する次第なるが之に就いて写真師小川一眞氏は曰く夜間の撮影にはマグネシアを用ふ
ることは何人も知る所にして……然れどもマグネシアの一大欠点は火を発すると同時
に煙を上げ爆発の音響非常にして粉末を散乱せしむることなり……今回の御大喪を夜
間撮影するとして是れには最も静粛を要するを以て……電気局に依頼してタングステ
ン五百燭光電球を集めて三万燭光ほどに至らしめ之に加ふるに水銀洋灯三箇を加へ尚
光力足らざる時マグネシアの粉を音無くして燃えしむる洋灯を加ふ……電気局に依頼
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し二十二日の夜以上の装置を為し試験を行ふ筈なり予の撮影せんと希望する場所は二
重橋青山桃山の三箇所なり云々 
試験設備 又電気局波多野技師曰く小川君は此の程来屡々当局に来り宮内省に出頭し
御大喪の光景を撮影する許可を得たる……因に該試験は二十二日午後八時より青山に
於て実施すと云ふ（東京電話）11 
 
 先述の大喪使の動きとは別に、写真師である小川一眞が大喪行事の写真撮影を行うため
に、東京府電気局や宮内省を訪れていることがわかる。また、電気局を訪れる要因が夜間撮
影を実現するために電気設備を借り入れようとしていること、そして既にこの時点で「撮影
する許可を得たる」とも記されている。この「許可」は正式なものではなく、内々でのもの
であったと考えられる。 
 先述の通り、大喪行事は東京で行われた斂葬当日の 9 月 13 日で 20 時から始まり翌 14
日２時に明治天皇の列車が発車し、京都の桃山仮停車場には 17 時 10 分に到着、翌朝 9 時
55 分までかけて埋葬が行われるという、主な行事が夜間に集中したスケジュールであった
ため、撮影には光源が必要となった。 
 当時、夜間撮影の光源として一般的であったのは粉状のマグネシウムであった。しかし、
先の記事にもある通りマグネシウムは破裂音や煙の発生、あるいは爆発や火災の危険性を
伴うという特性を持っていた。 
このため、安全かつ確実に夜間撮影をするため、各種の電灯を用意した試験を行っていた
ことを伝えるのがこの記事の趣旨である。後述するように、大喪使・宮内省当局者は、爆発
音や光により、鹵簿の轜車を引く牛が驚くことを恐れていた。この記事では試験の結果まで
は書かれていないが、同じ８月 23 日付の『東京朝日新聞』では、「御大葬夜間撮影試験 猶
研究を要す」と題した記事で、次のように伝えている。 
 
   一、電灯で四十秒間これは普通に映つたが四十秒では歩いて居るものには駄目 
   二、電灯なくマグネシヤ（五十瓦）普通なれば音響を発する故目的には叶はず 
   三、電灯とマグネシヤの粉と線を併用すこれは充分の成績なり 
   四、電灯のみで十五秒充分の出来栄ばれど時間長ければ動くものには駄目 
   五、電灯のみで一秒の十五分一にては何も映らず 
   六、電灯のみで一秒間写せば只ボーツと現はる12 
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 このように、６通りの露出条件で試験を行ったことがわかる。これによると、光源が電灯
のみでは露出時間が 15 秒で「充分」だが実用に耐えず、使用に耐える写真が撮影できうる
１秒間では「只ボーツと現はる」程度であることがわかる。電灯とマグネシウム（「線」「粉」）
を併用、あるいはマグネシウム（50 グラムの粉と思われる）だけを使用した場合には撮影
は可能だが、後者では特に爆発音があり、大喪行事の撮影は適さない。「猶研究を要す」と
いう記事のタイトルが示す通り、8 月下旬に至っても夜間撮影を行うには技術的にまだ試行
錯誤が必要な状態であったことがわかる。 
 
小川一眞と「御大喪鹵簿謹写団体」 
 この時、このような試験を小川一眞という写真師が行うに至る背景として、明治期の日本
写真界における小川の位置を確認しておきたい。 
 小川一眞は 1860 年（万延元）忍藩小普請組原田庄左衛門の次男として生まれ、1863 年
（文久３）に忍藩小普請組小川石太郎の養子となった。忍藩の培根堂を経て東京の報国学舎
（有馬学校）で学んだ後、1875 年から埼玉県熊谷の写真師のもとで働き、1877 年に群馬
県甘楽郡富岡町で小川写真場を開業、その後 1882 年には築地大学校に入学するも、７月に
は横浜に入港していた米軍艦の乗組員となり写真修行を目的として渡米した。翌年から 85
年までボストンに滞在して「写真術及乾板製造法並ニコロタイプ」と、写真撮影の技術一般
だけでなく写真材料である乾板の製造法や、写真を印刷する技術を身につけている。 
1884 年日本に帰国後、85 年には東京麹町区飯田町に写真館玉潤館を開業し、写真調製
の技術や製版技術により、後には有力者が撮影に訪れる有力写真師となり、同時に大手の写
真印刷業者となっていく。開業同年には「陸軍参謀本部陸地測量部写真班製図写真術教授ヲ
嘱託」され、88 年に宮内省宝物取調局の「全国古社寺宝物撮影」を担当している。日清戦
争にあたっては、陸地測量部が撮影した戦地での写真を掲載した写真帖の印刷を担当、また
日露戦争においては、印刷だけでなく陸地測量部の派遣に関する「一切ノ事」を担当したと
いう。1895 年、日本人として初めてイギリス王立写真協会正会員となったほか、1910 年
には写真師として初めて帝室技芸員に就任している。明治天皇大喪翌年の 1913 年（大正
２）には大正天皇の「御真影」の撮影も行った13。また、明治期には徳川慶喜も参加する上
流階級の写真趣味のサークルの評者として活動もしている14。1894 年には、東京朝日新聞
としての初めての写真掲載において技術を提供し、網目版製版を担当している15。このよう
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に小川は、高い技術力を背景として、陸軍や宮内省、あるいは社会上層とのつながりを持ち、
写真業界だけでなくマスメディアにも太いパイプを持つ、当時最有力の写真師であったと
言える。 
 このような経歴を持つ小川が自ら作成した履歴書において、明治大喪時に関して次のよ
うに記されている。 
 
一、同年〔1915 年〕七月三十日明治天皇崩御アラセラレ大正元年九月十三日ヨリ同十
五日ニ互リテ御大葬ヲ行ハセラルヽニ際シ各新聞社ノ謹写団体ヲ依嘱ニヨリ同団体ヲ
代表シテ其儀列ノ写真撮影ノ栄ヲ担フ〔下線筆者〕16 
 
 この記述では、各新聞社のものと思われる依頼により、大喪行事の模様を撮影する「謹写
団体」の代表者として鹵簿の撮影を行ったと読み取ることができる。この内容の基本的な線
は変わらないが、小川自身の語りによるものでも、この経緯については少々の揺れが見受け
られる。小川の写真館により大喪翌年の 1916 年に発行された『創立紀念三十年誌』では、
このことについて次のように記している。 
 
不肖こヽに見る所あり切ては其御模様を謹写して是等の人人
マ マ に頒ち倶に永遠に御盛儀
を紀念せんと欲し新聞社、雑誌社、其他の有志等相謀り〔下線筆者〕御大葬鹵簿謹写団
体なるものを組織し宮内省に出願てしに宮内省に於ても種々御協議の結果遂に許可を
与へらるヽことヽなりたり17 
 
 ここでは、「有志等相謀り」とあり、小川を含め「新聞社、雑誌社」等の共通の要求とし
て「謹写団体」を組織したことが強調されている。一方で、大喪終了直後に朝日新聞に掲載
されたインタビューでは次のように答えている。 
 
私が此事を引受た発端から申しますと、最初都下の重な新聞社の御方が申出されたが
動機となつて其他の各社が之に賛同し宮内省に交渉されましたところ〔下線筆者〕、夜
間撮影の事だから、マグ子シユウムを燃かねばならぬですが余り音がしては可かぬ、余
り光が出ては可かぬから、試験の上でなくては許可は出来ぬとの事で、夫から一生懸命
に研究に取掛りました18 
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 このインタビューでは、「都下の重な新聞社」が初めに動きを見せたことが語られている。 
これらを見る限り、販売拡大の機会として大喪行事を見る新聞社が、宮内省関係者にもつ
ながりを持つ小川を巻き込んで取材交渉を行うために「謹写団体」の組織を図ったことが推
測される。 
小川の側と新聞社側のどちらが先に声をかけたのかは明確ではないが、いずれにせよ、当
時のマスメディア、写真業界ともに一大行事であり商機でもある明治天皇の大喪の取材・撮
影を求めていたという点では撮影を行うという点において一致を見ていたことは確かであ
り、このような「有志等相謀り」「其他の各社が之に賛同し宮内省に交渉」する動きが遅く
とも 8 月上旬頃には始まっていたものと考えられる。これと同時に、このインタビュー記
事にあるように、夜間撮影であるために、当時のフラッシュ撮影に主に使用されていたマグ
ネシウムの爆発による音や煙を伴う特性に伴う問題が頭をもたげてくる。そこで冒頭に述
べたような夜間撮影のための試験が行われたのであった。この試験は、先に引用したように
「試験の上でなくては許可は出来ぬ」という宮内省側の意向によるものだと考えられるが、
このような情況を引き出したのはメディア事業者や小川らによる交渉によるものであると
言える。 
この試験が行われた 8 月 22 日の時点で、実際の大喪行事で撮影が許可されることが具体
化していたのは、大喪使から記録のために撮影を依頼する動きが伝わっていた陸軍参謀本
部陸地測量部写真班のみであった。 
8 月 10 日に大礼使評議所において「斂葬当日鹵簿及葬場殿ノ状況」の写真撮影を参謀本
部写真班に依頼することが決定されて総務部に通達されると、12 日に庶務係において陸軍
大臣宛の照会が起案され、副総裁名により撮影試験の 3 日前の 19 日付で送付されている。
これに対し陸軍省は、28 日には依頼を受けると陸軍大臣名で回答している。この回答には、
派遣する人員の氏名が列挙されている。工兵大尉の牧猛を始めとして、陸地測量部から 19
名に加え「人夫若干」が派遣されるとあり、22 日の試験に参加した小倉倹司は牧に次いで
氏名が記されている19。先述の通り、小川は陸地測量部写真班「製図写真術教授ヲ嘱託」さ
れていたため、小倉はいわば教え子の一人であったと考えられる。この関係がありこの時も
共に試験を行うこととなったと考えられる。このような意味においても小川は撮影許可を
求める交渉に適した人物であったと言える。 
 なお、この時期に警視庁では大喪行事に参列する人々に対する「警視庁諭告第一号」とし
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て「御大葬儀奉送者心得」を出している。この中には、「指定の場所に於て特に許可を得た
る者の外鹵簿を撮影すべからず」との規定が盛り込まれている20。 
 
撮影方法の模索と小川以外のグループによる爆発事故 
 先に述べたように、小川らが初めて夜間撮影の試験を行ったのは 8 月 22 日で、翌 23 日
にももう一度行ったものの、実用に堪える写真を爆発音等の弊害なく撮影する方法を確立
するには至らなかった。小川に対する朝日新聞のインタビュー21によれば、「長谷川〔保定
22〕氏と云ふ写真学者（長谷川泰氏の子息）」が考案したマグネシウムを爆発させず燃焼させ
続ける方法をはじめに試したが、「予て私が引受ける事になつたのを妬んで居る同業者が私
と長谷川との間を離間しやうとて、百方運動」したことがもとで長谷川とは「縁が切れた」
という。 
次いで、花火業者である「玉屋と鍵屋」に協力を仰いだものの良好な結果は得られなかっ
たところに、「小西材料商」から「酒精灯」〔アルコールランプ〕を使用してマグネシウムを
爆発させる方法を提案された。この方法は、着火させるために２度動作をしなければならな
いために時間がかかることと、１度目の動作で多少の光を生じることがあるため二重露光
となることがあるという使用上の課題があったが「音が割に低い」ものであった。 
また、札幌の写真師で「信伊名」という人物も電線を使用してマグネシウムを爆発させる
方法を小川に提供した。この方法では爆発時の音は大きいものの撮影には適したタイミン
グでの着火と光量が得られたという。 
こうして小川は小西と信伊名の２通りの方法で宮内官僚らの前で試験を行ったと述べて
いる。この試験が行われたことは新聞記事等の資料から知ることができないが、宮内官僚を
雨の中虎の門付近で牛を歩かせて撮影したという。この試験でも小西方式、信伊名方式とも
に成果は振るわず、小川は引き続き「改良に苦心惨憺」したという。 
 
 このように夜間撮影のための試験を行っていたのは、小川らだけではなかった。9 月 3 日
には芝浦で、5 日には亀戸において小川以外に撮影の準備を進めていたグループに関係する
爆発事故が相次いで起こっている。 
 『読売新聞』は、３日の事故について次のように報じている。 
 
三日午後七時芝浦埋立地に於て御大葬に就ての夜間撮影の練習を成さんとせしに突然 
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マグネしユームの爆発と共に即死者一名重傷者五名軽症者数名を出せる椿事あり 
▲玉屋の製造 元来此の夜間撮影の光景をとる事に関しては先月二十三日頃芝区南佐
久間町二の十四森戸写真器械製作所の轟亀太郎が夜間撮影用マグネシユーム製造方を
浅草区花川戸一の花火商玉屋事及川佐蔵方へ依頼せしに玉屋にては未だマグネシユー
ムの製造経験なき事なれば亀井戸マ マ の工場にて研究し二十四五日頃其試験を成せしに結
果不良なりしかば更に攻究して再度の試験を成し一日にはお茶水マ マ 傍の長谷川写真館に
て電池を応用して導火線を作り稍好結果を得しを以て二日芝浦埋立地にて試験をなし
続いて三日更に試験を成すに至りし次第なり…… 
▲電流の装置 この日使用せしマグネシユームは径二寸一分長さ一尺位の西洋紙筒に
二ポンドを入れ更に鉄板に包み自働的に点火する様に高き七尺の場所に装置し玉屋の
店員柏木新造右手に柱を持ち左手にて導火の任に当り電池は地面に置き前記轟亀太郎
が一人の助手と共に電流を放ちしものにて従来用意の騒声と共になり一にて発火せし
ものが此夜は如何なる故にや一にては発火せざりき 
▲第二の瞬間 依つてマグネシユーム様と電流係とは非常に心配せしに其瞬間非常な
る大音響を発して爆発しマグネシユウム係柏木謙蔵は鼓膜を破りて倒れ電流係の轟亀
太郎も同じく鼓膜を破りしも皆其場限りにて身体の自由を損ふに至らず而て之がため
に出せる即死者及び重軽傷者は左の如し…… 
▲酸鼻の極 急報に接し万朝報社にては京橋区数寄屋橋内の日本赤十字社救護所の大
野医師を依頼して現場に急行し負傷者に応急手宛を施し尚重傷者等は既に三田の松山
病院に入院せる…… 
▲撮影の設備 其所には先ず朝報社と記せる数十個の高張提灯を点じ三四十人の和洋
装の人々群がり設備としては南方に長さ五間高さ三間位に白布を張り（光線の反射を
よくせんが為）と十五六間を隔てヽ高き二間余の櫓を簡単に組み其上部に高さ一間直
径五尺位の半円形の亜鉛板製の箱を置き其の中にマグネシユームを詰めあり而して其
の真下にはマグネシヤに点火すべき人々四五人北方約三間を隔てヽ同じく寒冷紗様の
幕を張れり尚ほ前記南方の幕前には撮影せらるべき人々二十四五名各手に提灯を提げ
て徐行すべく用意せり……23 
 
 この記事では、『万朝報』を発行する朝報社が行ったマグネシウムを使用した撮影試験に
おいて、爆発事故が起こったことが伝えられている。記事内に「お茶水マ マ 傍の長谷川写真館」
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がこの試験に協力したとあるのは、先述の小川のインタビューにおいて「予て私が引受ける
事になつたのを妬んで居る同業者」24が小川との仲を引き離したとある長谷川という写真師
のことであろう。なお、『万朝報』でもこの事故について報道を行っているが、自社の試験
による事故であることを明記していない25。次いで、５日の事故についても『読売新聞』が
報じている。 
 
  亀戸でまた爆発 
  △芝浦爆発原料の一部 
昨日午前七時四十分府下南葛飾郡亀戸町字亀戸二千三百九玉屋煙火製造所の木造二階
建間口二間四方の工場は依然……三人が硝子 の破片にて面部に軽傷を負ひたるに過
ぎざりし原因は取調中なるが同所は浅草区花川戸一玉屋事及川佐蔵所にて爆発せし工
場には川開用の四色玉二千本と玩具商松本某方より預りある新案煙火鳥追三万本及び
御大葬の際に写真撮影すべく計画せる某々等の注文にかヽるマクネシア数十本を納め
ありし由にて先日……▲芝浦にて爆発 せしマグネシウムは実に此の貯蔵品の一部な
り而して其の傍にマグネシアの原料なるマグネシウムと硝石とを混合しある筒も置き
あり此の筒が自然熱気を感じ爆発せしものならんと……26 
 
 ５日の事故は、３日の朝報社の試験にマグネシウムを供給していた花火業者の玉屋の製
造所に貯蔵されていた材料が爆発したという事件であり、２つの事故は一連のものである
と言える。 
この事故に関し、小川は、先述の朝日新聞のインタビューで「〔団体に〕始めから加入し
て居らなかつた某新聞社が独立で撮影するとて研究の末試験しまして例の爆発事件が起こ
つて死傷を出だしましたので宮内官は大い恐れ出して、如何やら模様が変つて来ました」27
と述べている。また、『創立紀念三十年誌』でも「宮中及警視庁に於かれては大に憂慮せら
れ……万一御葬列に対し不敬の御事共ありては恐懼の至りなれば撮影は全然許可し難しと
の御意向」28が伝わってきたと記述している。 
大喪行事を撮影することを目的として行われていた試験において、3 日の事故では死者が
発生し、5 日にも材料を供給した工場で爆発事故が起こったのであるから、宮内官僚が撮影
に対して及び腰となるのも理解ができるが、このこと自体が大喪行事における撮影対応に
ついての準備が行われていなかったことを示すものでもある。 
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ともかくも、このような経緯があり、小川が中心となって各メディア事業者が水面下で大
礼使・宮内省当局と撮影実現に向けて交渉して来た状況にあって、独自に撮影のための試験
を行った、いわば小川らのライバル関係にある朝報社が事故を起こしたために、小川らによ
る大喪行事の撮影も許可が難しい状況になったと言える。一方で、小川も一時期は長谷川と
協力関係にあり、また「玉屋と鍵屋とに相談し」29ていたこともあり、小川らの試験でもこ
のような事故が起こる可能性もあった。 
 
「御大喪鹵簿謹写団体」による撮影願提出 
 9 月 3 日・5 日の事故が相次いで報道されるなか、5 日付で次の撮影願が「御大喪鹵簿謹
写団体」により大喪使宛に提出されている。 
 
  御大喪鹵簿撮影願 
新聞雑誌紙上奉掲ノ目的ヲ以テ写真師小川一眞ヲシテ九月十三日及ビ十四日（宮城ヨ
リ青山斎場殿ニ至ル鹵簿并ニ桃山停車場ヨリ御陵ニ至ル鹵簿）写真撮影為致度尤モ撮
影ノ位置及方法等ニ付テハ御指定ヲ遵奉可致候間願意御許可被成下度別紙撮影設備説
明書相添ヘ此段奉願上候也 
  追テ右出願者以外ノ全国新聞雑誌写真業者竝ニ外国新聞社ニシテ加入セントスルモ
ノハ之ヲ承認可致候 
大正元年九月 
 御大喪鹵簿謹写団体代表者 
   阿部鶴之助 〔印〕／山本松之助 〔印〕／左氏壮吉  〔印〕 
大喪使御中 
国民新聞社／都新聞社／中央新聞社／大阪朝日新聞社／東京朝日新聞社／日本新聞
社／ヤマト新聞社／読売新聞社／朝報社／東京毎日新聞社／報知社／大阪毎日新聞
社／東京日々新聞社／二六新報社／博文館／東京毎夕新聞社／大阪時事新報社／時
事新報社／日本電報通信社／帝国通信社／大阪新報社30 
 
 この願書は、各新聞社・通信社・雑誌社が「御大喪鹵簿謹写団体」を名乗り、小川一眞に
よる 9 月 13 日・14 日の大喪行事の撮影の許可を求める内容である。希望する撮影箇所は、
宮城青山葬場殿間及び桃山停車場伏見桃山陵間であるが、位置や方法等については指定の
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通りとするとしている。また、追って書きで、未加入の会社が申し出を行った際に同団体に
加入させることを明記している。 
願書の終わりには、団体を構成する各会社名が列記されている。東京と大阪を中心として、
主な新聞社や通信社が名を連ねているが、３日に爆発事故を起こした「朝報社」も含まれて
いるのが特徴と言える。経緯は確認できないが、事故を起こしたことから独自に撮影を行う
ことを断念し、謹写団体に合流したものとも考えられる。 
 これに対して、９月８日には、大喪使から次の内容で許可が出ている。 
 
大喪儀鹵簿撮影之儀別紙ノ通御大喪鹵簿謹写団体ヨリ願出候ニ付右案ヲ以テ指令可相
成■右仰写哉 
    案 
大喪使総第二二号 御大喪鹵簿謹写団体御大喪鹵簿撮影願之件先条項ノ下ニ此レヲ許
可ス 
   大正元年九月八日 
  大喪使 
一撮影場所ハ麹町区三年町御料地内青山練兵場表門内及桃山仮停車場ヨリ御料所ニ至
ル間ノ路傍トシ実地ニ就キ本使主任者ニ於テ指定スヘシ 
一光源ノ作用ニ就テハ兼テ本使及警視庁主任者ノ立合ヲ受ケテ此レヲ試験スヘシ 
一撮影場ノ取締ニ就テハ其地区受持警察官ノ指揮ニ従フヘシ 
一撮影上不都合ノ所為アリト認メタルトキハ中止ヲ命スルコトアルヘシ 
一内外新聞雑誌社通信社写真業者等爾後団体ニ加入ヲ申込ム者アリタルトキハ之ヲ拒
絶スルコトヲ得ズ 
一撮影場所ニ出入スルハ撮影及機会取扱等ニ必要ナル少数ノ人員ニ限ル但其人名届出
ツヘシ31 
 
 ここでは、６つの条件のもとに小川らによる撮影を許可している。１項目目では、撮影場
所を葬場殿となる青山練兵場表門内と桃山停車場から伏見桃山陵間と、願い出と同じ内容
で許可を出している。第２項目では、撮影のための光源について「警視庁主任者ノ立合」試
験を受けること、第３項目では、現地撮影場では警察官の指示に従うことが定められ、第４
音項目においては中止を命じる場合があると明記している。マグネシウム等を使用しての
20 
 
撮影に対して、一定の配慮がなされて条件が設定されていると考えられる。 
第５項目の内容は、この願書に名を連ねていない会社（国外も含む）が団体への加入を申
し出た場合に拒絶しないように求めるものである。 
これに関して、９月５日には以下の通知が、庶務係から撮影取材の許可願が大喪使宛に出
ていたと思われる各会社宛に出されている。 
 
大喪儀鹵簿撮影之儀ニ就テハ東京市京橋区日吉町拾参番地小川一眞方御大喪鹵簿謹写
団体ニ限リ許可相成内儀ニ付同団体ヘ加入出願可然依テ願書及返戻候也 
    大正元年九月五日…… 
  追テ新聞社、通信社写真業者等名称之■■ニ拘ハラス同団体ニ於テ加入申込受理ノ筈
ニ候32 
 
この通知は、５日付のものであるが、この時点で既に小川率いる「謹写団体」に対しての
み許可を与える「内儀」であることが述べられている。そして、その団体への加入手続きを
行うことを勧め、撮影を求める願書を返却するとしている。また、追って書きとして、どの
ような会社であっても「同団体ニ於テ加入申込受理ノ筈」とあるのは、この時点で謹写団体
が既に他社からの加入を無制限に受け入れるという条件を受け入れ、それにより許可を得
たと考えるのが妥当であろう。これは、当局から見れば撮影対応の窓口を一本化することと
なる。同じ内容が先に引用した願書にも現れているところを見ると、願書の内容を起草する
段階で、既に当局と協議した内容が反映しているものであると推測される。 
また、この内容は、9 月 9 日付で大喪使から警視庁宛にも以下の内容で通知されている。 
 
 参謀本部写真班ニ関シ大喪使ヨリノ通牒 
大喪儀ノ節参謀本部写真班ヲシテ左記地点ニ於テ鹵簿ノ光景ヲ撮影セシメ候条此段為
御心得及通牒候也 
 大正元年九月九日   大喪使〔印〕 
 警視庁御中 
一、馬場先門跡南側 
一、赤坂豊川稲荷境内 
一、青山葬場殿総門外東側 
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 謹写団ニ関シ大喪使ヨリノ通牒 
大喪儀鹵簿撮影ノ儀御大喪鹵簿謹写団体ヨリ願出ニ付左記条項ノ下ニ許可致候条此段
及通牒候也 
 大正元年九月九日   大喪使 
 警視庁御中 
一、撮影場所ハ麹町区三年町御料地内、青山練兵場表門内及桃山仮停車場ヨリ御料所ニ
至ル間ノ路傍トシ実地ニ就キ本使主任者ニ於テ指定スヘシ 
一、光源ノ作用ニ就テハ兼テ本使及警視庁主任者ノ立合ヲ受ケテ此レヲ試験スヘシ 
一、撮影場ノ取締ニ就テハ其地区受持警察官ノ式ニ従フヘシ 
一、撮影上不都合ノ所為アリト認メタルトキハ中止ヲ命スルコトアルヘシ 
一、内外新聞雑誌社通信社写真業者等爾後団体ニ加入ヲ申込ム者アリタルトキハ之ヲ
拒絶スルコトヲ得ス 
一、撮影場所ニ出入スルハ撮影及機会取扱等ニ必要ナル少数ノ人員ニ限ル但其人名
届出ツヘシ33 
 
 このような願い出と許可があったものの、３日・５日の事故があったため、これをもって
最終的に撮影許可が確定したとは言えない状況であった。『創立紀念三十年誌』では撮影許
可に関して、次のように記している。 
 
疲れし身体に鞭うちて百方奔走し各新聞社委員諸子も力を協せ遂に九月八日御指令の
下付あり尚数次の改良と検閲とを経て遂に賢明なる宮内省当局の方々より十二日夜に
至り危険の虞なきを以て謹写を差許す旨御沙汰あり即夜準備に取掛り十三日正午遺憾
なく整備せり34 
 
 「百方奔走」して交渉した結果 9 月 8 日の許可は出たものの、「直数次の改良と検閲」が
必要であり、管見の限りそれを裏付ける公文書は存在していないが、前日の 12 日夜に許可
が出たとしている。この経緯について、小川は後年のインタビューで次のように語っている。 
 
その時藤波〔言忠〕主馬頭が私を呼んで……若し強烈な光明や爆音に愕いて牛が行列を
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乱すやうなことがあつては由々しい大事だ。謹写団には許したが、謹写団はつまりお前
の手でやることになつているゐるから、能く考へて見て、撮影は一切中止したらどうか。
といふのは芝浦で煙火屋がやりそこなつて死んださうだ。万一の場合不敬事を引起す
ことになる。どうも私は心許なく思ふのだ 止めてはどうだね。それとも強いてやらう
とするなら、大丈夫です、決して失敗はしないといふ保証をしてくれなければ困る。お
前が確と請合ふならやらしてもよいといふ説もある。唯今協議中であつてどうなるか
わからないが、萬々一失敗して不敬事を引起したら、お前はどうする、と聞かれたから、
私は言下に『切腹してお詫をいたします。私は決死の覚悟であります』と笑〔答カ〕へ
た。すると主馬頭は尚一応相談した上で返辞をするといはれたが……撮影に要する照
明をかけて、牛がびつくりするかどうかをとくと試験したうへ、その結果を見てから許
可するか否やを決定しやうといふ沙汰が下つた……東京市の電電局〔電気局〕長井上敬
次郎君の骨折りでアーク灯や電気的照明の装置が完全に整つたので、十中八九までは
大丈夫といふ自身が出来、試験の結果は上々首尾で牛がびつくり〔した〕様子がなかつ
た35。 
 
 小川が撮影許可にあたって内々に交渉をしていた相手としては、『創立記念三十年誌』に
「近藤総務課長、上野秘書官、岩倉書記官、松根書記官、木子内匠寮技師、小原宗秩寮主事、
栗原廣太氏等」36の名前が挙がっているが、この場合は主馬頭でこの時大喪使事務官を務め
た藤波言忠であったようである。小川によれば藤波は「芝浦で煙火屋がやりそこなつて死ん
ださうだ」と、9 月 3 日の事故を例に挙げて撮影の中止をせまりながら、「決して失敗はし
ないといふ保証」を得られれば撮影を許可してもよいという当局の意向を伝えている。結果
として実際に使用する牛を使って試験を行うこととなったとしている。この試験が前述の
日程を確認できない可能性と混同している可能性も感じられるが、ともかくも１度は宮内
官僚らの前での試験を行ったことは確かのようである。 
 この時の試験は東京府電気局等の協力もあり、電灯設備を使用しての撮影となったよう
である。 
この経緯について、撮影後のインタビューで小川は次のように語っている。 
 
  宮内省に出て学理上から正常な爆発には／▲絶対に危険 がない事を恰も子供に教へ
る様説明しましたが実地の場合には試験の時とは余計に薬を作るだらうから音が高か
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ろうとか何とか実に疑ひ深い事を言ふ際限がありません。私は試験の時と同様に五十
グラムを極度としてありますから彼の時位の音が出る道理のない事を噛んで含める様
に説き聞かせて引取りましたが、尚愈許可の指令が下りません追々日は切迫しますか
ら夫は夫として置いて虎の門に一ケ所、青山へ二ケ所高い足場を造りまして何れへも
二万五千燭光の電灯を取付けました、勿論電灯は如何なに強い光でも撮影に何の効も
ないのでマグ子シウムさへ燃けば近辺は真暗で宜いのですが斯く明るくして置けば薬
は幾らか少くても効力があらうと宮内官を安心させる為めで、言はヾ子供欺しなので
すが斯道に智識がなく唯恐懼して居るばかりの人間を相手にするのですから致方があ
りません37 
 
 爆発事故の発生により、大喪行事の撮影許可を渋る当局関係者を説得するため、小川は足
場を設置して電灯を取り付けている。しかし、実際には撮影には「マグ子シウムさへ燃けば
近辺は真暗で宜い」のだが、「明るくして置けば薬は幾らか少くても効力があらうと宮内官
を安心させる為め」に行ったものであると率直に述べている。このような小川の説得のため
の行動もあり、撮影前日への当局による許可に至ったものと考えられる。 
 
第２節 大喪使による取材統制と警視庁によるメディアの利用 
 
 ここでは、明治天皇大喪の際に、当局がどのようにメディアに対応しようとしていたかを
確認する。 
 
大喪使総務部新聞係による取材統制 
 はじめに、大喪使総務部に設置された新聞班による取材統制について確認していく。 
 前述の通り、8 月 1 日に大喪使が設置された際に総務部に新聞係が設置され、宮内大臣秘
書官上野末三郎、内閣書記官天岡直嘉、宮内書記官大木彝雄、書記佐古清榮（秘書係、庶務
係と兼任）、書記古河末虎（庶務係と兼任）の５名で編成されていた。写真撮影に関する対
応は主に庶務係が担当していたことは先に述べた通りであるが、マスメディアによる取材
に対する事務一般は新聞係が行っていた。ここでは、新聞係のマスメディアに対するやりと
りを順を追って確認していく。 
 大礼使が設置されて間もない 8 月 2 日、新聞係は次の通知を大礼使の各部に送付してい
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る。 
 
 総務部ニ新聞係設置相成候ニ付テハ自今各所部ニ於テ直接新聞記者ニ応接セス新聞
報告事項主任ヲ定メ新聞紙上ニ発表シ得ヘキ事項ハ時々必ス当係ヘ通報セシメラレ度
此段及御依頼候也 
 追テ機密ヲ要セサル事項ハ可成発表ノ方針ヲ以テスヘキ旨副総裁ノ内達有之候間御
含ミ迄申添候 
   大正元年八月二日 
     総務部新聞係 
   鉄道部長工学博士平井晴二郎殿 
尚新聞報告事項ハ新聞報告ノ朱印押捺相成度候38 
 
 この通知では、各部に「新聞報告事項主任」を定め、新聞に発表する事項については、新
聞係に通報するよう求めている。また、「機密ヲ要セサル事項ハ可成発表ノ方針」であり、
それが大礼使副総裁＝宮内次官渡邊千秋の意向であることが示されている。この方針はこ
のように通知はされているものの、後述するように、実際の記者に対する対応は、この意向
を反映したものではなかったようである。 
 
警視庁によるメディア利用の意図とメディアの反応 
 大喪各行事において、会場の警備等は警察が担当した。青山葬場殿を始めとした東京市内
を管轄する警視庁は、「新聞紙ヲ通シテ其方針ヲ周知セシメ且ツ相当ノ援助ヲ求ムル要許多
アル」という考えのもと、「府下新聞通信記者ヲ招致シ相互ノ意思ヲ疏通シ記者側ノ意見ヲ
モ参酌」するために 8 月 20 日に東京府内のメディアの関係者を警視総監官邸に集めて第１
回の会合を行っている。この会合には警視庁側から「安楽警視総監、床次内務次官、古賀警
保局長、太田第一部長、小濱第二部長栗本第三部長、室田消防本部超、湯地、大塚両官房主
事」が出席し、メディア側からは「四十四名ニシテ内新聞社二十四名通信者
ママ二十二名」の参
加者があったという39。この会合では、床次内務次官が「取締ノ大体方針」について記者ら
に説明を行っている。この時、メディアの側からは、「記者章ノ制定及ヒ之ニ伴フ待遇等ニ
関スル希望」があり、警視庁としては「参考トシテ聴取」している。 
 この「希望」に対して、警視庁では「記者側ノ希望ニ係ル記者章ハ之ヲ採用スルニ決シ」
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40、下記の条件のもとに記者章の交付を決定している。 
 
（１）服装ハ「フロツクコート」タルコト 
（２）記者章ヲ纏付セル記者ハ堵列軍隊ト群衆トノ中間ヲ通行スルコト 
（３）記者章ハ左腕ニ纏ヒ文字ヲ側面ニスルコト 
（４）記者章ヲ纏付スヘキ記者ノ名刺ニ各捺印シ各自又ハ総代持参シ記者章ト引換フル
コト 
 
 この記者章で記者にもたらされた便宜は、「（２）」の項目で明記された「堵列軍隊ト群衆
トノ中間ヲ通行」程度であった。つまり、この記者章では、青山葬場殿内に進入しての取材
はできないものであった。記者章は、各メディア事業者の規模に応じて傾斜して７・５・３・
１個などのように各社に配分され、合計 320 個が交付された41。 
 警視庁は９月８日に第２回の会合を開催したが、この時のメディア側の出席者は新聞社
が 19 名、通信社が 15 名と、第 1 回の会合よりも 12 名少なかった。第 2 回会合では、前々
日の 6 日に大喪行事終了後に葬場殿を一般公開することが発表されたことに関する内容と、
大喪行事における警備に関する詳細な内容が説明されたという。 
 警視庁の依頼によって、各メディアでは警備内容や一般向けの注意を紙面に掲載してい
る。この２回の会合によりメディアに協力を要請したことに関し、警視庁は「取締計画ノ成
ルニ従ツテ之カ掲載ヲ求メタルモノ凡ソ五六回ニ達シ詳略ノ差アルモ各社共概シテ之ヲ掲
載シ尚ホ且ツ社説又ハ雑報ニ於テ警告的記事ヲ掲クル等新聞社界ハ頗ル好感ヲ以テ迎ヘタ
リ」42と、各社とも指定した内容を掲載したことを好意的に評価している。 
 総合すると、警視庁としてはマスメディアに対して警備に関して注意を喚起する記事な
どを掲載するよう協力を要請し、各メディアではそれらの記事を内容に「詳略ノ差」はあっ
たが「五六回」掲載する形で協力関係を形成した。メディア側にとって重要だったのは、第
１回の会合で要請した記者章の交付であったと考えられるが、その記者章によって葬場殿
内の取材が可能となるものではなく、期待外れのものであったと言える。２回目の会合でメ
ディア側の出席者が減少しているのは、警視庁とメディアとのすれ違いを示してもいよう。 
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警視庁の第１回会合直後に行われた大礼使による取材許可 
 警視庁主催の第１回会合が行われた８月 21 日と同日、大礼使評議所において次の通牒が
決裁されている。 
 
一来ル九月十三日新聞社員及通信社員ハ全国各社一人ヲ限リ葬場殿構内ニ参入ヲ許可
スルコト但シ七日以前ニ各社長ヨリ出願シ許可ノ指令ト共ニ一定ノ切符ヲ交付ス 
 参入ヲ許可シタル社員ハ葬場殿構内掛員ノ指定シタル舎内ニ一定ノ一ヲ定メ一定ノ
場所ヲ除クノ外猥リニ徘徊セシメサルコト 
一陵所ニ在リテハ桃山仮停車場前臚列奉迎諸員ノ控所ノミ前項ノ例ニ依ルコト43 
 
 この通牒は、21 日に評議所で決裁の後、22 日に大礼使総務部に送付された44。９月 13 日
に行われる青山葬場殿での行事につき、新聞社・通信社各社一人ずつ会場内での取材を認め
るという内容である。次の通り官報公告の内容も定められた。 
 
斂葬当日葬場殿構内及陵所ニ在リテハ桃山仮停車場前臚列奉迎諸員ノ控所ヘ新聞社
員、通信社員参入許可相成候ニ就テハ官報広告、参入許可証雛形左之通ニテ可然哉 
 官報広告 
一新聞（日刊）社員通信社員ハ各社一人ヲ限リ九月十三日葬場殿構内及九月十四日桃
山仮停車場前奉迎諸員控所ニ参入ヲ許可スヘクニ付九月七日マテニ各社長ヨリ大礼
使総務部ニ願出ツヘシ 
注意ノ事項左ノ如シ 
一 許可シタル者ニハ一定ノ許可証ヲ交付ス 
一 参入時刻ハ葬場殿ニ在リテハ九月十三日午後六時ヨリ同八時マテ桃山仮停車場前
奉迎諸員控所ニ在リテハ同月十四日午後四時ヨリ同五時マテトス 
一 参入者ハ入口ニ於テ許可証ヲ掛印ニ示スヘシ 
一 参入者ノ服装ハ男子ハ通常礼服（燕尾服）黒高帽喪章附着女子ハ通常服（喪服）
又ハ袿袴（喪服）トス 
    大正元年八月 日 
    大喪使 
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〔付箋〕一 入口ニ於テ許可証ヲ掛員ニ交付シタル場合ニハ参入後新聞記者タル徽章
ノ微徴スヘキモノナキニ依リ許可証ハ入口ニ於テ相示シ本人ニ携持ノ侭参入
セシメラレ度 
      儀式部 印 
一参入許可証雛形〔略〕45 
 
 ここでは、具体的な参入日時が定められ、9 月 7 日までに大喪使総務部に取材の申し込み
を行うよう明記されている。服装等も定められ、会場に参入する際には許可証を提示するよ
うに求める内容となっている。 
 このようにして、記者の取材への対応は定められた。しかし、実際の取材対応の様子は、
統率のとれたものではなかったようである。次に引用するのは、朝日新聞の記者によって書
かれ、同紙に掲載された手記で、斂葬当日の記者への対応を批判するものである。 
 
宮内省が新聞記者の待遇を知らずして、之を牛馬と同等に取扱ふは、従来多くの記者を
憤慨せしめたが、大葬当日葬場殿に於ける待遇も、随分ヒドい者で恐懼措く所を知らな
かつた。午後六時五分に式場の入口へ往くと、受付は門の中へ入れず、遙かに左方の彼
方なる天幕を指し「記者は彼処です」と言つて、九時迄は其処に立たせた、腰掛けの有
るではなし……不平の声は各所に起つて居たが、特に外国記者連中は何れも其待遇に
驚いて居た……やがて……特派大使が続々やツて来た、其内にいよゝゝ天皇陛下入御
と云ふ時になると……新聞記者を四列に作つて、門内へ追い込んだ、正に九時十分で有
る……門内へ押し込んだが……砂利の上へ立たせて、幄舎内へは入れない、既に三時間
門外に立て居た彼らを更に二時間以上門内へ立たせ、陛下の臨御は見せず、幄舎内の人
は皆腰掛けに腰をかけて居るのに、独り記者だけを立たせたから、いよゝゝ不平は高ま
つて来た……門内の砂利の上に立つこと二時間余、十一時を過ぎてから、新聞記者一人
が通りかヽりの鍋島と云ふ式部官〔鍋島直大・宮内省式部長官、元佐賀藩主だと推定さ
れる〕を捕へて談判を始めた……此等の外国記者を怒らせると、海外へ良い通信をすま
い……外国記者と云ふ一語に震慄した式部官は……上手の方へ走つて……暫らくして
引返して来て、「之は鍋島一個人の責任で、此の幄舎内の空席へ腰をかけることを許し
ます」と言つた……其の空席と云ふのは、最下席たる判任官総代席、朝鮮在住人総代席、
台湾在住人総代席、の末席で……いよゝゝ不平だ……式を行はれる所からは、一町余も
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離れて居る……誰やら分らぬ、勿論声も聞えるワケではない、式は何が何やらサツパリ
分からぬ……46 
 
 先に引用した官報公告案では、斂葬当日の参入時間は「午後六時ヨリ同八時マテ」で、葬
場殿内への入構が許可される内容であったが、その内容は現場にはうまく伝わらなかった
とみえ、「門の中へ入れず、遙かに左方の彼方なる天幕を指し「記者は彼処です」と言つて、
九時迄は其処に立たせた」と述べられている。そのままで儀式は進行し、天皇が到着する頃
の午後９時 10 分にようやく門内への入場が許可されたという。しかし、記者らには席が与
えられず、立たされたままであったため、記者の一人が通りがかった式部官に直談判を行い、
ようやく末席に座ることができたが、儀式が行われている場所から距離が離れているため、
何が行われているのかわからない状態であったとしている。 
 
第三節 大喪行事に関する新聞紙面・各種出版物の状況 
 
 ここまで、明治天皇大喪行事の取材をめぐる状況について、大喪使と大喪鹵簿謹写団体の
関係、また警視庁による取材対応の意図等を確認してきた。本節では、このような条件を前
提として、実際にどのように大喪行事に関する写真記事が報道に現れているかを確認して
いく。 
 
号外の発行 
 明治天皇の体調不調が宮内省により発表されたのは 7 月 20 日である。同日 10 時半に宮
内省の発表があると、明治天皇が死去する 30 日までの新聞各社は号外を連日発行し、報道
合戦の様相を呈した。号外は史料の残存状況が悪く、発行回数を性格に確定することは困難
だが、例えば『大阪朝日新聞』では少なくとも 10 回の号外を発行している47。同じ日付に
「第二号外」「第三号外」なども見受けられ、一日に何度も号外を発行する状況であったこ
とがわかる。大正への改元後の 8 月以降も、同じく『大阪朝日新聞』の例で少なくとも 18
回にわたって発行された。 
 明治天皇の体調不良発表から大喪までの号外において写真が掲載されているのは『大阪
朝日新聞』で６回（表１）『大阪朝日新聞』でも６回（表２）確認できている。 
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 表１に示した通り、明治天皇が死去した７月 30 日には、『大阪毎日新聞』が「第三号外」
として、以下のように 4 面組で発行されている（図１～４）。 
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図１～４ 『大阪毎日新聞』1912 年 7 月 30 日付第三号外、1～4 面。 
 
 この号外は、各面に図版が配置されている。1 面はキヨッソーネ画の明治天皇御真影、2
面は衣冠束帯の明治天皇の絵画、3 面は京都御所内で撮影された「御産湯の井祐の井」の写
真、4 面が「御産褥の御屏風」と題された写真である。 
『大阪朝日新聞』では天皇の死去時には写真入りの号外は発行していないが、9 月 14・
15 日には大喪に関する号外では写真を多数掲載している（表２）。15 日付けの『大阪朝日
新聞』第二号外では、以下のように東京の青山葬場殿と京都の伏見桃山陵での鹵簿を撮影し
た写真を掲載している（図５～８）。 
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図５～８ 『大阪朝日新聞』1912 年 9 月 15 日付第二号外、1～4 面。 
 
 表２に示した通り、この号外に掲載されている写真は 18 枚中 16 枚が謹写団体によって
撮影された写真である。新聞社の独自の撮影による写真２枚はいずれも集まった人々を被
写体としたものであり、鹵簿を撮影したものは全て謹写団体によるものである。前節で確認
した通り、大喪鹵簿の撮影は謹写団体にしか撮影を許可されていなかった状況が反映され
た結果であると考えられる。 
 
明治天皇大喪準備期間の紙面 
通常の新聞紙面に目を向けると、８月１日以降の大喪行事の準備期間に当たる時期の新
聞紙面にも多数の大喪関係の記事が掲載されている。表３は、この時期の『東京朝日新聞』
における大喪関係の写真やイラスト等の図版の数を示したものである。 
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 皇族や鹵簿等を直接撮影した写真記事は少数であり、５件にとどまっている。その内容は、
大喪使副総裁となった伏見宮貞愛親王の顔写真（８月１日付）、大喪儀式において天皇・皇
后らの名代を務めることになった閑院宮・閑院宮妃・東伏見宮妃それぞれの顔写真（８月 15
日付、図９）、また明治天皇大喪行事に出席予定であったイギリス王室のコノート公（ヴィ
クトリア女王第七王子）が 1906 年に来日した際に当時皇太子であった大正天皇と撮影した
写真（８月 16 日付、図 10）が掲載されている。つまり、この時期に掲載された天皇や皇族
らの写真は、新たに撮影された写真はなく、ストックされていたものに限られている。 
 
 
図９ 「三陛下御名代宮」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 15 日付朝刊、2 面。 
 
図 10 「今上陛下とコンノート殿下」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 16 日付朝刊、3 面。 
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 この一方で、②街並み等の雑観、⑤図・漫画等の記事は、それぞれ 43 件・50 件と、この
時期における大喪行事関係のビジュアル記事の大半を占めている。 
 ②の街並み等の雑観の内容を見ると、８月上旬は、宮城周辺を初めた都市東京の様子が、
「朝見式当日の宮城前 鄙人の拝観」（８月１日付）、「銀座街頭の弔旗」（８月１日付、図
11）、「第一艦隊の水兵遥拝の為宮城前に集る（昨日午前九時所見）」（８月４日付）のような
記事が続き、「浅草活動写真館の謹慎」（８月２日付、図 12）のように天皇の死去により「謹
慎」する商業の様子も写真で伝えられている。 
 
 
図 11 「銀座該当の弔旗」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 1 日付朝刊、4 面。 
 
 
図 12 「浅草活動写真館の謹慎」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 2 日付朝刊、5 面。 
 
また、明治天皇陵が造営されることとなった京都伏見桃山に関しては「宇治川を隔て遥に
桃山を望む」（８月３日付、図 13）、「伏見桃山桓武天皇御陵」（８月６日付）、「拡張さるべ
き伏見桃山停車場」（８月８日付）などの付近の景観や既存の桓武天皇陵の写真が掲載され、
また、「桃山御陵地内御霊柩を埋葬し奉るべき場所」（８月６日付）のようなものもある。造
営工事開始後は、「十九日の桃山御陵地鎮祭に奉仕の稲荷祭官」（８月 18 日付）、「桃山御陵
工事」（８月 18 日付、図 14）、「桃山御陵道略成る」（８月 26 日付）などのように、用地の
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決定や建設の過程が繰り返し報じられている。 
 
 
図 13 「宇治川を隔て遥に桃山を望む」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 3 日付朝刊、4 面。 
 
図 14 「桃山御陵工事」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 18 日付朝刊、3 面。 
 
同様に、東京における青山葬場殿の建設についても数多く写真が掲載されている。「青山
葬場殿建設取掛り（昨日正午所見）」（８月９日付、図 15）、「青山式場の工事」（８月 20 日
付）、「工事中の青山式場 左右は幄舎 中央は葬場殿」（８月 27 日付、図 16）と、断続的
に報じられる。また、関連して「二重橋の修築」（８月 12 日付）、「御大葬順路地盤の検査」
（８月 12 日付）、「御大喪奉送装飾」（８月 27 日付）のように、東京市内における準備作業
も報じられている。 
 
 
図 15 「青山葬場殿建設取掛り」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 9 日付朝刊、6 面。 
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図 16 「工事中の青山式場」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 27 日付朝刊、5 面。 
 
 また、先に紹介した小川一眞らによる実験も「夜間撮影試験の第二夜」（８月 25 日付）
のとして報じられているほか、「御陵曳牛来る 新橋到着の牛を撮影せる列車屋上の新聞社
写真班」（８月 11 日付）、「曳牛の御道筋夜間練習」（８月 27 日付）といったように大喪本
番に向けたリハーサルの様子も掲載されている。 
 
 ⑤の図や漫画といった図版も数多く掲載されている。漫画は、岡本一平を始めとした複数
の漫画家が街中を取材して描かれたと思われるものが多い。題材の傾向は写真記事と同様
の傾向にあるが、「二重橋より青山葬儀殿まで（一）～（五）」（８月 17・20・21・23・２
６日付）、他方で「黒きリボンと愁たき顔」（８月２日付、図 17）、「手製の弔旗」（８月３日
付）、「御尊影に拝訣せんと店頭に集ふ人々」（８月４日付）など、街並みの中でも一人ひと
りの弔意をクローズアップして描き出すような内容、あるいは、「静まり返れる芸者新道（一）
～（二）」（８月６日付）、「河童連の謹慎」（８月６日付）、「始末に困つた花魁の顔」（８月７
日付）、「貧民窟の今日此頃」（８月８日付、図 18）のように、天皇の死去による謹慎と、そ
れに伴い「花魁」や「貧民窟」が困窮している様子に焦点をあてたものが見受けられ、いず
れも岡本一平作のものである。 
 
図 17 「黒きリボンと愁たき顔」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 2 日付朝刊、6 面。 
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図 18 「貧民窟の今日此頃」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 8 日付朝刊、5 面。 
 
また、漫画以外の図では、「青山御葬祭場略図」（８月６日付、図 19）、「桃山御埋棺式場
図」（８月７日付）、「御大葬の御道筋」（８月 24 日付、図 20）、「桃山城古図」（８月 27 日
付）などのように、大喪行事の行われる会場や道順を一般に伝える内容が多い。 
 
図 19 「青山御葬祭場略図」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 6 日付朝刊、2 面。 
 
 
図 20 「御大葬の御道筋」、『東京朝日新聞』1912 年 8 月 24 日付朝刊、5 面。 
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 ③は、皇族以外で大喪行事に関わる人物の写真記事を指している。「大喪使副総裁渡邊伯
爵」（８月１日付）、「大喪使祭官」（３枚、８月２日）、「宮内省新御用掛」（３枚、８月 20 日
付）などは、大喪行事に関係する人物の顔写真を掲載したものであり、新たな取材によって
撮影されたものではない。撮影取材によるものは、「朝見式当日の宮城前 百官の参内」（８
月１日付）、「中神菊咲老女」（８月３日）、「桂公新橋着（停車場の警戒と出迎人の車馬）」（８
月 20 日）、「着京せる台民代表者」（８月 18 日付）などに限られ、朝見式に参加する「百官」
の馬車を写したもののほかは、大喪に関わりがあるものの取材のしやすい一般の人々が対
象となっているもの見受けられる。 
 ④は、大喪行事に参列するために来日する諸外国の使節に関する写真記事で、「英独大喪
使節 独逸皇弟 ハインリツヒ親王殿下」「英独大喪使節 英国皇弟 アーサー、コンノー
ト殿下」（８月 14 日）、「仏国特使 ルボン中将」（８月 18 日）、「御大喪儀に参列せらるべ
き西班牙国皇帝御名代ドン、アルフォンソ、オルレアン親王殿下」（８月 30 日）のいずれ
もストック写真を使用したものである。 
 
 ⑥のその他に分類されるのは、「明治初年の二重橋」（８月１日付）、「明治初年の桜田」（８
月２日付）、「明治初年の枕橋（右端は八百松）」（８月８日付）のように明治初年の東京市内
の写真を掲載したものや、「由緒ある御玩具 人丸の土偶と御盃」（８月１日付）、「先帝御幼
時の御玩具」（８月３日付）、「先年西瓜の皮にて御製の亀（昨紙五面記事参照）」（８月８日
付）などの明治天皇にゆかりのある物品等、また「大行天皇御製」（８月５日付）のように
「御製」を転記した書の写真なども見受けられる。これらは、全て８月上旬までに掲載され
ている。 
 この時期の新聞紙面における写真・図版等は、皇族や外国使節、あるいは政治家等の関係
者の写真は新たな取材による撮影ではなくストック写真を使用したものが主であり、新た
に撮影された写真による記事は、青山葬場殿や伏見桃山陵の建設や、弔意を示しあるいは一
大イベントへの準備に忙しい都市の街並みをとらえたものが主であった。漫画では、「謹慎」
ゆえに苦しむ人々にも目が向けられた。 
 
明治天皇大喪直前と行事中の紙面 
 引き続き、大喪行事直前にあたる９月１日以降と、大喪行事が行われた期間の紙面の特徴 
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を確認する。 
 表４は、９月１日から 30 日までの『東京朝日新聞』における大喪に関係する記事を表３
と共通する①～⑤の分類ごとに件数を示し、記事のタイトルを示したものである（ただし、
⑥「その他」は設けず）。この表に添いながら、○A １～12 日までの直前期、○B 13～17 日ま
での行事本番期、○C 18～30 日の行事終了後に分けて述べていく。 
 
○A １～12 日までの直前期 
 この時期は、前項で述べたものと同様の傾向が持続した特徴が第一に指摘できる。すなわ
ち、②の街並み等では、次のような写真記事を確認することができる。 
①に分類した皇族や鹵簿に関係する写真記事は、人物では、「桃山御陵公示御検分の久邇
宮殿下」（９月７日付、取材、図 21）、「李堈殿下の入京」（９月８日付、取材、図 22）、「〔李
堈〕殿下（左）と李王世子（右）とプラツトフオームを出でらる」（９月９日付、取材）、「迪
宮殿下」（９月 10 日、貸下）、「皇儲殿下下青山御殿御出門」（９月 10 日付、取材）の５件が
掲載されている。５件中、４件が新聞社による取材によって撮影されたものであり、ストッ
ク写真に限られていた８月とは異なっている。 
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図 21 「桃山御陵公示御検分の久邇宮殿下」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 7 日付朝刊、3
面。 
 
図 22 「李堈殿下の入京」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 8 日付朝刊、5 面。 
 
行事を前にして人物の移動が始まり、駅頭やプラットフォームなどで撮影することがで
きるようになったことと対応する。 
また、皇太子裕仁の例では、貸下げ写真のポートレート（図 23）と当時居住していた「青
山御殿」から馬車で出門する様子（馬車のため人影や表情は見えない写真、図 24）を同じ
紙面に掲載する手法も用いられている。これは、表情までをとらえた写真を新たに撮影でき
ない状況に対処した手法であると言えるだろう。 
 
 
図 23 「迪宮殿下」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 10 日付朝刊、10 面。 
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図 24 「皇儲殿下青山御殿御出門」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 10 日付朝刊、10 面。 
 
鹵簿等の写真では「御輦全く成る」（９月１日付、出処不明48）と題された写真が掲載され
ている。これは、桃山駅から伏見桃山陵までの移動時に使用される鳳輦が製作者から宮内省
に納入されたことが報じられたもので、完成した鳳輦の写真が掲載されている。写真の出処
は明確には示されていないが、キャプションに「京橋区南榎町小学校に於て中川氏の手によ
り造られつゝありしが昨日完成し」とあるため、当局の許可を得ることなく取材が可能であ
ったと推測されるため、取材時に撮影されたものである可能性が高い。 
人物と鹵簿に共通して、大喪行事に関係する取材対象が移動するタイミングを狙って撮
影取材を行っていることがわかる。 
 
②街並み等の雑観では、８月中と同様、伏見桃山陵や青山葬場殿の工事関係の記事が目立
つ。 
伏見桃山陵関係は、「谿を隔てゝ桃山陵を望む」（９月１日付、取材）、「竣成せる桃山御陵
道」（９月２日付、取材）、「山上より見たる伏見桃山御陵祭場殿」（９月３日付、取材）、「桃
山御陵道入口の竹矢来」（９月６日、取材）と３件あり、青山葬場殿関係は「御大葬場の装
飾（幔門脇の電柱）」（９月１日付、取材）、「御大葬場装飾（総門より幔門まで百四十間の間
左右両側に設置せらる）」（９月１日付、取材）、「玉垣成る（昨日午後二時青山大葬場所見）」
（９月４日付、取材）、「青山葬場殿（左）と御幄舎（右）（二日午後二時所見）」（９月４日
付、取材）、「第一神門成る 四日午後五時青山大葬場所見」（９月５日付、取材）、「竣成せ
る葬場殿（殿の前なるは第二神門）」（９月６日付、取材）、「青山大葬場の提灯立」（９月 11
日付、取材）、「青山葬場殿と総門上の篝」（９月 12 日付、2 枚・取材）と、８件・9 枚の写
真記事が掲載されている。全てが新聞社の取材によって撮影された写真であり、内容的にも
数量的にもこの時期の大喪関係報道の中心の一つとなっている。 
このほか、「近衛儀仗隊の予行演習」（９月 10 日付、取材）、「御大葬前一日（馬場先門堀
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端）」（９月 12 日付、取材）のように、大喪行事前の東京市内の様子を取材したものもある。 
 
この時期の紙面で雑観と同様に大喪関係報道の中心となっているのが、外国使節の到着
に関する記事である。９月１日から 12 日に至るまで、45 枚の写真が掲載されている。 
内容は、イギリスのコノート公、アメリカのパーシング将軍、スペインのボルボン親王、
ドイツのハインリッヒ親王、フランスのルボン将軍といった海外から大喪に参列する使節
が、その到着前にストック写真から顔写真や家族写真などが掲載され、引き続き到着時や移
動時の港や駅頭等での写真が掲載、このほかに宿泊先や移動に使用した船舶の写真が紹介
されることが多い。 
イギリスのコノート公の例では、「英国コンノート殿下接伴員」（９月１日付、ストック写
真３枚、図 25）のように日本における随伴員の顔写真が掲載され、翌日には「デユーク、
オヴ、コンノート殿下御家庭」（９月２日付、出処不明、図 26）と家族写真が掲載される。
到着直前には「英国御名代コンノート親王殿下」（９月 10 日付、出処不明、図 27）と、全
身が移ったポートレートがあり、到着後には「コンノート殿下の御入京沿道の拝観人」（９
月 12 日付、取材、図 28）、「コンノート殿下の上陸」（９月 12 日付、2 枚・取材、図 29）
と、２面にわたって写真３点を使用して報じている。 
 
 
図 25 「英国コンノート殿下接伴員」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 1 日付朝刊、4 面。 
 
43 
 
 
図 26 「デユーク、オヴ、コンノート殿下御家庭」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 2 日付
朝刊、3 面。 
 
 
図 27 「英国御名代コンノート親王殿下」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 10 日付朝刊、2
面。 
 
 
図 28 「コンノート殿下の御入京沿道の拝観人」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 12 日付
朝刊、3 面。 
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図 29 「コンノート殿下の上陸」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 12 日付朝刊、5 面。 
 
 他の各国の使節の例を見ると、ドイツでは「独国ハインリツヒ親王殿下接伴員」（９月１
日付、顔写真４枚）、「明日横浜に着せらるべき独逸御名代ハインリッヒ親王殿下」（９月９
日付、出処不明）、「独逸国御名代の入京」（９月 11 日付、3 枚・取材）、「十日横浜入港の独
逸御名代御乗艦シャルンホルスト号臨時宮廷列車臨港線■車」（９月 11 日付、2 枚・取材）
と同様の傾向が続いている。これはアメリカ、スペインの使節についても共通している。 
 
 漫画や図版では、漫画等の絵画が９件、図が１件掲載されている。 
「青山大葬場総門正面略図」（９月４日付、作者不明）、「青山大葬場石膏模型縮写」（９月
５日付、作者不明、図 30）は、青山葬場殿の入口の図、及び同葬場殿の石膏模型の縮写で
ある。 
 
 
図 30 「青山大葬場石膏模型縮写」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 5 日付朝刊、5 面。 
 
 漫画では、「忙しい刺繍屋」（９月４日付、岡本一平、図 31）、「提灯屋の多忙」（９月７日
付、作者不明）と、大喪が商機となっている業者を描いたもの、あるいは、「有楽座前河岸
所見」（９月６日付、「温」、図 32）、「御大葬沿道の電線取付工事」（９月８日付、作者不明）、
「青山大葬場所見」（９月８日付、作者不明）、「凱旋道路の市の装飾着手」（９月９日付、岡
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本一平）のように大喪の準備を描いたものが多い。 
 総じて８月に見られたような「謹慎」にあえぐ人々や、天皇への弔意を示す様子は見受け
られず、大きな行事を前にした都市の様子を描く内容となっている。 
 
 
図 31 「提灯屋の多忙」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 4 日付朝刊、5 面。 
 
 
図 32 「有楽座前河岸所見」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 6 日付朝刊、5 面。 
 
○B 13～17 日までの行事本番期 
 本章の冒頭で述べた通り、大喪行事は９月 13 日から 15 日にかけて行われた。13 日は
20 時から霊轜とその鹵簿が宮城から青山葬場殿へ移動し午後 10 時に到着。そこで 11 時
15 分から翌午前０時 45 分頃まで「葬場殿の儀」、引き込み線に霊轜を載せ、２時から列車
で京都へ移動している。同日午後 5 時 10 分に京都の桃山停車場に到着、8 時 30 分から 7
時 35 分にかけて伏見桃山陵に移動し、翌 15 日の午前９時 55 分までかけて埋葬作業が行
われた。 
 13 日の行事当日発行の新聞以来、新聞紙面は特別編成となり、前述の通り号外も多数発
行された。ここでは、順を追って紙面の傾向を確認していく。 
 
 行事初日にあたる９月 13 日を見ると、１面の広告欄はその多くが明治天皇の大喪に関す
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る広告となっている（図 33）。続く２面は「誄辞」と題された全面を使用して天皇やほかの
人物の写真を多用した記事となっている（図 34）。この記事は、明治天皇の御真影が画面上
に、その下に大正天皇の皇太子時代に撮影されたポートレートが掲載されている。大正天皇
の下方左右には、それぞれ閑院宮載仁親王、伏見宮貞愛親王のポートレート、画面最下部に
あたるその下には、「霊轜に扈従する陸海軍将校」との説明書き付きで 20 人の将校の顔写
真が掲載されている。これらの写真は、いずれも新たに撮影されたものではない。 
 
 
図 34 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 13 日付朝刊、1 面。 
 
図 34 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 13 日付朝刊、2 面。 
 
 3 面は、上方が絵画、下方が海外使節の顔写真となっている（図 35）。上方の絵画は、天
皇の遺体を載せた霊轜を描いたものである。この日の夜間に行われる宮城から青山葬場殿
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までの移動の様子が描かれているため、まだ起こっていない事象を想像で描いたものであ
ると言える。 
 
図 35 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 13 日付朝刊、3 面。 
 
このほか、5 面に、「御大葬御道筋鳥瞰図」（図 36）、6 面に「御大葬御行列図解」（岡本一
平）、11 面に鹵簿の順路を示した地図が掲載されている。関連して、「東京市の遥拝式 一
般市民の参拝を許す」「一般市民遥拝時刻」「本日交通遮断区域」「一般市民の奉送注意」な
どの文章記事が 5 面に、「本日の電車」と題して電車の運休区域や特別運転について、「本日
の警察警戒」として警備の情報も 12 面に掲載されており、この新聞を持って沿道での鹵簿
の参拝や、各所に設けられた「遥拝所」に向うことができる紙面づくりとなっている。 
 
 
図 36 「御大葬御道筋鳥瞰図」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 13 日付朝刊、4 面。 
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 このほか、前日の東京市内の様子が写真や漫画で伝えられているが、この日の段階では、
まだ「謹写団体」による撮影は行われていないため、当然のことながら同団体撮影の写真は
掲載されていない。 
 
続いて、９月 14 日の紙面では、2 面に「霊轜宮城出御」と題し、宮城から霊轜を含む鹵
簿が出発した場面を描いた絵画が掲載されている（図 37）。これは、前日のものと同様、当
日の情景を想像して描かれたものである。この一方で、3 面には、「霊轜虎の門を過ぐ」と
題した写真（図 38）が掲載されている。こちらは「謹写団体」の撮影によるものであるが、
他には同日の紙面には謹写団体撮影の写真は掲載されていない。先謹写団体による写真は、
先に述べた通り、主に号外に掲載された。 
 
 
図 37 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 14 日付朝刊、2 面。 
 
 
図 38 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 14 日付朝刊、3 面。 
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また、「馬場先の群衆」（４面）、「十三日の虎の門」（７面）のように、日中の市内の様子
を撮影した写真のほか、５面では「奉送の大群集」（イラスト）のほか３点の市内での奉送
の様子を描いた漫画が掲載されている（図 39）。岡本一平による作品に「青山一丁目所見」
とあるため、13 日当日に取材を行って描かれたものであると考えられる。また、８面にも
１点漫画同様の漫画が掲載されている。 
 
 
図 39 『東京朝日新聞』1912 年 9 月 14 日付朝刊、5 面。 
 
続く、９月 15 日の紙面では、２面において「桃山御陵全景」（イラスト）、「皇太后御名代 
東伏見宮妃殿下」（貸下げ写真）を掲載しながら、「大喪儀終る」との見出しで大喪行事の終
了を伝えている。実際にはこの日の 10 時近くまで埋葬作業を行っていたため、読者が新聞
を手に取る頃には、まだ行事が終わっていなかったと言える。 
このほかにも「皇后御名代 閑院宮妃殿下」（貸下げ写真）「霊柩列車沼津駅付近通御」（取
材）などの写真記事や、桃山付近で事前に取材を行って描かれたものと思われる「御大喪準
備中の桃山」「桃山所見」などのイラストが掲載されている。 
 
行事が終了した直後の９月 16・17 日では、謹写団体の撮影による鹵簿の写真が３点掲載
されている。これらの３点は桃山において撮影されたものであり、京都から東京へ輸送され、
この時期の掲載になっている（うち２点、図 40・41）。 
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図 40 「桃山御大喪行列御名代」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 16 日付朝刊、2 面。 
 
 
図 41 「鳳輦桃山葬場殿に向ふ」、『東京朝日新聞』1912 年 9 月 17 日付朝刊、2 面。 
 
謹写団体撮影以外でも、「青山葬場拝観第一日 雨中の拝観人」（９月 16 日付、取材）、
「青山葬場拝観第一日 葬場殿に安置されたる御轜車と桙」（９月 16 日、取材）といった
新聞社の取材による写真が掲載されている。これは、東京の青山葬場殿が行事終了後に一般
公開された様子をとらえたものである。 
15 日の桃山での行事の写真が紙面に掲載されたのは 17 日付までであり、ここで大喪関
係の報道に区切りがついたと言える。 
 
○C 18～30 日の行事終了後 
 ９月 18 日以降は、大喪行事に関係した報道が極端に減少する。明治天皇大喪の９月 13
日に自決した乃木希典・静子夫妻の葬儀に関連して「「乃木東郷両将軍の英国少年軍検閲」
（９月 18 日付、取材）」、「「乃木将軍葬儀（柩車青山大葬場前を過ぐ）」（９月 19 日付、取
材）」など、大喪にも関連する記事があり、外国使節に関するものも見られる。 
 23 日には伏見桃山陵が一般公開され、参拝する人々を撮影した「伏見桃山陵参拝の赤子」
（９月 23 日付、取材）が掲載されているが、この頃から大喪関係の報道は収束し、写真も
掲載されなくなっていく。 
 
51 
 
総じて、大喪関係の報道における写真記事やイラスト・漫画等の図版は、通常では使用さ
れないようなサイズで写真や絵画等の図版が使用され、また、紙面のなかでも中心的な存在
となっている。 
明治天皇大喪において、新聞社にとっては号外が〈主戦場〉であったと言えるが、新聞本
紙も同様に写真を多く掲載し、絵画や漫画等を多用することで不足を補っている。 
 
おわりに 
 
 ここまでみてきたように、大喪使や宮内省当局は明治天皇の死去当初においては、メディ
ア各社による撮影取材に対する需要の大きさを意識して準備していたとは考えられず、大
喪使の機構を見ても、そのような事務を取り扱うセクションは設けられていなかった。 
 このような事態にあって、在京の大手新聞社らは当時の最有力写真師であり、宮内省当局
や陸軍陸地測量部写真班等との関係の深い小川一眞を中心として「謹写団体」を組織し、撮
影取材の許可を求めて大喪使・宮内省当局との折衝にあたった。 
 この折衝により、一度は内々に撮影の許可を得たようであるが、大喪行事直前期の９月初
頭に小川以外の勢力の撮影試験によるマグネシウムの爆発事故が相次ぐと、９月８日付で
許可が出されたものの、その後当局の態度は硬化し、明治天皇の側近であり小川とも縁のあ
った藤波言忠が直接難色を示すなどの動きが見られた。しかし、結果としては小川の交渉に
より行事直前になって最終的な撮影許可が得られた。 
 ９月８日付で出された大喪使による撮影許可の条件となっていたのは、謹写団体の願書
に既にあった、この団体に「加入セントスルモノハ之ヲ承認可致候」ということであった。
この条件が願書に入っているのは、この願書が当局との折衝によって起草されたものと推
測されるためである。すなわち、大喪使・宮内省当局の対応は後手に回ってはいたが、この
条件により結果としてメディアによる撮影取材統制の窓口一本化を可能とし、野放図な競
争による皇族や鹵簿の写真の濫発を抑制することに成功したと言える。 
 一方で、警視庁は、警備情報を新聞等に掲載することを目的として各社の記者らを集め、
説明を行うとともに協力を求めたが、記者にとってはその場は便宜を要求するべき場であ
り、引き出せる便宜がわずかであると１回目の会合で認識されると、２回目の会合の参加者
が減少するなどメディア側の反応は冷ややかであった。同様に、青山葬場殿内でのペンの記
者の取材を認めはしたものの、記者に席が与えられず長時間立たされるなど、メディアに対
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する統制として充分な対応が取れているとは言えない。宮相渡邊千秋が大喪使副総裁とし
て大喪使各部に示した「機密ヲ要セサル事項ハ可成発表ノ方針」は、実態を伴わないもので
あった。 
 この時期の新聞紙面を見ると、普段の紙面では用いられないほどの大きなサイズの写真 
やイラスト・漫画等の図版が多用される作りとなっている。 
大喪行事の準備期間に相当する８月にも、街並み等の雑観を撮影した写真記事や、大喪の
準備を行う人々や天皇の死去に伴う「謹慎」にあえぐ人々の様子に焦点を当てた漫画等とい
った都市の様相をとらえたものが数多く掲載された。大喪行事直前期である９月初旬にも
数多くの写真記事が掲載されており、青山葬場殿や伏見桃山陵の建設に関するものや街並
み等の雑観、そして海外から大喪に参加するため来日する各国の使節団に関する写真等の
記事が数多く見られた。 
 大喪行事が行われた時期には、数日間にわたって特別編成で紙面が構成され、葬場殿の儀
当日の朝刊巻頭に明治天皇の御真影を大きく配置するなど、その後の大礼や大喪等の行事
において散見される特徴が見えている。 
 明治大喪行事にかかわり、メディア各社が活発な競争のうえに取材活動を行い、一方では
謹写団体を組織し、当局は交渉の窓口を一本化して撮影の統制を行うという、大正期から昭
和戦前期の大喪・大礼行事において見られる様々な特徴がここで原型として現れていると
言える。 
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31 同前。 
32 「大葬儀鹵簿撮影出願者ニ対シ御大喪鹵簿謹写団体ニ加入スヘキ旨通牒之件」、「五十五 
写真撮影、絵巻物写生 明治天皇大喪儀書類」（国立公文書館蔵、大喪儀関係文書・明治
天皇大喪儀）。 
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41 同前書、237 頁。 
42 同前書、27 頁。 
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第２章 大正への代替りと「撮影規定」の設定 
―伏見桃山陵における「盗撮」事件と大正大礼― 
 
はじめに 
 
 明治天皇の死去に伴い、改元直後から大喪行事が行われるまでの 1912 年（明治 45、大
正元）７～９月のメディアがどのような状況になったかについては、第１章で述べた通りで
ある。この大喪行事を契機として、その後の皇室関係の視覚メディアに対する統制における、
メディア事業者と当局との関係の基本的な構図が既に現れた。 
この、天皇の代替り後に現れた様々な変化のうちの一つが、〈天皇の写真記事〉の出現で
ある。この要因は、①写真嫌いであった明治天皇から、皇太子時代には行啓先での行動が報
道されていた大正天皇に代が替わったことによることと、第 1 章でみたように②この時期
がメディアにおける写真の掲載が量的に拡大した時期であることによる。 
 本章では、1912 年の大正改元以降に明文化される、天皇・皇后・皇太子を撮影する際の
規定の流れに即して政府当局の対応と写真記事の内容の検討を行う。 
具体的には、践祚翌年の陸軍大演習を契機とした〈天皇の写真記事〉の出現とそれに対す
る対応、近代に入って初めて行われた即位儀礼である「大正大礼」、及び大礼後から 1921
年の裕仁皇太子の外遊以前までの状況についてそれぞれ検討していく。 
 
第１節 伏見桃山陵における「盗撮」事件と撮影規定の設定 
 
大正への代替りに伴う〈天皇の写真記事〉の出現 
 1912 年（大正元）11 月、大正時代初となる陸軍特別大演習が埼玉県を舞台として開催さ
れた。この時には、天皇としては史上初めての現場取材による写真記事が新聞に掲載されて
いる（図１、２）。管見の限り、これが当局関係者の間で問題視された形跡は見られない。 
 天皇の〈写真記事〉が問題となるのは、次に述べるように、翌 1913 年の伏見桃山陵にお
ける事件が発端となっている。 
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図 1「大元帥陛下（前より二番目）」、『読売新聞』1912 年 11 月 16 日付朝刊、2 面。 
 
 
図 2「天皇陛下所沢飛行場へ進御」、『東京朝日新聞』1912 年 11 月 18 日付朝刊、3 面。 
 
伏見桃山陵参拝時における「盗撮」事件 
1913 年（大正２）10 月 18 日から 22 日にかけて、大正天皇・皇后は京都桃山陵・泉山
陵の参拝を目的とした行幸啓を行った。この行幸啓は、10 月 18 日午前東京を発して鉄道
で移動し名古屋離宮泊、19 日午前名古屋を発し同じく鉄道で移動、午後京都着、京都御所
泊。20 日は天皇・皇后が伏見桃山陵御参拝、その後泉山陵（泉涌寺）を参拝、同日も京都
御所泊。21 日午前京都を発し鉄道で移動、静岡御用邸泊、22 日午前静岡を発し午後に東京
へ戻ったもので、伏見宮貞愛親王が同行した1。大正への代替り後としては天皇・皇后が京
都に滞在した初めての機会であった。 
この行幸啓の主な目的である 10 月 20 日の桃山陵参拝時に、新聞社社員が紛れ込み、参
拝を終えて便殿に入る天皇・皇后をそれぞれ「盗撮」し、21 日付の『大阪朝日新聞』、及び
22 日付『東京朝日新聞』に掲載されたことが知られている2。原武史『大正天皇』では、内
務大臣として同行していた『原敬日記』の記述を中心にこの件に触れ、大正天皇が皇太子時
代から取材に慣れていたことと、これ以降も、明治期とは異なり天皇の写真が新聞に掲載さ
れていくことが述べられている3。また『京都府警察史』では、京都府の公文書を参照し、
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当日の警備状況と京都府警察部長と所轄の伏見警察署長、及び現場担当の伏見署の警部補・
巡査部長が訓告処分となったことが述べられ、「寛大な措置」であったとしている4。両著作
で触れられているのは、大阪朝日新聞の社員が撮影を行い、『大阪朝日新聞』・『東京朝日新
聞』に掲載されたという点である。 
ここでは、『原敬日記』はもとより、『京都府警察史』で触れられていないものも含めた京
都府立総合資料館所蔵の公文書、及び国立公文書館・宮内庁宮内公文書館所蔵の公文書、ま
た『大阪朝日新聞』『東京朝日新聞』以外の新聞における報道の様子を併せて改めて確認す
ることで、この事件の意味を掘り下げて検討し、この事件が天皇らを撮影する際の規定が設
定される契機となっていくことを述べていく。 
 
伏見桃山陵参拝当日の日程と事件の概要 
この桃山陵における「盗撮」が、当日の日程の中でどのような位置にあるかを理解するた
めに、桃山陵参拝当日のスケジュールを確認しておきたい。京都府による行啓の記録である
「行幸啓記事」には以下のように記述されている。 
 
十月二十日 
一 列立拝謁 午前九時御出門前、通御廊下ニ於テ京都在勤奏任官兼同待遇ノモノ及
京都市長貴衆両院議員、府会議長副議長会議長副議長ニ列立ノ侭拝謁ヲ賜フ 付記（府
庁ヨリ差出シタル予定人員ハ三二三名アリ） 
一 山陵御参拝兼 皇后陛下東福寺御立寄天皇 皇后両陛下ニハ午前九時御出門堺町
門ヨリ丸太町ヲ烏丸ヘ烏丸ヲ七条ヘ七条ヲ本町へ以下順路伏見桃山陵ニ午前九時四十
五分御着御参拝後泉涌寺ニ向ケ御発午前十一時四十五分同寺御着山陵（後月輪東山陵、
後月輪東北陵 光格天皇参陵、仁孝天皇山陵）御参拝アラセラレ同寺ニテ御昼餐御休憩
後 
天皇陛下ニハ午後一時十五分御退出行幸路ヲ順路御所ヘ午後二時還御アラセラレタ    
リ 
皇后陛下ニハ午後一時二十分泉涌寺御退出泉涌寺総門西ヘ伏見街道南ヘ三ノ榎東福寺
中門東ヘ順路東福寺ニ午後一時三十五分御着九条公墓ヲ展セラレ御休憩後三時三十分
同寺御発順路御所ヘ（建礼門通御）午後四時十分還御アラセラレタリ5 
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 同様に、京都府知事官房の記録である「日誌」には以下のように同日の様子が記録されて
いる。 
 
十月二十日 月曜日 晴 
一本日午前八時半京都在勤ノ奏任官等ヘ賜謁 
一天皇皇后両陛下午前九時御出門御陵御参拝被為在 
   桃山御陵   午前十時御着仝十一時御発車泉山御陵ヘ 
   泉山御陵   午前十一時四十五分御着 
     （午前一時十五分御発車御予定） 
   御所ヘ  午前二時還御 
又皇后陛下ニハ御緑■■■泉山御陵所発廉午後一時四十分東福寺ヘ御安着仝三時三十
分東福寺発輦午後四時五分御還啓6 
 
 これらを総合すると、前日から京都御所に宿泊していた天皇・皇后は、午前 8 時半頃に御
所内で京都在勤の奏任官等に対して賜謁を行い、９時には御所を出発、10 時頃に桃山陵に
到着して便殿で休憩の後参拝、再度便殿で休憩している。11 時頃桃山陵から泉山陵に向け
出発、11 時 45 分に到着して参拝、その後昼食をとった。天皇は午後 1 時 15 分に泉山陵を
出発し 2 時に御所に到着。皇后は別行動を取り 1 時 20～40 分頃に泉山陵を出発して出身
九条家の菩提寺である東福寺に 1 時 35 分頃着、参拝の後３時 30 分頃出発して 4 時頃御所
に到着したことがわかる。 
「盗撮」が行なわれたのは先述の通り、桃山陵を天皇・皇后が参拝した際である。桃山陵
の参拝の手順は晴天の際と雨天の際の二通りが用意されており、当日は晴天であったため、
次の内容の前者が採用されている。 
 
伏見桃山陵参拝順序 
一両陛下陵所御着陵門外ニ於テ御下乗便殿ニ入御 
次ニ聖上便殿出御御徒歩ニテ陵前ニ進マセラレ御拝所ニ於テ御拝礼終テ便殿ニ入御 
此ノ間ノ御列ハ左ノ如シ 
 内舎人 諸陵頭 宮内次官 聖上 侍従長／侍従武官長 侍従／侍従武官 其他供
奉高等官及近衛将校三人 
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供奉員ノ陵前ニ於テ停止スヘキ位置ハ甲図ノ如シ 
次ニ皇后宮便殿出御御徒歩ニテ陵前ニ進マセラレ御拝所ニ於テ御拝礼終テ便殿ニ入御 
此間ノ御列ハ左ノ如シ 
内舎人 諸陵頭 皇后宮大夫 皇后宮 女官 皇后宮主事／宮内書記官一人／侍医
一人 近衛将校二人 
  供奉員ノ陵前ニ於テ停止スヘキ位置ハ乙図ノ如シ 
次ニ両陛下便殿ニ於テ御休憩 
一両陛下便殿出御陵門外ニ於テ御馬車ニ乗御還幸7 
 
 馬車で桃山陵に到着すると天皇・皇后ともに便殿に入り休憩し、先に天皇が側近を引き連
れて参拝し再び便殿に入り、次いで皇后が側近を引き連れて参拝の後便殿に入り、その後馬
車に乗り退出するという順序である。 
 なお、一連の行幸啓の警備は、京都府警察部管下の各警察署によって担当されている。京
都御所管轄の中立売警察署、桃山管轄の伏見警察署、泉山管轄の松原警察署の 3 署が主な
担当であった。桃山地域に配備されたのは、警部補が小林仙蔵を始めとして６人、巡査部長
６人、巡査 27 人の 39 名体制であった8。 
 
各新聞紙面に掲載された桃山陵参拝当日の写真記事 
「盗撮」されて紙面に掲載されたのは、天皇・皇后がそれぞれ参拝を終えて便殿に入る所
である。前述した２つの著作では、いずれも大阪朝日新聞が写真を撮影し掲載したとしてい
るが、実際には大阪毎日新聞も撮影・掲載を行っている。他の新聞社について触れられてい
ないのは、後に見るように、『原敬日記』及び京都府公文書のいずれでも『大阪朝日新聞』
に写真が掲載されたことのみが話題とされており、他社については言及がないためである
と推察される。以下、実際に紙面に掲載された写真記事を確認していく。 
図３・４は参拝翌日 10 月 21 日の『大阪朝日新聞』に掲載された写真である。図３は『大
阪朝日新聞』紙面に掲載された参拝を終えて便殿に入る天皇を撮影したもの、図４は同日同
紙の別の面に掲載された便殿に入る皇后を撮影したものである。いずれの写真も 22 日付の
『東京朝日新聞』にも掲載されている。図５は 10 月 21 日の『大阪毎日新聞』に掲載され
た写真で、皇后が参拝を終えて便殿に入ろうとする様子が撮影されているが、『東京日日新
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聞』にはこの写真は掲載されていない。図３～５とも天皇・皇后の表情がわかるほど接近し
て撮影されたものではないが、参拝を終え幔門の中の便殿に入ろうとしている様子である
ことがわかる内容となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 「天皇陛下桃山御参陵」『大阪朝日新聞』1913 年 10 月 21 日付 3 面 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4「皇后陛下桃山御陵所便殿に入らせ玉ふ」『大阪朝日新聞』1913 年 10 月 21 日付 11 面 
 
 
図 5「桃山御陵前の尊影」『大阪毎日新聞』1913 年 10 月 21 日付 11 面 
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他紙の紙面を確認すると、『京都日出新聞』、『大阪時事新報』では、本来入場が制限され
る桃山陵便殿前での撮影は行っていないが、それ以外の場所で撮影した鹵簿の写真を掲載
している。 
 図６・７は、いずれも 10 月 20 日に桃山陵付近（有資格者以外も出入りが可能な範囲）
で撮影されたと思われる写真で『大阪時事新報』夕刊、『京都日出新聞』に掲載されたもの
である。 
 
 
図 6「鳳車桃山御陵道を進ませ給ふ」『大阪時事新報』1913 年 1 月 21 日付夕刊 2 面 
 
 
図 7「御陵道の鹵簿」『京都日出新聞』1913 年 10 月 21 日付 7 面 
 
これらの他、同日付の『大阪新報』9・『大阪日日新聞』10・『神戸又新日報』11において桃
山陵へ向かう鹵簿の写真が掲載されている。これらはいずれも各社が独自に沿道で撮影し
た写真を掲載したもので、図６・７と類似した内容である。近畿に拠点を置くメディア各社
にとって、京都での天皇・皇后の行動は重要なニュースであり、その様子をとらえた写真は
それぞれの新聞の商業的な価値を高めるうえで重要な要素であったことがうかがえる。特
に、『大阪朝日新聞』『大阪毎日新聞』という二大大手メディアが、読者にとっても価値が高
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いと思われる参拝そのものの様子の写真を撮影しようとして関係者に紛れて写真を撮影し
たことは象徴的であると言える。 
 
「盗撮」が行われた場所 
「伏見桃山陵参拝順序」には補足のための図が付けられており、当日の桃山陵における各
員の配置が確認できる（図８）。 
 
 
図 8「陵所之図」、「伏見桃山陵参拝順序」（「行幸啓一件」京：大 2-15） 
 
 『大阪朝日新聞』『東京朝日新聞』『大阪毎日新聞』に掲載された写真とこの図を比較する
と、位置関係からして、「人力車置場」から「先駆警部」との記入がある附近から「便殿」
側を撮影したものであることがわかる。この後確認するように、撮影は人力車に乗って侵入
した新聞社員が「衆庶参拝道ノ右車置場トセシ所」12から撮影したものである。新聞社が最
もニュースとしての価値を持つと考えたであろうものは、まさに桃山陵そのものに天皇や
皇后が参拝する姿をとらえた写真であっただろう。しかし、この図を見る限り、その姿を撮
影できる位置に進入しようとすれば、関係者に取り押さえられることは明らかである。また、
天皇・皇后が便殿を出て参拝に向かう姿であれば比較的顔が写される可能性が落ちるため、
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関係者に気付かれずに撮影することのできる中で最大限価値のある写真を撮影することの
できる機会が参拝を終えて便殿に戻る際の写真であったために、大阪朝日・大阪毎日が類似
の写真を撮影・掲載することとなったと言えよう13。 
 
10 月 21 日付新聞に対する反応―事件の認知から警察部長の更迭まで― 
図３～７は、いずれも参拝翌日の 21 日付であり、20 日夕方に発行された『大阪時事新
報』夕刊を除けば、21 日朝に配達されたものであった。21 日の行幸啓に関する予定は、「御
発着割」には以下のように記されている。 
 
午前七時三十分  京都御所御出門 
  同 八時   京都停車場御発車 
  午後四時五分  静岡停車場御着車 
 御泊  静岡御用邸14 
 
前出の京都府知事官房の「日誌」には「天皇 皇后両陛下ニハ御予定ノ通リ午前七時三十
分建礼門御出門規程順路京都駅ニ御着汽車ニ御移乗午前八時御発車アラセラレタリ」「知事
ハ警察部長ト共ニ大津駅迄奉送申上ラレタリ」15とあり、予定の通り８時に「御召列車」が
京都駅を発車し、知事は滋賀県の大津駅まで同乗したことがわかる。 
内務大臣としてこの行幸啓に同行していた原敬の日記には、この後の時間帯に伏見宮と
話をした内容が記述されている。 
 
同汽車中に於て伏見宮殿下の御話に、桃山御陵に於て両陛下の御写真を取ママりて朝日
新聞に掲載あり、皇后陛下には常に注意はなし居るも妙な姿勢の折などに写真を取ら
れては誠に困るとの御話もありたりとの御内話に付、余は実は今朝新聞を見て驚きた
る旨申上げ将来を注意せしむべき旨御答をなせり。御場所柄出来得ざる処に入込み採
影せしと見ゆ、不敬も何も彼等の考には之なきなり、陛下に拝謁のとき此御写真の事に
付恐懼に堪へず将来を戒むべき旨言上せしに、陛下は是れには内務大臣も困るならん
と御笑ありたり16。 
 
 伏見宮はこの前に皇后と会話をしており、その時に皇后から伏見宮に伝えられたことを
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原に対してもちかける内容となっている。皇后が伝えたのは「朝日新聞」に桃山陵での写真
が掲載されたことに気づいたということと、それが「誠に困る」ということであった。それ
に対し原は自身も朝に新聞を見て驚いたことと、何らかの対応をすると返答している。その
後に天皇にもこのことを伝えたものの、天皇自身は意に介さない様子であることがわかる。 
原も紙面を見て驚いたとは言うものの自ら問題視して対応し始めたとも言えず、列車に
同乗していた段階では京都府知事に対しては何らかの質問や調査依頼はなされていないこ
とから、皇后の「御内話」が問題化の発端となっていると読み取れる。 
 原の日記には以下のような内容が続いている。 
 
又本件に付宮内次官（大臣に代り今回供奉せり）に相談し、今後は記章を付くる事とな
して供奉及び供奉に準ずべき者も他と識別する事となし、且つ近日各警察部長を召集
に付其節此事を含ましむべき事となせり。 
   朝日新聞御写真を取りたる事に付、岡警保局長をして途中より京都府知事に推問せ
しに、高帽フロックコートにて全く宮内官吏と見誤りたるものにて、衆庶参拝道より入
りて御料車其他の置き場より手早く写したるものゝの由返電あり、取締向不注意に付
手続書を徴する事となせり17。 
 
 同乗していた宮内次官河村金五郎と相談し、供奉員であることを記すための徽章を付け
ることとする方針を定め、同乗していた内務省警保局長岡喜七郎を通じて京都府知事宛に
電報で照会したところ、フロックコート・シルクハットという服装から「宮内官吏」と勘違
いしたということ、馬車の置場から手早く撮影したということが報告され、顛末を記した
「手続書」を用意させることになったことが記されている。 
 この経緯については、京都府公文書からより詳細に知ることができる。全てのやりとりが
確認できるわけではないが、警保局長から京都府知事に対する電報の中で、確認できる限り
最も古いものは以下の内容のものである。 
 
  本日大阪朝日新聞ニ天皇皇后両陛下御陵後参拝御便殿ニ入ラセラルヽ御行列ノ御写真
ヲ掲載セリ斯ル御陵近キ所ニ付奉員及用務アルモノヽ他普通拝観人等ノ入ルヘキ所ニ
アラサルノミナラス右ノ如キ御写真ハ可成撮影セサル取締向ニナル居ルコトヽ存ス 
右顛末ヲ調静■務庁宛詳報アリタシ 
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      警保局長18 
 
 原の日記にあった通り、警備・取締の方針とは異なる内容の写真が、本来一般人や報道陣
が入ることのできない箇所から撮影されたことに関して調査をして行幸啓一行が滞在する
静岡県庁宛に電報を送るように要請している。これに対し、京都府は以下のような返答をし
ている。 
 
大阪朝日新聞ニ 両陛下御写真掲載ノ顛末■■ニ就調ヘタルニ右ハ同新聞社員カ■
■礼装ヲ為シ御陵■■■衆庶参拝下向道ニ居リタルヲ配属ノ警察官吏ニ於テ宮内省
関係吏員ト誤認シ■■■セサリシニ同社員ハ極メテ鋭敏ノ携帯写真器ニ依リ人ニ悟
ラセサル様撮影シ奉リシモノニテ候■上此ノ間隙アリシハ恐懼ニ堪ヘス貴大臣ニハ
■■報告乞フ19 
 
 こちらも、原の記述にあるように、新聞社員が「礼装」であったために関係者と誤認した
ということ、写真が「鋭敏」（感度及びシャッタースピードを指すと思われる）なカメラに
よって瞬時に撮影されたものであることが述べられている。これに対して再び警保局長か
らは以下の電報が送信された。 
 
衆庶参拝道ヨリ掲載ノ如ク御撮影シ得ラルルヤ、又宮内省関係官吏ハ服装ニ於テ見分
ケ付ク筈ナルニ取乱シセザリシモノナルヤ其辺今一度返事乞フ20 
 
 衆庶参拝道から掲載されたような写真が撮影できるのかということに加え、関係者であ
るかどうかは服装で見分けがつくのではないかと、再度返答を求めている。京都府からはさ
らに以下の返答をしている。 
 
衆庶参拝道ノ右車置場トセシ所依リ御撮影シ得ラル。シルクハツト、フロツクノ服装ナ 
リ故行幸ニ関係アル資格者ト誤認致調ヘザリシ由21 
 
 参拝道を上がった場所の馬車置場とした所から撮影ができ、服装についてはフロックコ
ート・シルクハットの関係者と同じ服装であるために誤認したということが述べられてい
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る。これに対し、警保局長からは「御陵御参拝ノ御便殿附近ニ……関係用務ヲ帯ヒサル者ヲ
出入セシメシハ極テ不注意ノ事ニ属ス……関係官吏ノ手続書ヲ■シ然後■■具シ大事ニ報
告セラレタシ」と22経緯を示した「手続書」の作成・報告を求めている。 
 前掲の「其辺今一度返事乞フ」と再度の説明を求めた警保局長からの電報訳文には受理さ
れた時刻が 22 日の「午前一時四十分」と記されているほか、最後の「手続書」を求めた電
報訳文には「河隅部長■■■聞取中ニ有之候」と罫紙欄外に記入されており、深夜に電報の
やりとりや担当者への聞き取り調査がなされる緊急の事態であったことが読み取れる。 
 22 日中には、京都府知事から内務大臣に宛てた書類が用意されている。その内容は知事
から大臣に宛てた「部下官吏進退伺ニ付内申」１通、京都府警察部長藤崎虎二・伏見警察部
長河隅清作の「進退伺」２通、伏見警察署警部補小林仙蔵、及び巡査部長吉本力次による事
件の顛末を記した「手続書」２通であった。 
 「部下官吏進退伺ニ付内申」は「大阪朝日新聞社員カ御行列ヲ撮影シ奉リタル顛末ニ付テ
ハ不取敢電報ヲ以テ御報告致置候通リ」で、理由は「官吏ノ進退伺及手続書ニ記載シタル事
実ニ有之」として、警察部長藤崎と伏見警察署長河隅に対する処分を仰ぐ内容であり、直接
警備に当たった警部補・巡査部長に対しては譴責処分の手続き中であるとしている。 
 藤崎の「進退伺」23は、「大阪朝日新聞社員カ潜カニ撮影シ奉リタルヲ覚知セス取締上不行
届ノ廉アリタル」ことに対する「監督不行届」を理由とし、河隅は「関係用務ナキ無資格者
ヲ御便殿附近ニ出入リセシメタル」ことに対する「監督不行届」を理由としている。 
 伏見警察署警部補小林による「手続書」には、小林が 20 日当日に「御陵通入口（衆庶参
拝道路分岐点）」の取締を担当し、「鹵簿御通過後列前諸官員引続キ登山相成リ其人名ハ預リ
知ルニ由ナキモ■〔部カ〕長属官其他何レモ「フロツクコート」ニ「シルクハツト」ノ礼装
員ナルノミナルヲ以テ行幸啓ニ関係アル有資格者ナラント確信シ詳細之カ調査ヲナサス通
過セシメタ」と、有資格者と無資格者を分けるチェックポイントにおいて、フロックコート
とシルクハットを着用していた人物が数多く通過していったため、全て有資格者だと認識
して調査をしなかったという様子が述べられる。同様に、巡査部長吉本力次による「手続書」
においても、「鹵簿御着後引続キ列外諸官員人力車ニテ到着相成其人名ハ悉ク之ヲ知ルニ由
ナキモ相当礼装ヲ着シ既ニ御陵道ヲ故障ナク通過セシ列員ナリシヲ以テ何レモ行幸啓ニ関
係アル有資格者トノミ信シ深ク意ヲ注カサリシ」とあり、人力車で続々と進入する有資格者
に紛れていた新聞社員に気が付かなかったことが述べられている。 
両者の内容ともに、「其人名ハ預リ知ルニ由ナキ」「其人名ハ悉ク之ヲ知ルニ由ナキ」とあ
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るように、現場の担当者に有資格者のリスト等が渡されていないことも窺える。 
 このような状況を受けて、内務省・宮内省を中心として行幸啓のあり様をめぐる様々な面
が見直される動きが短期間に検討されていく。帰京の２日後、10 月 24 日の原の日記には
以下のように記されている。 
 
行幸啓に際し内閣員其他出張員は如何なる場合とすべきや、政府、宮内省間に取極をな
し置く必要あるに付近日協議すべきこと（今日迄は何等の規定なし）、陛下御徒歩の御
場合には御側近く進む者には記章を附する事に取極めたき事、御発車時刻は両陛下御
同列の場合には時刻を余り早朝にならざる様ありたき御思召あるに付其事に協議する
事、御写真を取ることの取締に関して警察部長等の上京を待て打合はすべき24 
 
 ここでは、供奉員の徽章、発車時刻、写真撮影に関して近日中に政府・宮内省間での協議
を近日中に行う意向であることが記されている。このような協議がこれまでは行なわれて
いなかったことが「今日迄は何等の規定なし」との記述から窺える。なお、発車時刻につい
ては、皇后より行幸啓時の出発時刻が早いことに対する不満があり、天皇から原に対して要
望があったために議題として挙げられている。京都府警察部長藤崎虎二は 27 日に上京して
いることが「日誌」に見えるため、これに対応したものと思われる25。 
 藤崎の東京到着後と思われる 28 日の原の日記では「警保局長をして行幸啓に関し其他の
者出張の内規を設くる事に関し、山之内書記官長〔山之内一次、内閣書記官長〕より送り越
したる草案に就き交渉せしめ、又大演習等の際御写真を取る事に関し協議せしめたり」26と
あり、徽章等の規定は内閣が草案を提示、写真撮影については内務省警保局が中心となって
協議をしていることが読み取れる。11 月 12 日から陸軍特別大演習のための行幸が行われ
る予定であったため、それまでに規定を定める必要があると考えていることもわかる。次い
で 11 月 1 日には原は次のように記している。 
 
渡邊〔千秋〕宮相を官房に訪ふて京都桃山に於て御写真を取りたるに付、府庁該当の
官吏より手続書を取りたるも、此際は不問に置き将来を戒めたしと協議し渡邊同意せ
り、又御料馬御買入の事に関し地方官に夫々手配中なる事を談話せり。 
 山本〔権兵衛、首相〕を内閣に訪ふて京都に於て御写真を取りたるに付、取締上捨置
きがたく手続書を徴したるも不問に置くこと如何と協議同意せり27。 
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 原は渡邊宮相と山本首相を訪ねて、「盗撮」の件の責任者である藤崎と河隅の処分につい
て、「不問」として今後に向けて対策を講じるという考え方で両者と協議を行い、両者から
それぞれ了解を得ている。翌２日には、内務次官から京都府知事に以下のような文書が出さ
れている。 
 
天皇 
皇后両陛下桃山御陵御参拝被為在節新聞社員カ御行列ヲ撮影シ奉リタル件ニ付警察部
長藤崎虎二警視河隅清作ノ進退伺書御呈出相成候処右ハ取締不行届ノ結果ニシテ不都
合ノ次第ニ候得共特ニ懲戒処分ニ付セサルコトニ決定■〔致カ〕候条将来厳重ニ注意方
訓告相成度尚貴官ニ於テモ監督上一層周到ヲ期セラレ度依命此段及通牒候也28 
 
 原の日記における記述と同様、「盗撮」事件は「取締不行届」によるものであるとしなが
らも、今後厳重に注意するよう知事から訓告をするよう要請し、知事にも注意を促す内容と
なっている。この方針を受けて京都府では 11 月 4 日付で以下の通り処分を下している。 
 
  警察部長藤崎虎二 
本年十月二十日 
天皇 
皇后両陛下桃山御陵御参拝アラセラレタル際新聞社員ガ御行列ヲ撮影シ奉リタルハ直
接取締ノ衝ニ当リタルモノヽ不注意ニ因ルト雖畢竟部下監督不行届ノ致ス処タルヲ免
レス仍テ将来深ク注意ヲ加フベシ 
右訓告ス 
   警視 河隅清作 
 同文 
 追テ当該警部補及巡査部長ニ対シテハ警察部長ヨリ訓告セシメラレ可然乎29 
 
 藤崎と河隅に対しては、原の方針の通り今後注意するように要請する同じ内容の訓告が
なされ、現場担当者には警察部長である藤崎から訓告をするように求めている。原の方針で
いえば、これでこの件は決着がつくはずであった。しかし、京都府による訓告の前日の 11
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月 3 日、以下の通り内務大臣原により藤崎は休職を命じられている。 
 
 京都府警察部長 藤崎乕二 
右文官分限令第十一条第一項第四号ニ依リ休職ヲ命スヘクニ付稟議ニ及フ 
 大正二年十一月三日 
 内務大臣 原敬印 
 内閣総理大臣伯爵山本権兵衛殿30 
 
 文書欄外には内閣総理大臣・内閣書記官長・内閣書記官の花押・印があり稟議が成立した
と見られ、「十一月五日指令」とある。「文官分限令第十一条第一項第四号」とは、「第十一
条 官吏左ノ各号ノ一ニ該当スルトキハ休職ヲ命スルコトヲ得……四 官庁事務ノ都合ニ
依リ必要ナルトキ」という、幅のある規定である31。 
 京都府知事官房の「日誌」には 11 月 6 日条に「一警察部長更迭」「藤崎警察部長休職ヲ
命セラレ福岡県内務部長永田秀次郎本府警察部長ニ命セラレタル旨内務大臣秘書官ヨリ電
報アリタリ」32とあり、６日に内務省より京都府庁宛に電報があり、すでに後任の永田秀次
郎の名前も伝えられていることが確認できる。10 日には永田が着任し33、20 日に「送迎会」
が京都ホテルで開催されている34。 
 藤崎の回想によると、藤崎は 1912 年（大正元）に、「〔明治天皇の〕御大喪終了後病気の
ため退職せんと其事情を申出た」ものの大森知事に「精々静養して勤続せよとの御諭を蒙り」
警察部長職に留まったとある35。また、この時の休職の理由としては「今上陛下御大典の御
用を勤べき旨内示せられて休職を命ぜられ……御大典御挙行の際には御用掛を嘱託せられ
て、主として新聞記者通信社員の応対事務に従事した」36との記述がある。藤崎の生年は明
らかではないが、1875 年に警視庁に初めて出仕したと回想にあり37、当時 60 歳前後であっ
たと推測される。 
11 月 1 日の日記の記述に見られるような、訓告に留めて懲戒処分としないという原の方
針に対し、以前から退職を申し出ていた藤崎が自ら休職を求めたか、あるいは内閣関係者な
ど原以外の意図により、改めて休職処分が下されたことが想定できるが、休職が命じられた
直接的な要因については明確ではない。明らかなのは、桃山陵での「盗撮」事件を発端とし
て京都府の警察部長が交代したということである。 
 
70 
 
「盗撮」事件を機に改定・制定された諸規定 
 先に触れた通り、原は 10 月 24 日の時点で、これまでに政府・宮内省間において協議さ
れてこなかった行幸啓時における規定作りを志向しており、同じく 28 日の時点で 11 月の
陸軍特別大演習を意識しながら内閣と内務省でやりとりをしている。 
 原は、「今日迄は何等の規定なし」38と記しているのは、政府・内務省・宮内省間での協議
がなされていないという意味か、あるいは供奉員に対する規定がないという意味なのか、意
図がつかみにくいが、実際のところ 1911 年 11 月には供奉員や行幸啓にかかわる地方官に
対する規定が宮内大臣により定められており、この時の行幸啓においても事前に京都府に
送付されていた。服装に関する記述は以下のような内容となっている。 
 
供奉宮内職員心得 
第一 供奉員ノ服装ハ左ノ通リ定ム 
 一 高等官ハ宮内高等官供奉服但シ陸海軍武官タル者ニシテ軍服ノ着用ヲ指命セラ
レタルトキハ此ノ限ニ在ラス 
 二 判任官ハ宮内判任官供奉服但シ皇宮警察官及仕人ハ職服、内舎人及主馬寮技手 
雇員亦同シ ニシテ馭者車従及注進使ノ職務ニ従事スル場合ハ職服、雑仕〔女官〕小
者ニシテ制服アルモノハ制服、雇員膳手及膳手補ハ特ニ宮内判任官ノ供奉服ヲ用ヰ
ルコトヲ得其ノ他ハ通常服黒帽トス 
 三 宮内官供奉服及職服ヲ着用シタルトキハ勲章ヲ佩用スヘシ但シ大綬ヲ佩用セス 
第二 雑仕 供奉服ヲ着用スル者ヲ除ク 小者及通常服ヲ着用スル供奉員ハ左ノ供奉
徽章ヲ附着スヘシ〔図省略〕39 
 
関係地方官心得 
第一 行幸ニ関スル諸般ノ事項ハ供奉長官大臣又ハ次官ニ直接交渉ヲ要スル場合ヲ除
クノ外総テ行幸主務官ト協議決定ノコト 
〔略〕 
第五 鹵簿ニ属スヘキ地方長官ノ服装ハ通常服フロツクコート黒高帽シルクハツト警察官ハ礼装トシ御発着時刻三
十分前ニ指定ノ場所ニ参集ノコト 
 〔略〕 
第七 行在所胥門通行ノ為府県庁ニ於テ一定ノ鑑札ヲ製シ予テ照準用三昧ヲ添ヘ鑑札
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ヲ交付スヘキモノノ種別ヲ定メテ行幸主務官ニ通知ノコト40 
 
 宮内省職員のうち、宮内高等官は供奉服、陸海軍の武官は指命された時は軍服などと定め
られ、下級の供奉員で職服・供奉員が定められていない者は「通常服黒帽」、すなわちフロ
ックコートとシルクハットと定められている。また、フロックコートを着用する者に対して
は徽章を着用するよう定めている。 
 地方官についても、地方長官はフロックコートとシルクハットと定められ、行在所に出入
する者用に受け入れ官庁で「鑑札」を交付して携帯させることを求めている。 
 このように、既にある程度の規定は存在はしていたものの、先述の通り桃山陵の域内にま
で進入することのできる人物のリストが現場の責任者の元に届けられていないなど、十分
な対策がなされていたとは言えない。 
写真撮影に関しては、前出の「供奉宮内職員心得」に「新聞社員通信社員ノ応接及新聞通
信材料ノ交付ハ行幸主務官又ハ其指揮ノ下ニ置キタル掛員ノ外成ルヘク各自ニ於テ取扱ハ
サル様注意スヘシ」41と取材対応一般に関する一文があるだけで、細かい規定は含まれてい
ない。 
 前述の通り、これらの「心得」は宮内大臣が定めたものであり、類似の規定はこの時まで
内務省側では定められていない42。このような状況に対して、原の働きかけもあって、以下
の通り宮内大臣から 11 月 6 日付で訓令が、内務省警保局長からは 11 月 7 日付で通牒が出
された。 
「行幸啓の節供奉員徽章及関係係員徽章附着の件」 
第一条 天皇皇后両陛下竝皇太后陛下地方ニ行幸行啓ノ節供奉員徽章ヲ附着シ供奉員
以外ニシテ行幸啓ニ直接関係スル者ハ関係員徽章ヲ附着スヘシ 
第二条 供奉員徽章ハ甲乙両種ニ区別シ其ノ整式左ノ如ク定ム〔図省略〕 
第三条 関係員徽章ハ甲乙両種ニ区別シ其ノ整式左ノ如ク定ム〔図省略〕 
第四条 供奉員徽章及関係員徽章ハ上衣ノ右胸部ニ附着ス但シ外套ヲ着用シタルトキ
ハ外套ノ右胸部ニ附着ス 
第五条 供奉員徽章ヲ附着シタル者ハ門鑑ヲ示サスシテ大本営、行在所其ノ他御在所
ノ諸門ヲ出入スルコトヲ得 
第六条 供奉員徽章及関係員徽章ハ行幸啓ノ都度当該行幸啓主務官ニ於テ之ヲ調製シ
各自ニ之ヲ交付スヘシ必要止ミタルトキハ之ヲ回収スヘシ 
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 附則 
本令ハ大正二年十一月十二日ヨリ之ヲ施行ス43 
 
行幸啓ノ節行在所其ノ他ニ出入スル者ニ関スル件 
依命通牒 
行幸啓ノ際大本営、行在所其ノ他御在所ノ諸門ヲ出入シ得ル者ハ鹵簿内ノ諸員宮内省
ニ於テ相定メ候供奉員徽章、関係員徽章ヲ付着スル者、同省、特別大演習党幹部及府県
庁ニ於テ発行ノ門鑑ヲ所持スル者、陸海軍将校同相当官及警察官警部補以上ノ者ニシ
テ職服ヲ着用スル者ニ限リ又御野立場御休所等ノ附近ニ出入シ得ル者ハ御警衛其ノ他
直接用務ニ関係スル陸海軍々人及ビ警察官ノ外前記徽章ヲ付着スル者ニ限レル儀ニ有
之候間右以外ノ者ハ当該行幸啓主務官ヨリ特ニ指示シタル者ノ外身分服装ノ如何ニ拘
ラス出入リ拒絶相成ルヘキモノニ付取締ニ従事候向ニ対シ御注意置相成度尤停車場ニ
奉送迎ノ場合ハ従来ノ通御取計相成度可然儀ニ有之候間御承知相成度候44 
 
 前者では、供奉員は「供奉員徽章」を、供奉員以外においても直接の関係者は「関係員徽
章」を身につけるよう求めるもので、徽章の図像付で指定されている。供奉員・関係員徽章
はそれぞれ甲乙の二種に分けられ、甲種は高等官・判任官とそれに準じる者、乙種はそれ以
外の者が身に付けるものとされている。ここでは前出の規定よりも細かく内容が指定され
たと言える。附則では、11 月 12 日からこの規定を適用するとしているため、同日から開
始される陸軍特別大演習を意識しての設定であると言える。 
後者においても、行幸啓時に天皇・皇后や関係者のみしか入ることのできない領域に入る
ことのできるのは、「供奉員徽章」「関係員徽章」「門鑑」を身につけた者以外では直接用務
に関係する陸海軍将校や警部補以上の警察官等に限られ、それ以外の者は「身分服装ノ如何
ニ拘ラス」出入りを禁止し、取締あたっても注意を促す内容となっている。「身分服装ノ如
何」という文言は桃山陵での盗撮がフロックコート・シルクハットを着用した新聞写真によ
って撮影されたために、それに対応するものとして入れられたものと考えられる。 
 この時を契機として新たに設定されたのが、本論で最も重視する撮影規定である。以下の
通牒は、11 月 2 日付で内務省警保局長から出されたものである。 
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行幸啓ニ関スル件依命通牒 
行幸啓ノ鹵簿撮影ノ儀ハ不敬ニ渉ラス取締上差支無之限リハ絶対ニ之ヲ差止ムルノ限
リニ存ラサルコトニ相成居候処 御徒歩ノ節ハ絶対ニ御撮影不致事ニ致度（御乗馬ノ
節モ可相成仝様ニ致度）就而ハ将来取締向周到ニ御注意之上新聞社員其ノ他ノ拝観人
中右ノ行動ニ出ツル者無之様特ニ御配慮相成度又 御徒歩御道筋ノ取締ニ従事致候致
度候警察官吏ニ於テ拝観中写真器携帯ノ者発見候ハヽ懇切丁寧ニ旨ヲ諭シ予防ニ努メ
シメラレ度尚万一多数拝観人中取締ノ視線ヲ脱シ撮影候者有之候トモ新聞紙等ニ其ノ 
御写真ヲ掲載セサル様社主等重立者ニ対シ予メ御注意置相成度候45 
 
 これが、初めて明文化された天皇・皇后らの行幸啓時における写真撮影に関する規定であ
る。原が 28 日に「又大演習等の際御写真を取る事に関し協議せしめたり」46と記している
通り、28 日前後数日の日程で警保局を中心として内閣や宮内省の了解を取り、11 月 2 日の
通牒に至ったものと思われる。 
 内容を見ると、まず鹵簿の撮影は「不敬ニ渉ラス取締上差支無之限リハ絶対ニ之ヲ差止ム
ルノ限リニ存ラサルコトニ相成居候処」と、これまでも一部容認する姿勢であったことが確
認されている。このことに関しては、管見の限りでは明文化された規定の存在は確認できて
いないが、警備にあたっては、一応はそのような方針であったと最低限確認できる。続いて、
天皇・皇后の「御徒歩ノ節ハ絶対ニ御撮影不致事ニ致度（御乗馬ノ節モ可相成仝様ニ致度）」
と、徒歩や乗馬の場合は撮影を許可しないことを強く求められている。そして、今後は取締
をより強化し、「新聞社員其ノ他ノ拝観人」の中にカメラを持っている人物を発見した場合
には、警備担当の警察官から「懇切丁寧ニ旨ヲ諭」すということ、また、仮に撮影された場
合にも対応できるよう新聞にそれらが掲載されないよう新聞社上層にそれを伝えておくよ
う取り決めている。全体として、〈将来〉に向けて〈取締〉を行うといった文言は原の日記
内の記述と合致するため、原の影響力が強く出ているように見受けられる。 
 徒歩の写真を撮影することが禁止されたのは、桃山陵における「盗撮」の対象が天皇や皇
后が参拝を終えて便殿に入るために歩いている姿であったことと、それに対して皇后が「妙
な姿勢の折などに写真を取
ママられては誠に困る」47と伏見宮に話したことが原にも伝わったこ
とに対する応答という意味合いが直接的な要因になっていると考えられる。また、「懇切丁
寧」という表現からは、天皇や皇后を撮影したいという欲求は皇室に対する悪感情からもた
らされているわけではないことを承知した上での警備が意図されている。 
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乗馬の規定については、前年の陸軍特別大演習時に現場に新聞社のカメラマンが入り込
んで天皇の乗馬の写真（図１・２）が撮影された例があったため、「盗撮」事件を契機とし
て、同時に禁止されたものと見られる。 
 
規定制定直前・直後の新聞紙面 
 このような協議がなされているさなかである 10 月 31 日、東京では天長節観兵式が行な
われている。桃山陵での「盗撮」事件を契機として設定・改定された規定は、この時にはま
だ設定前か、効力を発していない。観兵式の様子を伝える写真記事としては、図９・10 の
ような例がある。 
 
 
図 9 「観兵式」、『東京朝日新聞』1913 年 11 月 1 日付朝刊 3 面 
 
 
図 10 「天皇陛下御巡閲」、『読売新聞』1913 年 11 月 1 日付朝刊 3 面 
 
 これらはいずれも観兵式において天皇が閲兵のために乗馬で進む様子を撮影したもので
ある。図 10 の『読売新聞』の写真は、一般の観覧者の中から撮影されたように見える。 
 これらに対して、各規定が効力を発した後に掲載された写真記事は図 11 のような例があ
る。これは、大演習 2 日目の内容を報じる文章記事とともに掲載されたもので、天皇の居場
所である野立所付近を撮影したものであるが天皇を始めとして他の人物は写されていない。
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図 12 は大演習に伴う移動のために名古屋駅に向かう鹵簿を撮影したものである。 
図 11・12 ともに前述の規定に合致する範囲内の写真であり、政府・内務省・宮内省間の
協議によって定められた内容の通りに取材統制や警備が行なわれたと見てよいだろう。 
 
 
図 11 「大演習御野立所」、『東京朝日新聞』1913 年 11 月 15 日付朝刊 4 面 
 
 
図 12 「名古屋御発輦」、『東京朝日新聞』1913 年 11 月 19 日付朝刊 5 面 
 
第２節 1915 年「大正大礼」における撮影規定と写真記事 
 
 続いて、本節では、1915 年（大正４）に行われた大正天皇の即位行事である大正大礼時
における撮影取材に対する統制について検討を行う。 
 
大礼使による統制へ至る過程 
はじめに、前節で述べた撮影規定との関係について確認しておきたい。京都府警察部が編
纂した大礼の記録である『大正大礼京都府記事 警備之部』には次の記述がある。 
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行幸鹵簿撮影ノ儀ハ大正二年十一月二日内務省秘一六三九警保局長通牒ニヨリ、御徒
歩ノ際ハ絶対ニ、御乗馬ノ節ハ可成撮影セシメサルコトヽシ、其他 〔１字空白〕場合
ハ不敬ニ渉ラス取締上支障ナキ限リハ差止ムルノ限リニアラストシ、又大正四年七月
内務省ニ於ケル大礼関係地方警察部長打合会ノ際鹵簿撮影ハ不敬ニ渉ラス且ツ取締上
支障ナキニ於テハ之ヲ差止ムヘキ限リニアラスト雖モ、写真台ヲ据付ケ撮影シ奉ルカ
如キハ公衆ノ注意ヲ喚起シ、為メニ紛擾ヲ誘発スルコトナキヲ保シ難ク交通取締上亦
支障ヲ生スヘキヲ以テ差止メ、手提写真機ヲ以テ撮影スルカ如キハ差止ムルノ限リニ
アラストノ協議ノ趣旨ニ基キ、同年九月署長会議ノ際右方針ニ依リ厳重取締方ヲ指示
シタリ48。 
 
 この内容からは、まず前提として「大正二年十一月二日内務省秘一六三九警保局長通牒」、
すなわち前節で制定の過程を確認した桃山陵における「盗撮」を契機として設定された規定
があったこと、これに加え、1915 年７月に内務省で開催された「大礼関係地方警察部長打
合会」では、「写真台」（三脚等）を設置した撮影は「紛擾ヲ誘発」する恐れがあることと、
「交通取締上亦支障」があるとの理由で「手提写真機」（手持ち）による撮影のみを容認す
るということがわかる。これは９月開催の「署長会議」、すなわち京都府警察部における会
議の際に各署に指示が出されたとある。しかし、この後には次のような記述が続いている。 
 
然ルニ同年十月十一日官報ニ大礼使ヨリ別紙ノ通リ写真撮影ニ関スル件ヲ広告セラレ、
同年十一月三日内務次官ヨリ別紙ノ通々牒アリテ、御大礼謹写団ノ外絶対ニ撮影セシ
メサルコトヽナリ、同月五日市部并ニ伏見署大礼警備各大隊長ニ之カ取締方訓示シタ
リ49 
 
 10 月 11 日の官報には大礼使による「写真撮影ニ関スル件」が掲載、また 11 月３日には
内務次官からの通牒において「御大礼謹写団」のみ撮影を許可するという方針を受けて、11
月 5 日に現場担当者に指示をしたとある。天皇が大礼のために京都に到着するのは７日で
あったため、警備担当者としては直前になっての変更であったと言える。この経緯について
『大正大礼記録』には以下のように記述されている。 
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大礼ニ際シ式場ニ参入及撮影ニ関シ八月十七日御大礼新聞団ノ名ニ於テ東京朝日新聞
社村山龍平外三十六名連署請願セリ九月十六日ニ至リ内閣総理大臣伯爵大隈重信宛同
シク東京朝日新聞社外七社連署捺印ヲ以テ大礼式参入ニ関スル陳情書ヲ提出セリ其ノ
他写真撮影等ニ関シテモ同様各種組合、個人外人等ヨリ夫々願書ヲ提出スル者多ク此
等ニ便宜ヲ与フルト共ニ相当取締ヲ要スルニ付長官官房ニ於テハ一案ヲ具シ十月八日
長官ノ決裁ヲ経同月十一日ヨリ六日間官報広告欄ヲ以テ公示シタリ50 
 
 8 月 17 日に「御大礼新聞団」名で新聞各社が請願を行ったこと、続いて９月 16 日にも
陳情書を提出したことを始めとして、同様の願い出があったことに触れ、これに対して「便
宜」と「取締」が必要であるとして、10 月 8 日に大礼使長官が決裁し、前述の『大正大礼
京都府記事 警備之部』と同様に 11 日の官報に広告が出されたとある。 
この 11 日の官報には、以下の「新聞通信及雑誌ノ記者ニ関スル件」と「写真撮影ニ関ス
ル件」の２つの広告が掲載されている。 
 
○新聞通信及雑誌ノ記者ニ関スル件 
一、大礼ニ関スル儀式ノ模様ノ報道ヲ担当スル新聞通信及雑誌ノ記者ハ全部ヲ包括ス
ル団体ヲ組織シ何時ニテモ大礼使ノ希望スル人数ノ総代ヲ選出シ得ル準備ヲ整フヘシ 
二、京都ニ於ケル文部高官以下ヲ参列セシムル大礼ノ儀式ニ付キテハ差支ナキ限リ其
挙行ノ前適当ノ日ヲ定メ一定ノ時間ニ一定ノ人数ヲ誘導シ儀式ノ次第ヲ実地ニ就キ順
次説明ス 
三、式場ノ図面、式ノ次第、参列員心得等ハ成ルヘク前以テ記者団ニ交付ス 
四、記者団ノタメニ一定ノ控所ヲ設クヘキニ依リ記者団ハ其控所ニ於テ諸般ノ通報ヲ
待ツヘシ 
五、儀式当日ハ式ノ当初ヨリ凡ソ一時間毎ニ現ニ行ハレツヽツアル式ノ次第ヲ記者団
ニ通報ス 
六、記者団ヨリ大礼使ニ交渉ノ事項ハ新聞通信及雑誌掛ニ申出ツヘシ 
  大正四年十月    大 礼 使51 
 
○写真撮影ニ関スル件 
一、新聞雑誌写真業者等ニシテ大礼ニ関スル写真（活動写真ヲ含ム）ノ撮影種板ノ貸与
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ヲ希望スル者ハ其全部ヲ包含スル謹写団体ヲ組織スヘシ 
二、謹写団体ニ於テ撮影スルコトヲ得ルハ鹵簿ニ限ル其ノ撮影場ハ警察官署ト協議ノ
上之ヲ指定ス 
三、大礼ニ関スル各儀ノ写真ハ大礼使写真班ニ於テ撮影シ之ヲ一般国民ニ公示スルタ
メ原版ヲ成ルヘク速ニ謹写団体ニ貸与ス 
四、謹写団ヨリ大礼使ニ交渉ノ事項ハ長官官房主任ニ申出ツヘシ 
    大正四年十月     大 礼 使52 
 
 これらには、大正大礼における取材及び撮影統制の基本的な方針が現れている。 
「新聞通信及雑誌ノ記者ニ関スル件」は、①新聞社・雑誌社で団体を組織させ、その団体
を通して取材人数を大礼使が指定すること、②各儀式そのものの取材は許可するとはされ
ていないものの、事前の日程において実地に取材者を進入させ、儀式の内容を説明すること、
③②のほかに事前に図面や式次第や参列者心得などを配布し、記者の控室を設け、儀式中に
もその進行の様子を説明するという便宜が示されている。 
 「写真撮影ニ関スル件」では、特に大礼時における写真撮影及び「種板ノ貸与」について
の方針が示されている。ここでは、①撮影及び大礼使側が撮影した写真の貸与を希望する場
合は、「謹写団体」を組織させ、②撮影については、その対象を鹵簿に限るとともに指定箇
所のみで可能とすること、③新聞・雑誌社の撮影を認めない箇所における写真は大礼使が写
真班を組織して「謹写団体」に貸与することなどが提示されている。 
 このような方針が大礼使から打ち出される直接的な要因となったのは、先に引用した『大
正大礼記録』の記述に新聞社等からの撮影取材の請願・陳情が相次いだとあることからもわ
かるように53、新聞社・雑誌社などによる積極的な取材申し込みであった。 
主なものとしては、8 月 17 日付「御大礼式参入及撮影願」（御大礼新聞団より大礼使宛）、
同日付「御大礼諸式場参入拝観願」（新聞協会幹事より大礼使宛）、９月 16 日付「大礼式参
入ニ関スル陳情」（御大礼新聞委員より内閣総理大臣宛）、9 月 29 日付「御大礼ニ関スル写
真撮影願」（御大礼謹写団委員総代より大礼使宛）がある54。これらはいずれも複数の新聞
社・雑誌社等が合同で出願を行っているもので、大礼諸行事にあたって、儀式会場へ進入し
ての取材と、その場所における写真や活動写真の撮影の許可を求める内容である。ここでは、
8 月 17 日付の「御大礼式参入及撮影願」内容を確認しておこう。 
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御大礼式参入及撮影願 
今秋京都皇宮ニ於テ御挙行アラセラルヽ御即位御大礼大嘗祭及大饗等諸般ノ御儀ハ
実ニ帝国至高ノ大典曠古ノ御盛儀トシテ外世界列強ノ齊シク欽謄シ内六千万国民ノ
挙ツ奉賀スル処ニ有之 皇威ノ宣揚聖徳ノ発露是ヨリ大ナルハナシト奉存候此千載
一遇ノ大典ニ際会シ親シク御盛儀ヲ拝シ益忠君ノ誠ヲ致サンコト国民一般ノ切望シ
奉ル儀ト存候随而御大礼諸般ノ御模様ヲ普ク国民ニ伝ヘ一ハ以テ大典ノ意義ト御模
様トヲ了知セシメ一ハ以テ赤子熱誠ノ仰望ヲ満足セシムルモノ社会ノ耳目タル新聞
紙ヲ措テ他ニ是ナク記事ニ絵画ニ大典ノ御模様ヲ奉掲シテ其任務ヲ完ツスルハ国家
ノ為メ亦重要ノ事業ト確信仕候就テハ何卒上述ノ徴衷ヲ容レサセラレ其任務ヲ尽サ
シムルト共ニ奉掲記事ノ精確迅速ヲ期スルカ為メ特別ノ御詮議ヲ以テ上記御大礼諸
般ノ御式日新聞社員ヲシテ御式場ニ参入拝観ノ儀御允許被成下度同時ニ御指定ノ方
法ニ依リテ御式場撮影ノ儀併テ御許可被成下候様此段以連署奉悃願候也 
 大正四年八月十七日 
  御大礼新聞団 
〔略 東京朝日・時事新報・報知新聞・國民新聞・都新聞・報・読売新聞・中外商業
新報・東京日々・中央新聞・やまと新聞・東京毎夕・世界新聞・帝国通信・日本電報
通信・自由通信・東京通信・日本通信・千代田通信・横浜貿易新報・横浜毎朝新聞・
国際通信・ジャパンタイムス・アドバァータイザー社・大阪朝日新聞・大阪毎日新聞・
大阪時事新報・大阪新報・関西日報・大阪日々新聞・大阪朝報・京都新聞・京都日出・
京華日報・京都夕刊新聞・神戸新聞社・神戸又新日報 37 社の署名あり〕 
大礼使長官公爵鷹司煕通殿55 
 
 内容は、大礼諸行事は国民が儀式を見ることによって「忠君ノ誠」を果たすことを切望し
ており、これに対して大礼諸行事の様子を伝えることによって国民を満足させることは新
聞社の役割であり、そのためには文章による記事や写真・絵画等の掲載が必要であるため、
儀式の会場に記者が進入しての取材、及び写真撮影などの許可を求めるものである。 
８～９月を中心として、これらを含めて 20 通の取材申し込みが主に大礼使宛に出されて
いる。いずれも大礼諸行事における写真や活動写真の撮影を求める内容で、それを求める理
由としては、直接拝観することができない人々に諸行事の様子を伝えるということや、後世
に記録を残すという意味が強調されているものが多い。 
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 10 月 11 日の官報広告に先立ち、9 月 29 日には「御大礼新聞団組織御届」と「御大礼新
聞団規約」が大礼使に提出されている。 
 
 御大礼新聞団組織御届 
御大礼ニ関シ諸般ノ便宜ヲ計ル為メ今回全国各新聞社通信社雑誌社ヲ以テ御大礼新聞
団ヲ組織シ其実務ニ当ルヘキ委員二十名ヲ選定致候ニ付キ御様認被下度此段御届申上
候也 
 委員ノ社名左ノ通リ 
 東京朝日新聞社 東京日日新聞社 
 時事新報社  国民新聞社 
 報知新聞社  中央新聞社 
 国際通信社  日本電報通信社 
 帝国通信社  千代田通信社 
 北海タイムス社 横浜貿易新報社 
 信濃毎日新聞社 
 外七社大阪京都神戸ノ三市所在各社ヨリ選定中 
 大正四年九月廿九日 
 御大礼新聞団委員総代 印 
  日本電報通信社 
   社長 光永星郎 ○印  
  帝国通信社 
   社長 竹村良定 ○印  
 御大礼使御中56 
 
 御大礼新聞団規約 
第一条 本団ハ御大礼新聞団ト称シ各新聞社通信社雑誌社ヲ以テ組織ス 
第二条 本団ハ大礼ニ関シ大礼使ト諸般ノ交渉ヲ敏活ニシ各社ノ利便ヲ計ルヲ目的ト
ス 
第三条 本国ニ委員弐拾名ヲ置ク其選定方法ハ右ノ例ニ依ル 
  甲、東京横浜ノ各社総会ニ於テ選定シタルモノ十名 
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  乙、大阪京都神戸ノ各社総会ニ於テ選定シタルモノ七名 
  丙、全国新聞協会幹事中ヨリ三名 
第四条 委員ハ大礼使ハ本団トノ間ニ仲介シテ一切ノ利便ヲ計ル責ニ任ス 
第五条 委員ハ大礼使ノ公表スル記事其他諸般ノ事項ニ就テハ最モ公平迅速ニ団体員
ニ対シ伝致スル責ニ任ス 
第六条 本団ノ回避ハ一社金五円トス 
 全国新聞協会加入各社ノ社員ニシテニ限リ金参円トス 
第七条 本団ノ会計事務ハ委員ニ於テ処理シ大礼終了後其決算報告ヲナス 
第八条 本団ノ事務所ハ当分東京市麹町区内幸町衆議院記者倶楽部ニ置キ追テ京都ニ
移ス 
 以上 
      御大礼新聞団57 
 
 この文書は、東京朝日新聞社以下計 13 社が「御大礼新聞団」の委員として決定し、他に
7 社を選定中であることを通知するもので、添えられた「御大礼新聞団規約」その選定の根
拠ともなる委員定数や事務所の所在地、会計等について書かれている。 
 10 月 11 日の官報における広告に見られる大礼使による取材に対する方針は、これらに
対応する形で形成されていったものと考えられる。先に引用した『大正大礼記録』に「長官
官房に於ては一案を具し十月八日長官の決裁」58を受けて広告を掲載することとなる。この
決裁の際の文書には罫紙欄外に「公告スル前ト同時ニ新聞及外字新聞ニ送ルヘキコト」59と
あり、事前に新聞社等に告知することも選択肢として存在していたことが窺われる。このよ
うな対応がメディア事業者による積極的な態度に応じる形で選択されていったことは、新
聞社・雑誌社各社によって予め団体が組織され、複数回にわたって陳情がなされたこと、と
りわけ「新聞団」の組織届及び組織の規約が 9 月 29 日付で提出されたのに対して 10 月 11
日付で団体を組織するように公告を出すという現象は、大正大礼におけるメディア「統制」
が、大礼使による追認によって形成されたものあることをよく示していよう。大礼使関係の
史料を見る限り、組織届や規約を再度新聞団・謹写団が大礼使宛に提出した形跡は認められ
ない。 
 この後も各新聞社は新聞団を通して数々の要求を大礼使や内閣などに突きつけていく。 
 10 月 31 日には、大礼使宛と警視庁・京都府警察部宛にそれぞれ願書を提出している。 
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御願 
活動写真ハ本団ノ写真案ニ於テ謹写シ映画ノ統一ト取締ノ目的ヲ達スルコトニ致候結
果別紙ノ通リ東京、京都両府ノ当該警察官ニ宛出願シアル趣意徹底候様大礼使ヨリ警
察官庁ニ対シ相当ノ御通達御取計被下度猶名古屋、山田、畝傍等ニ対シテハ別ニ出願不
仕候得共前同様可然御配意被成下度此団願上候也 
 大正四年十月三十一日 
    御大礼謹写団 印 
 大礼使記者掛 
 小原事務官 
 牛塚事務官 殿60 
 
 活動写真撮影取締願〔写〕 
御大礼鹵簿ノ活動写真撮影ニ就テハ映画ノ統一及ヒ取締上本団所属写真班ヲ以テ御指
定ノ場所ニ於テ謹写ノ上希望者ニ対シ公平迅速ニ其原版ヲ複写シテ供給スル事ト致候
就テハ鹵簿通御ノ際御道筋ニ於テ濫リニ撮影シ若クハ盗写シ奉ル者ヲ防止シ取締ノ目
的ヲ達スル為メ班員ヲ要所ニ配備シ傍ニ警察官ノ取締方ニモ御便利相計ル必要有之候
間班員弐拾名以内ニ対シ交通遮断区域通行許可ノ徽章御交付相成度此団願上候 
 大正四年十月三十一日 
    御大礼謹写団 
警視総監西久保弘道殿 
京都府警察部長永田秀次郎殿 （各通）61 
 
 これらは謹写団側が警視庁・京都府警察部に対して、謹写団以外の業者等が活動写真を
「濫リニ撮影若クハ盗写」することに対して取締りを行うよう依頼するものである。大礼使
に対しても警視庁・京都府警察部に取締りを促すよう求め、東京・京都両府以外の地域にお
いても同様の配慮を求めている。これに対して、大礼使では 11 月 3 日付で内務次官宛に
「大礼使ニ於テ写真ニ撮影スル鹵簿及其ノ撮影箇所並御大礼謹写団ニ於テ活動写真ヲ撮影
スル鹵簿ハ左記ノ通ニ候間了承ノ上右ノ外写真活動写真共絶対ニ撮影セシメサル様厳重ニ
取計方特ニ配慮相成度」62と、謹写団以外には撮影をさせないよう依頼し、これに対して内
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務省は「御照会之趣了承御来示ノ通リ関係地方長官ヘ通牒取計置候」63と了解して各地方長
官に通達する旨返答している。 
これに加え、11 月 3 日には、以下のような電報が謹写団から内閣書記官長宛に送付され
ている。 
 
活動写真ハ大礼使ノ検閲済ミニアラザレハ営業許サヌ旨各府県一般ヘ令達シテ取締リ
願フ「モグリ」撮影非常ニ烈シク警察モ傍観ノスガタナリ急キ手続頼ム 
京都下長者町室町西入ル大礼謹写団委員総代越野宗太郎64 
 
 この電報は、10 月 31 日の依頼と同様に、許可を受けた謹写団以外の活動写真の撮影の
取締りを求める内容である。「『モグリ』撮影非常ニ烈シク警察モ傍観ノスガタナリ」と、許
可を受けていない業者による撮影が既にあり、それに対して警察が取締りができていない
と訴えている。天皇が京都に到着するのは 11 月 7 日であり、まだ大礼諸行事は開始されて
いない時期であるが、11 月 3 日には京都市内において午前中に警察や軍楽隊が参加しての、
午後には大礼使をも加え京都駅から御所まで移動する予行演習を行っている65。大礼開始前
からこのような訴えが現出するのは、この予行演習の様子を謹写団に加入していない者が
撮影を行ったためであると推測される。謹写団が自ら手に入れた独占的に撮影を行うこと
ができる権利を守ろうとする姿勢は明確であると言ってよいだろう。 
 このような謹写団の態度に対する対応として、大礼使の史料群には以下の文書が残され
ている。 
 
御大礼謹写団宛 
謹写団ニ非サレハ写真、活動写真ノ撮影ヲナシ得サルヲ利用シ団体ヘノ加入 加入者
ノ撮影等ニ付キ 独占権ヲ濫用シ団体内外ヨリ彼是ノ非難ヲ受クルカ如キコトナキ様
特ニ留意相成度66 
 
この文書は、「新聞委員」との書き込みと花押が三点ある、大礼使長官官房の新聞委員に
より起草され、内容が謹写団側に通達されたものである67。日付は記されていないが、前掲
の電報に対する返答と考えるのが自然であろう。内容は、写真・活動写真の撮影に関して、
謹写団が持っている独占権を濫用しないように牽制するもので、次々と取材に対する便宜
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を要求する謹写団に対して一定の歯止めをかけようとする姿勢が見える。 
 しかし、これ以降も謹写団は取材に対する便宜を求める申し入れを繰り返し提出してい
る。 
 11 月 4 日には、「活動写真撮影場所使用願」「活動写真撮影願」「活動写真場所使用願」
「御願」と、４つの申し入れを行った。いずれも活動写真の撮影に関わる内容である。 
「活動写真撮影場所使用願」は京都市の東本願寺前と宮中での活動写真の撮影の許可を
求め、東本願寺前での撮影は許可され、宮中での撮影は不許可とされた68。「活動写真撮影
願」は、京都の儀式会場内と京都市内での鹵簿の活動写真の撮影を求め、市内での鹵簿の撮
影は許可されたものの、儀式会場の撮影は許可されなかった69。「活動写真場所使用願」は、
東京丸の内での沿道の撮影場所を使用しての活動写真撮影の許可を求めるもので、これに
対し大礼使は許可を出している70。「御願」は、一般客の立ち入りが制限される区域に謹写団
の撮影者が出入りするための許可証を発行するよう求める内容で、これも許可・交付されて
いる71。謹写団側は次々と便宜を要求しているものの、大礼使側は儀式会場内を直接撮影さ
せないという原則は貫く形は保ちつつ、沿道での撮影に対しては許可を与える内容となっ
ている。 
 
大礼使写真班の委嘱 
大正大礼におけるメディア統制の基本方針を定めた 10 月 11 日の官報公告「写真撮影ニ
関スル件」の第３条に「大礼ニ関スル各儀ノ写真ハ大礼使写真班ニ於テ撮影シ之ヲ一般国民
ニ公示スルタメ原版ヲ成ルヘク速ニ謹写団体ニ貸与ス」とあるように、民間新聞社等で作る
謹写団には直接の撮影取材を許可しない領域となる、御所内等で行われる大礼諸儀式の撮
影については、大礼使に写真班を設け、技師を嘱託として雇入れて撮影させ、その写真を謹
写団の会員社に下付するという形をとることとなった。10 月 15 日には大礼使において大
礼使写真班の委嘱者を「第一班 丸木利陽」「第二班 小川一真」と決定された72。明治天皇
大喪時において、小川が「謹写団体」の代表として交渉にあたったことは第１章で述べた通
りだが、この時には、大礼使の指定により嘱託として同じく撮影にあたっているのが特徴で
ある。 
『大正大礼記録』においては曖昧な書き方となっているが、写真・活動写真の謹写団に対
する下付の方法については、丸木と小川に起草させたと思われる。以下は、10 月 31 日付
けで丸木と小川から大礼使に提出された２通の文書である。 
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活動写真監督方法 
一撮影上ニハ嘱託ノ内一名并ニ警官一名立会ノ事 
一撮影后現像及映写ニモ同様立会ノ事 
一使用許可ハ嘱託ノ内一名并ニ大礼使役員若干名ニテ検閲ノ上即刻可否決定ノ事 
 
 大正四年十月三十日 
   大礼使写真班嘱託 
    小川一真 〔印〕 
    丸木利陽 〔印〕 
 大礼使長官々房御中73 
 
 種板貸与方法 
鹵簿光景撮影后謹写団ヘ貸与スベキ種板五種ハ大礼使役員及嘱託ニ於テ之レヲ検査シ
即刻之レヲ該団委員ニ交付ス 
 
 大正四年十月三十日 
   大礼使写真班嘱託 
    小川一真 〔印〕 
    丸木利陽 〔印〕 
 大礼使長官々房御中74 
 
 「活動写真監督方法」は撮影から現像・映写、及び撮影物の使用許可に関する内容である。
撮影・現像・映写時には嘱託の他に警官を立ち会わせること、また、撮影された内容の使用
許可の意思決定は大礼使職員が行うことを示したものである。「種板貸与方法」では、謹写
団に対して撮影物を下付する際にもその判断には嘱託の他大礼使職員が決定することが定
められている。これを受けて、翌 11 月 1 日には大礼使の新聞通信雑誌掛から次の通知が出
されている。 
 
大正四年十一月一日 
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  新聞通信雑誌掛 
 次官 
 写真種板ヲ謹写団ヘ貸与方法竝活動写真監督方法左ノ通決定相成可然哉 
 写真ニ関スル件 
一鹵簿光景撮影後謹写団ヘ貸与スヘキ種板五種ハ嘱託ニ於テ之ヲ検査シ即刻之ヲ該団
委員ニ交付スルコト 
 活動写真ニ関スル件 
一撮影場ニハ嘱託ノ内一名竝ニ大礼使事務官タル警察官又ハ其ノ代理者一名立会ノコ
ト 
一撮影後現像及映写ニモ同様立会ノコト 
一使用許可ハ嘱託一名竝大礼使職員タル警察官又ハ其ノ代理者若干名ニテ検閲ノ上即
刻可否決定ノコト 
 参考ノ為警視庁警務部長京都府警察部長ヘ通牒ノコト75 
 
 大礼使写真班嘱託の丸木・小川が提出した内容とほぼ同じ内容が示され、この内容を警視
庁及び京都府警察部に通牒することが明記されている。 
11 月 3 日には、大礼使から内務次官に宛に撮影場所を確認する照会がなされている。 
 
大正四年十一月 
  新聞掛 印 
 次官 印 
大正四年十一月三日 大礼使次官 
 内務次官宛 
  照会 
大礼使ニ於テ写真ニ撮影スル鹵簿及其ノ撮影箇所並御大礼謹写団ニ於テ活動写真ヲ撮
影スル鹵簿ハ左記ノ通ニ候間了承ノ上右ノ外写真活動写真共絶対ニ撮影セシメサル様
厳重ニ取計方特ニ配慮相成度 
 追テ撮影ノ箇所ニ関シテハ大礼使ニ於テ撮影スルモノハ大礼使写真班、御大礼謹写
団ニ於テ撮影スルモノハ御大礼謹写団ヨリ直接当該警察官憲ト協議可致候 
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 ○大礼使写真班ニ於テ写真ヲ撮影スル鹵簿並其撮影箇所 
宮城東京停車場間鹵簿 
   一、凱旋道路右側芝地ヨリ二重橋ヲ見ル  足場 
   一、旧馬場先門右方濠岸ヨリ万歳門ヲ見ル  〃 
京都停車場京都皇宮間鹵簿 
   一、烏丸七条北     〃 
   一、御苑内堺町御門内    〃 
   一、二条離宮東大手門前    〃 
   一、七条大橋東詰    〃 
山田停車場宇治山田行在所間及宇治山田行在所両宮頓宮間鹵簿 
   一、内宮神苑地内    壱ヶ所 
   一、宇治橋外 還幸    〃 
   一、外宮大錨ノ付近    〃 
   一、徴古館付近還幸    壱ヶ所 
名古屋停車場名古屋離宮間鹵簿 
   一、名古屋離宮正門前    壱ヶ所 
   一、御通路途中     壱ヶ所 
○御大礼謹写団ニ於テ活動写真ヲ撮影スル鹵簿并撮影箇所 
   一、宮城東京停車場間鹵簿   壱ヶ所 
   一、京都停車場京都皇宮間鹵簿   壱ヶ所76  
 
この文書では、大礼使写真班が撮影する箇所が指定されている。写真は東京、京都、宇治
山田、名古屋で場所が指定され、活動写真では東京と京都の２箇所が指定されている。この
照会に対して内務省は「御照会之趣了承御来示ノ通リ関係地方長官ヘ通牒取計置候間御承
知相成度候」77と了承するとともに、各地域宛に通牒を出している。京都宛の通牒を見ると
１１月 3 日付で即日作成されたことが確認できる78。この通牒は前述の照会の文面とほぼ同
じ内容が書かれているが、これに加えて「本件ニ付テハ特ニ大礼使ヨリ申越ノ次第モ有之右
進申候也」と書き足され、取締りを徹底するよう求めている。これは、取締を求める謹写団
の要求が大礼使を通して伝達されたものである。 
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警察による警備対応の状況 
 許可を受けていない撮影者に対する取締の依頼を受けた各警察では、どのように警備に
あたったのか。警視庁による東京の状況、及び京都府警察部による京都での状況を確認した
い。 
 警視庁では次の方針で警備にあたっている。 
 
警衛及取締ニ共通ナル従事員ノ心得事項ヲ制定シテ大礼警衛心得ト名ツケ十月三十日
従事各員ニ配布シテ熟読政究ノ余地ヲ与ヘ警衛警戒方針ノ透徹ヲ期シタリ尚同心得制
定ノ後新ニ必要ノ生シタル一般的心得及各種警衛特殊ノ事項ハ其ノ都度別ニ配布シテ
所属署課長又ハ警衛隊長ヨリ夫々訓授セシメタリ79 
 
 10 月 30 日までの時点で明らかになった事項「大礼警衛心得」をとして印刷物にまとめ、
警備に当たる担当者らに配布して余裕をもって方針の内容を知らせ、その上で追加の事項
が発生した場合には逐次伝達するという内容である。 
 10 月 30 日に配布された「大礼警衛心得」は「第一章 総則」３条、「第二章 警衛部署
及隊伍」8 条、「第三章 服装及点検訓授」９条、「第四章 警衛取締」29 条、「第五章 報
告」４条、「第六章 特別心得」２条、「附則」１条の全 56 条からなる。この他に「大礼警
衛心得印刷後発令シタルモノニシテ一般的心得ニ属スルモノ」が 11 項目、「各種警衛取締
ニ関スル特別心得事項」が 54 項目存在している。 
 「大礼警衛心得」の「総則」では、この心得の適用の範囲を「一、京都行幸竝還幸警衛」
「二、観兵式行幸警衛及式場付近警衛取締」「三、観艦式行幸警衛」「四、東京市主催市民祝
賀会行幸警衛及式場内外警衛取締」と指定しており、警視庁管内で行われる大礼関連諸行事
全般に関して警備の規定を定めていることがわかる。京都行幸及び還幸にあたっては「二箇
大隊二十六箇中隊竝独立ノ四箇中隊ニ分チ別ニ司令部ニ予備四箇中隊及私服別働隊一隊」
という規模の「大礼警衛隊」を組織し、警備に当たるとしている。 
 取材や撮影に関する取締については、いくつかの箇所に分散されて規定されている。 
 「大礼警衛心得」「第四章 警衛取締」のうち、現場で直接警備にあたる巡査に向けた内
容である「第二節 勤務中ノ心得（特ニ巡査ニ必要トナル事項）」（全 21 条）の「第四十二
条」は以下の内容となっている。 
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第四十二条 通行禁止後ト雖モ左記ノ者ハ警衛上支障ナキ限リ可成通行ヲ許スヘシ但
シ徒歩ノ者ニ限ル 
  一、大礼使職員 
  二、参列者 
  三、一定ノ場所ヲ指定シタル団体拝観者 
  四、新聞通信記者ニシテ許可ヲ受ケタル者 
  五、一定ノ徽章ヲ附シタル救護班員 
  六、郵便集配人 
  七、一定ノ徽章ヲ附シタル府市吏員人夫 
  八、一定ノ徽章ヲ附シタル私服憲兵隊員 
  九、其他警視庁ノ承認ヲ経タル通行許可証ヲ携帯スル者80 
 
 ここに言う「通行禁止」とは、同章第二十六条において「御道筋及式場竝ニ其ノ附近ニ於
テハ別ニ定ムル時間ニ依リ一般ノ通行ヲ禁止スヘシ」と定められているように、鹵簿が通過
する一定時間の前になると一般人の交通が遮断されることを指す。例えば、「各種警衛取締
ニ関スル特別心得事項」「甲、大礼行幸還幸共通ノモノ」第二項では「御道筋ニ於ケル一般
ノ通行禁止ハ六日午前四時ノ頃ヲ以テ之ヲ行フヘシ」とある。これは 11 月 6 日の宮城から
東京駅間の鹵簿移動について定めたもので、移動開始が午前 6 時 15 分であるため81、２時
間余前の時点で交通が遮断されていたことがわかる。交通遮断後に通行が許可されていた
のは、「参列者」「団体拝観者」などの参列者らと関係する職員らの他、「新聞通信記者ニシ
テ許可ヲ受ケタル者」であったことがわかる。 
 また、同節四十四条には警備担当者が制止すべき行為について規定されている。 
 
第四十四条 左ノ各号ニ該当スル者ハ之ヲ制止スヘシ 
一、鹵簿ヲ横キラントスル者 
二、許可ヲ受ケスシテ鹵簿若クハ式場ヲ撮影セントスル者 
三、異様不体裁ノ服装、容儀ヲ為シテ御道筋ニ入ラントスル者 
四、広告ニ渉リ又ハ他人ニ迷惑ヲ及ホスヘキ物件ヲ携帯シテ警衛線内ニ立入ラントス
ル者 
五、特ニ団体員ノ為メニ指定シタル場所ニ其ノ団体員ニアラスシテ立入ラントスル者 
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六、群衆ヲ押分ケ前面ニ立出テ又ハ後ヨリ押寄スル者 
七、老幼、病者、妊婦、廃疾者又ハ用事ヲ伴ヒタル者ニシテ雑沓ノ場所ニ立入ラントス  
ル者 
八、喧騒其他不敬、混雑ニ渉ル行為ヲ為ス者 
九、雑沓ノ場所ニ於テ点火セル燐寸、巻煙草ノ類ヲ投棄スル者 
十、屋上、階楼、桟敷、車上、馬上其他高所（板塀、柵欄、樹木等）ニ於テ拝観スル者 
十一、鹵簿通御ノ際喫煙又ハ飲食ヲ為ス者 
十二、道路ノ右側ヲ通行スル者 
十三、通行禁止ノ場所ニ立入ラントスル者 
十四、其他危険ヲ生スル虞アル行為82 
 
 警備担当者による制止の対象となる行為が 14 項目にわたる中、第二の項目として「許可
ヲ受ケスシテ鹵簿若クハ式場ヲ撮影セントスル者」が指定されている。 
 「各種警衛取締ニ関スル特別心得事項」の「甲、大礼行幸還幸共通ノモノ」では、「二、
大礼謹写団撮影所馬場先門内北側一箇所、馬場先門後出口南側一箇所ニハ前田第一、宝田第
十四中隊ヨリ取締トシテ巡査一名ヲ配置サレタルコト」とあり、指定された馬場先門北側と
南側の２箇所には指定された中隊から巡査を１名ずつ配置するよう指定されている。 
同様に「丙、大礼還幸ニ関スルモノ」では「報知新聞社外十三社ニ許可シタル鹵簿撮影ノ
場所ニハ三原第四中隊ヨリ相当ノ巡査ヲ配置シ其取締ヲ為スヘシ」と、「相当」と曖昧では
あるが巡査の配置が指定されている。この指定に次ぐ項目には以下の規定が存在している。 
 
  五、前項以外ノ普通人ニ対シテハ午後三時三十分迄ヲ限リ常時ノ方法ニ依リ御道筋附
近ノ状況撮影ヲ認容スルコトトナレリ但シ関係警衛中隊長ニ於テ其ノ場所ノ指定ヲ為
スモノトス83 
 
 これは、明確な規定がなされていなかった鹵簿通過前における謹写団以外による撮影に
ついて書かれたものである。拝観のために集まった人々などの状況を撮影することを容認
する内容で、場所の指定などは明記されていない。東京駅に到着したのは午後４時半である
ため84、到着予定の１時間前までは撮影が許可されたと言える。 
 
91 
 
 次いで、大礼の大部分の行事が行なわれた京都における警備を担当した京都府警察部に
おける警備のあり様を確認する。 
 警視庁と同様、京都府においても「警衛心得」が作成された。この心得は、「第一 警衛
部署及隊伍編成」7 条、「第二 服装及礼式」10 条、「第三 配置」12 条、「第四 勤務中
ノ心得」6 条、「第五 御道筋及汽車沿道取締」11 条、「第六 奉拝者取締」11 条、「第七 
皇族其ノ他警衛」3 条、「第八 皇族御旅館其他警備」4 条、「第九 報告」4 条、「第十 特
別心得」7 条、「附則」2 条の全 78 条からなる。 
 警視庁と同様に交通を遮断した後の対応について、「第六 奉拝者取締」四十七条・四十
八条にわたって指定されている。 
 
第四十七条 交通遮断後ト雖モ左記ノ者ハ警衛上支障ナキ限リ通行ヲ許スヘシ但シ別
公式鹵簿ノ際烏丸通ノ車道ハ此限ニアラス 
一、 一定ノ徽章ヲ付シタル新聞雑誌記者写真業者 
二、 一定ノ徽章ヲ付シタル府市吏員救護班人夫郵便電信集配人 
三、 私服憲兵隊員 
四、其他警察官ニ於テ必要ト認メタル者大礼使職員其職務ヲ以テ交通スル場合ハ本
条ニ依ルノ限リニアラス 
  第四十八条 左記ノ者ハ交通遮断線内指定ノ道路ニ限リ通行ヲ許スヘシ 
   一、大礼参列員 
   二、京都停車場ニ於テ奉迎送ヲナス有資格者 
   三、鹵簿奉拝ノ場所ヲ指定セラレタル学校各種団体其他ノ者85 
 
 交通遮断後の通行について、四十七条では遮断区域への出入りが可能な人員、四十八条で
は、遮断区域内のみでの通行が可能な人員が指定されている。四十七条の筆頭には「一定ノ
徽章ヲ付シタル新聞雑誌記者写真業者」とあり、警視庁の心得と同様、取材・撮影に当たる
人員は交通遮断区域の出入りが許可されていることがわかる。また、「特別公式鹵簿」の撮
影が規制されている。 
 また、京都府においては以下のように、活動写真の撮影について直前期に以下のような経
緯があったと記述されている。 
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京都ニ於ケル活動写真撮影場所ハ一ヶ所ニシテ、其場所ニ関シテハ当該警察官憲ト協
議スヘシトアリシヲ以テ、烏丸七条北及御苑内堺町御門内ノ二ヶ所ニ於テ撮影スルコ
トヲ許シ、又七条大橋東詰ニテハ泉山御親謁二週間前ニ於テ一時撮影場所ヲ建設シタ
ル為メ、交通上支障ヲ生シタル事実アリ場所ニ関スル協議ハ一層周到ニ打合ヲ為スノ
必要ヲ認メタリ86。 
 
 先述の 11 月３日の通牒では、京都における活動写真の撮影箇所は「京都停車場京都皇宮
間鹵簿」とされ、「撮影ノ箇所ニ関シテハ当該警察官憲ト協議可致候」とされていたが87、３
日以降に協議が持たれたと見られ、撮影箇所が１箇所増加し、「烏丸七条北及御苑内堺町御
門内」の２箇所に指定されている。また、「七条大橋東詰」にも撮影場所の建設が一時が行
なわれたことが交通に支障を来したともある。七条大橋は写真撮影の場所として指定され
ていた。時期は「泉山御親謁二週間前」とあり、泉山御陵行幸は 11 月 26 日であったため、
12 日頃に建設されたものと考えられ、14 日には大嘗祭が開始されたため、これに関連して
交通の障害となったとも考えられる。これらの経緯について「協議ハ一層周到ニ打合ヲ為ス
ノ必要ヲ認メタリ」と、大礼の直前期に撮影に関する諸規定を定めたことによる混乱を指摘
している。 
 これに関連して、謹写団への立会人についても以下のように述べられている。 
 
大礼使官房主任ヨリ大礼謹写団ノ撮影ニハ大礼使事務官タル警察官又ハ其代理者一名
ヲ立会ハシムヘシ、トノ通牒ニ接シタルモ、本府ニハ警察部長ノ外大礼使事務官タル警
察官ナキヲ以テ代理トシテ制服警部一名宛ヲ立会ハシメタリ88 
 
10 月 30 日付で大礼使写真班の丸木・小川により原案が起草され、11 月１日付で通牒さ
れた「写真種板ヲ謹写団ヘ貸与方法竝活動写真監督方法」には「撮影場ニハ嘱託ノ内一名竝
ニ大礼使事務官タル警察官又ハ其ノ代理者一名立会ノコト」とある89。この「大礼使事務官
タル警察官」が用意できなかったため、「代理者」として「制服警部一名」を立ち会わせた
ということであろう。 
 また、謹写団の要求が大礼使を通して京都府警察部にまで伝えられ、警備に反映されたこ
とも次の記述からわかる。 
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撮影シタル活動写真ノ原版ハ大礼使ノ依頼ニ依リ、之ヲ高等警察課ニ保管シ、同月十三
日日本活動写真株式会社撮影場ニ於テ大礼使（写真班）嘱託二名、警部一名、大礼謹写
団委員二名立会ノ上現象シ、高等警察課ニ保管シ、翌十四日及十五日ハ警部差支ヘアリ
テ警部補一名立会ヒノ上東京ニ於ケル 行幸鹵簿ノ活動写真現象并ニ京都及東京ノ陽
画焼付ヲナシ、其他富小路四条下ル旭倶楽部撮影場ニ於テ永田本府警察部長、川崎警視
庁警務部長立会ノ上試写シ、警察官吏ノ乗馬例外ニ奔逸シタル部分ヲ切取シ、更ニ同月
二十二日御苑内第二朝集所ニ於テ大礼使長官ヲ初メ職員立会ノ上再試写シタルモ尚謹
写団ニ交付スルニ至ラス、大礼使ノ依嘱ニ依リ引続キ保管シ東京御還幸ノ後警視庁ヘ
郵送シタリ90。 
 
 冒頭に「大礼使ノ依頼ニ依リ」とあるのは、11 月 26 日付の大礼謹写団から大礼使に提
出された「上申書」にフィルムについて「厳重貴庁ニ保管」91を依頼する文面が見え、時間
軸は前後するが、フィルムを厳重に保管することは謹写団の独占権を保護することに直結
するため、大礼使は謹写団の希望に沿う対応をしているものと解釈することができる。 
 謹写団が、取材に対する便宜や謹写団以外による撮影の取締を繰り返し大礼使に要求し
てきたことは先に述べた通りであるが、謹写団の特権を侵害するような事案は、京都府警察
部管内では、「特別公式ノ鹵簿ヲ写真ニ密写シ新聞紙ニ掲載セルモノ一」「活動写真ニ密写シ
大阪市ニ於テ売渡サントスルモノ探知セラレ、同府警察部ニ照会シ仮領置シタルモノ一」92
の２例が存在したという。しかし、「差押フヘキ法制」がないということで、「検閲ノ上本人
ニ還付」したとしている。 
このように、交通遮断後の遮断区域の出入りに関する点など、警視庁・京都府警察部で対
応の異なる点はあるものの、謹写団が要求し、それを大礼使が各警察に伝達した通り、謹写
団以外による撮影に対する取締が明文化されていたことが確認できた。京都府警察部にお
いては規定を逸脱した撮影者が「密写」した例も存在したが、事後にフィルムが返還される
など、周到・厳格に行なわれたとも言えない。警視庁では、10 月 30 日までに作成された
「大礼警衛心得」に後から追加する形で、多くの新たな心得が設定されていったことがわか
り、京都府警察部においても、撮影場所に立ち会う人員についての大礼使からの通牒への対
応に苦慮する様子や、撮影場所の建設に関して不都合があったことなど、調整がうまくいか
ない状況を窺うことのできる内容となっている。 
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新聞紙面に掲載された大正大礼に関する写真記事 
 続いて、前述のような撮影規定と警備規定が定められたなかで、大礼期間中にどのような
写真記事が新聞紙面に掲載されたかを検討する。ここでは、『大阪毎日新聞』及び『東京朝
日新聞』を題材とし、11 月 1 日から 30 日までの 1 ヶ月間の記事を対象とする。 
 この期間中、大阪毎日では、大礼関係の写真記事は 197 点あり、そのうち天皇・皇太子
の写真が 21 点、儀式の様子などを描いた絵画が 12 点掲載されている。同様に『東京朝日
新聞』では大礼関係の写真記事が 87 点、そのうち天皇・皇太子の写真が３点、絵画が 14
点、そのうち天皇を描いたものが４点存在している。なお、皇后は妊娠中で大礼行事に参加
しなかったため、２紙ともに写真は掲載されていない。 
 この期間を通しての掲載状況を見ると、大阪毎日では、天皇一行が東京から京都への行幸
を開始する 11 月 6 日の記事数が最も多く、大嘗祭が開始される 16 日や即位礼前日の９日
が次いで掲載数が多い。東京朝日では 12 日が最も多く、即位礼の 10 日、その翌日 11 日
が次いで多い。２紙でピークがややズレがある傾向にある。 
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表 1 1915 年 11 月『大阪毎日新聞』・『東京朝日新聞』における大礼関係写真 
 
 
 
２紙を通して掲載されたものを見ると、①「御真影」（模写を含む）、②過去に撮影された
天皇の写真、③大礼使写真班が撮影し貸下げを受けた写真、④新聞社が撮影した鹵簿や行事
に参列した人物等の写真、⑤新聞社が撮影した大礼にまつわる市街地等の様子の５種類に
加え、儀式等の様子を想像して描かれた絵画があり、絵画には日本画のものと西洋画の２種
類に分けることができる。 
大正天皇の御真影は、この大礼の時期に合わせて宮内省で製作（撮影は小川一眞）され下
付されたもので、11 月１日93及び６日（後述）の『大阪毎日新聞』に掲載されたほか、即位
大礼関係
写真
うち天
皇・皇太
子
絵画 うち天皇 大礼関係写真
うち天
皇・皇太
子
絵画 うち天皇
11月1日 4 1 0
11月2日 2 1 2
11月3日 5 1
11月4日 3 2
11月5日 6 1
11月6日 23 14 2
11月7日 13 3
11月8日 6 2 1 2
11月9日 14 1 4
11月10日 10 1 7 2 1
11月11日 10 8 3 1
11月12日 6 11
11月13日 9 3
11月14日 8 6 1 1
11月15日 13 1 4 5 1
11月16日 18 2 6
11月17日 9 1 3 2
11月18日 7 1 3 1 1
11月19日 4 6
11月20日 6 4
11月21日 3
11月22日 5 2
11月23日 1 2 1
11月24日 2 1
11月25日 1 2
11月26日 3 0
11月27日 3 1 1
11月28日 1
11月29日 3 1
11月30日 3 2 1
合計 197 21 12 0 87 3 14 4
大阪毎日新聞
月日
東京朝日新聞
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礼当日の 10 日の朝刊という大礼期間を通して最も象徴的である紙面の１面に２紙ともに
掲載されている（図 13・14）。東京朝日に掲載されたものは、画家安藤東一郎が御真影を模
写した油彩画が掲載されている。 
 
 
図 13 『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、1 面 
 
 
図 14 『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、1 面 
 
過去に撮影された天皇の写真は、京都への行幸を開始した 11 月 6 日の『大阪毎日新聞』
に多く掲載されている（図 15）。これは、「今上陛下」と題した２面見開きのページに、幼
少時からの天皇の写真が掲載されている。いずれの写真も宮内省によって撮影されてこれ
まで貸下げされてきたもので、最新のものはこの時作成された御真影であった。 
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図 15 『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 6 日付朝刊、6～7 面 
 
 大礼使写真班が撮影した写真は、この期間を通した大礼関係の写真の中で最も主要な部
分を占めている。表２・３は、それぞれ大阪毎日・東京朝日における写真記事をタイトルご
とに集計したものである。大礼使写真班で撮影された写真が紙面に掲載されたものは、大礼
記録に収録された「写真帖」に掲載されているものだけでも、大阪毎日で 18 点、東京朝日
で 12 点確認することができた。これらの写真は先述のように、11 月 1 日の大礼使新聞通
信雑誌掛による通牒の「撮影後謹写団ヘ貸与スヘキ種板五種ハ嘱託ニ於テ之ヲ検査シ即刻
之ヲ該団委員ニ交付」94の規定により下付され掲載されたものである。大阪毎日と東京朝日
で同じ写真を掲載した例が 9 点あり、同じ写真が複数の新聞に掲載されたことがわかる。
11 月 10 日の即位礼に合わせて掲載された写真では、「紫宸殿内部 西南隅ヨリ見タル」（図
17）「高御座 正面 其二」（図 18）「大嘗宮車寄 第一神門ヨリ見タル全景」（図 19）「春
興殿 全景」（図 20）の 4 点が 2 紙に共通して掲載されている。大阪毎日の紙面では即位
礼前日の 9 日発行の夕刊（10 日付、図 21・22）、即位礼当日 10 日の朝刊（図 22）、東京
朝日では、11 日朝刊（図 23・24・25・26）に掲載されている。このほか、11 月 11 日朝
刊（図 27）には一面に大礼使写真班撮影の写真３枚を大きなサイズで配した「御即位式画
報」と題する特集記事が掲載されるなど、下付された写真が大礼報道のなかで重要な位置を
占めていると言える。 
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図 16 「紫宸殿内部 西南隅ヨリ見タル全景」、「写真帖 第二巻」 
 
 
図 17 「同〔高御座〕 其五」、「写真帖 第二巻」 
 
 
図 18 「同〔威儀本位〕 承明門ヨリ起立、天幕張 其一」、「写真帖 第二巻」 
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図 19 「同〔大嘗宮車寄〕 第一神門ヨリ見タル全景」、「写真帖」第二巻 
 
 
図 20 「高御座 十一月九日御大礼使謹写団拝写」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付夕刊（9 日発行）、1 面 
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図 21 「紫宸殿上高御座を拝す 十一月九日御大礼謹写団拝写」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、2 面 
 
 
図 22 「春興殿（上図）と大嘗宮（下図） 十一月九日御大礼謹写団拝社」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、3 面 
 
 
図 23 「賢所を奉安せる春興殿（大礼謹写団拝写）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日付朝刊、2 面 
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図 24 「昨日即位式執行の紫宸殿内部（大礼謹写団拝写）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日付朝刊、3 面 
 
 
図 25 「天皇陛下参御の高御座（大礼謹写団拝写）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日付朝刊、4 面 
 
 
図 26 「十四日大嘗祭を行はせるヽ大嘗宮」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日付朝刊、5 面 
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図 27 「御即位式画報」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 11 日付朝刊、4 面 
 
新聞社が撮影した写真のうち、鹵簿等の大礼諸行事の様子や人物を撮影したものは、大礼
使写真班から下付されたものに比べると、数も限定され、掲載される際のサイズも小さい傾
向にある。 
鹵簿を撮影した写真では、大阪毎日では大礼行事開始以前に鹵簿の予行演習を撮影した
ものが前日の紙面に掲載されている（図 27）ほか、諸行事開始以降では、16 日の大饗当日
に京都御所堺町御門から鹵簿が出門する様子（図 28）、京都から宇治山田に移動を行う 19
日の京都駅前の鹵簿（図 29）、京都での日程を終えて東京へ移動を開始する 27 日の京都駅
前東本願寺前の鹵簿（図 30）などが掲載されている。大礼行事開始後に撮影された図 28～
30 はいずれも大礼使指定の撮影場所で撮影されている。 
東京朝日では自社で鹵簿を撮影したものと思われるのは（図 33）に限られる。この写真
も指定箇所となっている二条離宮での撮影である。 
103 
 
 
図 28 「京都行幸鹵簿（五日東京における最終練習） 東京停車場の装飾」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 6 日付夕刊（5 日発行）、2 面 
 
 
図 29 「鹵簿堺町御門御出門（大饗当日午前謹写）」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 17 日付夕刊（16 日付）、2 面 
 
 
図 30 「聖上京都駅に向はせらる（十九日朝）」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 20 日付、2 面 
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図 31 「還幸の盛儀 国儀式鹵簿と賢所御羽車【東本願寺前に於て本社写真班拝写】」、
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 28 日付夕刊（27 日発行）、2 面 
 
 
図 32 「百官の京都御所参入（十日午前七時丗分本社写真部撮影）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 12 日付朝刊、2 面 
 
 
図 33 「大饗行幸鹵簿（京都二条離宮）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 18 日付朝刊、3 面 
 
 人物等の写真は、皇族のものは大阪毎日で 13 日朝刊に「久邇宮妃両殿下王子王女各殿下
時代行列御覧」（図 34）があるのみで、東京朝日では天皇とは別に移動した皇太子が東京を
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出発する写真（11 月 8 日付朝刊 5 面）、京都に到着した際に撮影された写真（図 35）が 10
日付朝刊に掲載されたほか、8 日に開催された即位式の予行演習に参加した皇族たちが御所
から退出する様子を撮影した写真が同じ面に掲載されている。東京朝日の皇太子と皇族た
ちの写真は、いずれも各人物の表情が確認できない、遠距離から撮影されたものである。 
その他政治家等では、大阪毎日で 10 日付朝刊の大隈重信首相（図 39）、あるいは 9 日付
朝刊「京都府庁内の内閣初閣議」95、11 日付朝刊「大礼参列の御夫婦揃ひ」（図 40）等が、
東京朝日でも 12 付朝刊に大隈首相夫妻を始めとした大礼参列者の写真（図 41）が掲載さ
れている。個別に取材申し込みを行うか、あるいは宿舎から参列のために出かけるところを
撮影したものとみられる。これらはいずれも大礼のために京都に集まった著名な人物の姿
を伝えるものではあるが、数は多くはない。 
 
 
図 34 「（上）久邇宮妃両殿下王子王女各殿下時代行列御覧」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 13 日付朝刊、7 面 
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図 35 「東宮京都御着（駅前奉祝門下御通過）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、4 面 
 
 
図 36 「京都御所宜秋門（八日即位式予習を終り御退出の各宮殿下）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、4 面 
 
 
図 37 「山田御先着の久邇斎主宮殿下（十八日午後三時）」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 21 日付朝刊、5 面 
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図 38 「久邇齋主宮殿下」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 23 日付朝刊、5 面 
 
 
図 39 「紫宸殿出仕間際の首相」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、19 面 
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図 40 「大礼参列の御夫婦揃ひ」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 11 日朝刊、7 面 
 
 
図 41 「即位式参列の前 （上）大隈首相夫妻 （下）右より伊国大使夫妻 露国大使岡
陸相夫妻」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 12 日付朝刊、3 面 
 
 大礼に関係した市街地の様子などの写真は、大礼行事の開始前から断続的に掲載されて
おり、数としては最も多い。大阪毎日では 3 日付朝刊、4 日付朝刊、5 日付朝刊、7 日付朝
刊では「大礼写真画報」という統一のタイトルが付けられた記事が掲載され、以後用いられ
なくなっていく。しかし実質的には同様の内容の写真は掲載され続けている。即位式や大嘗
祭・大饗などが行なわれる京都を中心として（図 42）、関連行事が行われる宇治山田などの
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市街地の様子のほか、大阪や東京などの都市で祝賀のために人が集まっている様子（図 44）
などが多く掲載される傾向にある。 
 東京朝日でも、京都への鹵簿の移動前に断続的に京都の市街地の写真が掲載されている。
高所から鹵簿が通過する道筋を撮影したものが見られるのが特徴である（図 43）。 
 
 
図 42 「大礼写真画報 （右）四条通の装飾 （中）電車交叉点電柱の装飾 （下）二条
離宮前巡査の検閲」、『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 5 日付朝刊、7 面 
 
 
図 43 「京都商業会館楼上より見たる御通路の装飾」、 
『東京朝日新聞』1915 年 11 月 5 日付朝刊、5 面 
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図 44 「京都烏丸通りの拝観者」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 9 日付朝刊、4 面 
  
写真記事とともにこの時期の紙面において重要な役割を果たしているのが、数々の絵画
作品である。 
 鹵簿が東京から京都に向けて移動を開始する 11 月 6 日当日の朝刊には、大阪毎日・東京
朝日ともにそれぞれ「鹵簿御出発・宮城前馬場先門先奉祝門」（図 45）・「本日御発輦 鹵簿
行進図」（図 46）と題した絵画を掲載している。いずれも宮城から東京駅へ向かう鹵簿が特
設の奉祝門を通過する様子を想像して描かれたもので、クレジットはない。これらは、大礼
関係の行事がいよいよ開始されたことを伝える紙面づくりが必要であることに対して、ま
だ起こっていないことを視覚的に伝えるために用意されたものと言える。 
 即位礼に関連しては、8 日付の大阪毎日に「即位礼当日紫宸殿の御儀 五姓田芳柳謹写」
（図 47）が掲載され、同じく 9 日付に「即位礼当日紫宸殿御儀（右近の橘） 菊池契月謹
写」（図 48）が挙行前日までの紙面に掲載されている。当日の 10 日付の紙面では、大阪毎
日で見開きを利用して 3 枚の作品を掲載した構成を取っており、うち猪飼嘯谷「万歳三唱」・
小村大雲「紫宸殿の南庭」が即位礼に関するものである。東京朝日にはサイズは小さいが「紫
宸殿上高御座（拝観の際謹写）」96が掲載されている。即位礼翌日 11 日の紙面では、東京朝
日に「天皇陛下賢所御拝」（図 50）、「紫宸殿庭上の図」（図 51）が掲載されている。「天皇
陛下賢所御拝」は、天皇本人の姿が大きく描かれたものである。 
 大嘗祭関連でも、多くの絵画が紙面に現れている。大阪毎日では、大嘗祭が開始される 14
日付の朝刊に 5 枚の絵画と 1 枚の写真を配した見開きで紙面を構成している（図 52）。絵
画は「女官大嘗宮に神饌を供せんとして廻廊に進む 菊池契月謹写」「太平楽（大嘗祭後大
饗の日■楽殿に於ける」「聖上廻立殿より悠紀殿に渡御あらせらる 五姓田芳柳謹写」「大嘗
宮南面神門前衛士の焚火 寺松国太郎謹写」「大嘗祭衛門の本位」であり、いずれも大嘗祭
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の様子を想像して描かれたものとなっている。このほか、「大嘗祭 小村大雲」97も掲載され
ている。東京朝日でも「陛下大嘗宮渡御の図」98、「聖上陛下親供（大嘗宮の儀悠紀主基両殿
に於て陛下親しく天祖に神饌を供へたまふ）」99、「神饌行立 大嘗宮膳屋より神饌を捧げて
本殿廻廊を進む」100、「万歳楽（大饗夜宴の舞楽）」101と多くの絵画で大嘗祭が伝えられてい
る。 
 大饗の様子も大阪毎日で、「大饗第一日 御饗宴場二条離宮 小村大雲」102、「大饗第一日 
御饗宴中に奏せらるゝ久米舞 猪飼嘯谷」103、「大饗第一日二条離宮の御饗宴場に於て奏し
たる 久米舞 五姓田芳柳写」104、「十七日大饗の万歳楽」105、東京朝日でも「（上）五節舞
の図 （下）二条離宮饗宴の図」（2 点）106、「大嘗宮神門前庭燦」107、「太平楽（大饗夜宴の
舞楽）」108が掲載されている。 
 新聞紙面において、これらの絵画作品は、天皇の京都への移動開始当日の朝刊でそれを報
じる場合がそうであるように、まだ行なわれていないことを視覚的に伝えるために用いら
れている例、あるいは、即位礼・大嘗祭・大饗のように、各社が繰り返し求めても取材が許
可されなかった行事の内容を伝えるために用いられている例が確認できた。 
 また、これらの絵画は、西洋画的・日本画的手法が用いられたものの双方が存在している。
西洋画的で写実的に描かれたものは、紙面において写真に近い印象を与えている。 
 
 
図 45 「（中）鹵簿御出発・宮城前馬場先門先奉祝門」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 6 日付朝刊、11 面 
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図 46 「本日御発輦 鹵簿行進図」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 6 日付朝刊、３面 
 
 
図 47 「即位礼当日紫宸殿の御儀 五姓田芳柳謹写」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 8 日付夕刊、1 面 
 
 
図 48 「即位礼当日紫宸殿御儀（右近の橘） 菊池契月謹写」、 
『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 9 日付朝刊、1 面 
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図 49 『東京朝日新聞』1915 年 11 月 10 日付朝刊、8・15 面 
 
 
図 50 「天皇陛下賢所御拝」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日朝刊、2 面 
 
 
図 51 「紫宸殿庭上の図」、『東京朝日新聞』1915 年 11 月 11 日付、3 面 
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図 52 『大阪毎日新聞』1915 年 11 月 14 日付朝刊、6～7 面 
 
全体として、大礼の主要な行事に合わせて、大礼使写真班から下付された写真と、新聞社
からの発注を受けて描かれた絵画が大きなサイズで多く紙面に掲載されたと言える。それ
らをとりまくように、新聞社が自ら撮影した写真が 11 月を通して掲載された。儀式の様子
を描いた絵画では天皇本人を描いたものが散見されるものの、写真ではこの時新たに下付
された御真影が掲載されたものに限られている。大礼使写真班から下付された写真は儀式
の会場等を撮影したものが多く人物が写っていないものが主である。先に触れたように各
新聞社が合同して求めたのは、御所内部で行われる儀式そのものの取材許可であり、読者の
興味の中心は儀式を行う天皇の姿に収斂されるものであったと考えられる。 
その興味は天皇を描いた絵画が紙面に掲載されることによって一定程度満たされたとも
言えるが、ちぐはくな印象を与え得る内容であったと考えられる。 
このような構成となっているのは、特に御所内部で行われるメディア各社による野放図
な取材には一定の歯止めがかけられ、その代わりに大礼使写真班による写真が多数あり、大
阪毎日がクレジットを「御大礼謹写団」としていることなどからも、実質的に大礼使写真班
からの写真の下付そのものが謹写団の活動の中心であったと思われる。 
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表 2 『大阪毎日新聞』1915 年 11 月における写真記事 
 
⼤阪毎⽇ ⽇付 朝・⼣ ⾴ タイトル 撮影者・『写真帖』収録 クレジット
1 1915年11⽉5⽇ ⼣刊 2 御即位式を挙げさせたまふ紫宸殿 不明。但し東朝11⽉10⽇朝刊にも掲載 なし
2 1915年11⽉7⽇ ⼣刊 2 鳳輦の過ぎらせ給ふ処 （上）東京の奉祝⾨ 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
3 1915年11⽉7⽇ ⼣刊 2 鳳輦の過ぎらせ給ふ処 （下）御着前の名古屋奉迎⾨ 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
4 1915年11⽉10⽇ ⼣刊 1 ⾼御座 ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-169） 御⼤礼使謹写団拝写
5 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 御帳台 ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-180） 御⼤礼謹写団拝写
6 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 紫宸殿上⾼御座を拝す ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-162） 御⼤礼謹写団拝写
7 1915年11⽉10⽇ 朝刊 3 春興殿（上図） ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-281） 御⼤礼謹写団拝写
8 1915年11⽉10⽇ 朝刊 3 ⼤嘗宮（下図） ⼗⼀⽉九⽇御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-231） 御⼤礼謹写団拝写
9 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 1 御即位画報 ⽉華⾨より⽇華⾨を拝す 御⼤礼使謹写団拝写『写真帖』2巻（R43-218） 御⼤礼使謹写団拝写
10 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 2 御即位画報 紫宸殿庭上⻄側鉦⿎列 御⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-204） 御⼤礼使謹写団拝写
11 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 3 第⼀、第⼆朝集所（⼗⽇午前六時写） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
12 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 4 紫宸殿前庭 『写真帖』2巻（R43-191もしくは192） 御⼤礼使謹写団拝写
13 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 4 承明⾨より正⾯紫宸殿を拝す 『写真帖』2巻（R43-213） 御⼤礼使謹写団拝写
14 1915年11⽉11⽇ ⼣刊 4 承明⾨より斜に紫宸殿を拝す 写真帖収録なし。ただし『写真帖』2巻（R43-21 御⼤礼使謹写団拝写
15 1915年11⽉12⽇ 朝刊 1 ⼤嘗宮主基殿 ⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-241） ⼤礼使謹写団拝写
16 1915年11⽉12⽇ ⼣刊 1 ⼤嘗宮悠紀殿 ⼤礼使謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-240） ⼤礼使謹写団拝写
17 1915年11⽉15⽇ ⼣刊 1 舞楽場 ⼤饗宴当⽇五節会の舞を催さるゝ処 御⼤礼謹写団『写真帖』2巻（R43-267） 御⼤礼謹写団写
18 1915年11⽉15⽇ ⼣刊 3 廻⽴殿 ⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-246） ⼤礼謹写団拝写
19 1915年11⽉15⽇ ⼣刊 7 ⼤嘗祭御当⽇ ⼗四⽇仙洞御所へ渡御（⼤宮御所御⾨より御毎⽇・⽇⽇撮影か なし
20 1915年11⽉15⽇ 朝刊 2 今夜⼤嘗祭の⾏はるゝ仙洞御所の御⽞関 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
21 1915年11⽉16⽇ ⼣刊 1 ⼤饗前⽇の⼆条離宮 ⼩学児童の拝観 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
22 1915年11⽉16⽇ ⼣刊 2 ⼤嘗祭翌暁の⼤宮御所 陸軍儀仗兵の退出 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
23 1915年11⽉17⽇ 朝刊 2 ⿄簿堺町御⾨御出⾨ （⼤饗当⽇午前謹写） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
24 1915年11⽉17⽇ 朝刊 3 盛装せる舞姫 『写真帖』2巻（R43-269） なし
25 1915年11⽉18⽇ ⼣刊 1 ⼤饗宴場の内部（⽟座付近） 『写真帖』2巻（R43-256） なし
26 1915年11⽉19⽇ 朝刊 1 ⼤饗夜宴の⽟座 御⼤礼謹写団拝写 『写真帖』2巻（R43-257） なし
27 1915年11⽉19⽇ ⼣刊 1 宇治⼭⽥⾏在所（神宮司庁） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
28 1915年11⽉20⽇ ⼣刊 2 聖上京都駅に向はせらる（⼗九⽇朝） 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
29 1915年11⽉21⽇ 朝刊 7 外宮還幸の⿄簿（廿⽇午前⼗⼀時四⼗分拝写） 『写真帖』1巻（R43-104） 拝写
30 1915年11⽉24⽇ 朝刊 7 ⼆⼗四⽇⾏幸あるべき神武天皇陵と畝傍の奉祝⾨〔1〕 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
31 1915年11⽉24⽇ 朝刊 7 ⼆⼗四⽇⾏幸あるべき神武天皇陵と畝傍の奉祝⾨〔2〕 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
32 1915年11⽉25⽇ 朝刊 7 秋晴れの桃⼭陵 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
33 1915年11⽉26⽇ 朝刊 7 桃⼭御陵親謁⿄簿（⼆⼗五⽇謹写団謹写） 『写真帖』1巻（R43-125） 謹写団謹写
34 1915年11⽉28⽇ ⼣刊 2 還幸の盛儀 国儀式⿄簿と賢所御⽻⾞ 【東本願寺前に於て毎⽇・⽇⽇撮影 本社写真班拝写
35 1915年11⽉28⽇ ⼣刊 2 還幸の盛儀 国儀式⿄簿と賢所御⽻⾞ 【東本願寺前に於て毎⽇・⽇⽇撮影 本社写真班拝写
36 1915年11⽉30⽇ ⼣刊 2 御着輦前の東京駅  毎⽇・⽇⽇撮影か なし
37 1915年11⽉30⽇ ⼣刊 2 左 東京駅の貴賓御出⼊⼝ 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
38 1915年11⽉30⽇ ⼣刊 2 右 奉祝⾨の堵列兵 毎⽇・⽇⽇撮影か なし
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表３ 『東京朝日新聞』1915 年 11 月における写真記事 
 
 
おわりに 
 
 明治から大正への天皇の代替りは、大喪行事で謹写団体との関係にみられたような当局
とマスメディアとの関係を前提としながら、「盗撮」事件のような事態によりその様相を変
化させていく契機となっていた。 
 1913 年の伏見桃山陵における天皇・皇后の「盗撮」事件は、新聞社の社員が関係者に紛
れ込んで写真を撮影したことが問題視されることで、写真撮影取材だけでなく、行幸啓時に
おける警備のあり様にも変化を与えている。本論で重視するのは、この事件を契機として、
初めて明確に「撮影規定」が設定されたという点である。 
また、大正大礼期間における撮影取材に対する統制は次のような特徴を持つものであっ
た。 
当局は当初、天皇の代替わりを契機として設定された規定を前提としながら、「撮影台」
を使用しての撮影は危険であると予想されるがために「手提」での撮影だけは許可する方針
で警備を行う予定であった。しかし、メディア各社は団体を組織したうえで当局との交渉を
積極的に行い、繰り返し撮影取材許可と便宜を要求していった。 
東京朝⽇ ⽇付 朝・⼣ ⾴ タイトル 撮影者・『写真帖』収録 クレジット
1 1915年11⽉7⽇ 朝刊 3 ⿄簿⾺場先⾨御通過 『写真帖』1巻（R43-12） なし
2 1915年11⽉7⽇ 朝刊 3 （上図）御⽻⾞ 不明 なし
3 1915年11⽉9⽇ 朝刊 2 鳳輦京都御苑内に⼊る 『写真帖』1巻（R43-70）と酷似。新聞社の撮影なし
4 1915年11⽉9⽇ 朝刊 5 御着輦前の京都皇宮建礼⾨ 不明。朝⽇撮影か なし
5 1915年11⽉9⽇ 朝刊 5 京都御苑内の愛国婦⼈会員 不明。朝⽇撮影か なし
6 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 本⽇即位礼御挙⾏の紫宸殿 不明。ただし⼤毎11⽉5⽇にも掲載 なし
7 1915年11⽉10⽇ 朝刊 2 ⼤嘗祭を執り⾏はせらるゝ仙洞御所 不明 なし
8 1915年11⽉10⽇ 朝刊 3 京都皇宮 不明 なし
9 1915年11⽉10⽇ 朝刊 4 京都御所宜秋⾨（⼋⽇即位式予習を終り御退出の各宮殿下）朝⽇撮影か なし
10 1915年11⽉11⽇ 朝刊 2 賢所を奉安せる春興殿（⼤礼謹写団拝写） 『写真帖』2巻（R43-281） ⼤礼謹写団拝写
11 1915年11⽉11⽇ 朝刊 3 昨⽇即位式執⾏の紫宸殿内部（⼤礼謹写団拝写） 『写真帖』2巻（R43-162） ⼤礼謹写団拝写
12 1915年11⽉11⽇ 朝刊 4 天皇陛下参御の⾼御座 『写真帖』2巻（R43-169） ⼤礼謹写団拝写
13 1915年11⽉11⽇ 朝刊 6 ⼗四⽇⼤嘗祭を⾏はせらるゝ⼤嘗宮 『写真帖』2巻（R43-231） なし
14 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 紫宸殿前庭 『写真帖』2巻（R43-191もしくは192） ⼗⽇午前七時⼤礼謹写団拝写
15 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 承明⾨より斜に紫宸殿を望む 写真帖掲載なし。ただし『写真帖』2巻（R43-21 ⼗⽇午前七時⼤礼謹写団拝写
16 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 ⽉華⾨より⽇華⾨を⾒る 『写真帖』2巻（R43-218） ⼗⽇午前七時⼤礼謹写団拝写
17 1915年11⽉12⽇ 朝刊 2 百官の京都御所参⼊（⼗⽇午前七時丗分本社写真部撮影） 朝⽇撮影 本社写真部
18 1915年11⽉12⽇ 朝刊 4 即位当⽇万歳時の京都御苑内 朝⽇撮影か なし
19 1915年11⽉12⽇ 朝刊 4 ⼗⽇午後の京都堺町御⾨前 朝⽇撮影か なし
20 1915年11⽉16⽇ 朝刊 4 ⼤嘗祭当⽇の仙洞御所前（午後四時半） 朝⽇撮影か なし
21 1915年11⽉16⽇ 朝刊 4 ⼆条離宮内舞楽場 『写真帖』2巻（R43-267） なし
22 1915年11⽉18⽇ 朝刊 3 ⼤饗⾏幸⿄簿（京都⼆条離宮） 朝⽇撮影か なし
23 1915年11⽉18⽇ 朝刊 5 ⼤饗第⼀⽇百官南⼤⼿⾨より退出（御馳⾛を提げ挿華を持ち朝⽇撮影か なし
24 1915年11⽉19⽇ 朝刊 4 本夜の⾏在所（伊勢神宮司庁） 朝⽇撮影か なし
25 1915年11⽉19⽇ 朝刊 4 内宮御⼿洗場横⼿ 朝⽇撮影か なし
26 1915年11⽉19⽇ 朝刊 5 ⼤饗宴場内部（中央⽟座） 『写真帖』2巻（R43-256） なし
27 1915年11⽉19⽇ 朝刊 5 皇后陛下御使原主事（京都ホテルに智利公使弔問） 朝⽇撮影か なし
28 1915年11⽉20⽇ 朝刊 6 ⼤饗第⼆⽇夜宴会場内部 『写真帖』2巻（R43-257） なし
29 1915年11⽉21⽇ 朝刊 4 伊勢御着輦前 朝⽇撮影か なし
30 1915年11⽉23⽇ 朝刊 4 内宮御親閲還御の⿄簿（宇治橋付近） 『写真帖』1巻（R43-92） なし
31 1915年11⽉28⽇ 朝刊 5 第観兵式の準備演習 不明 なし
32 1915年11⽉30⽇ 朝刊 4 還幸の⿄簿（東京駅付近御通過） 朝⽇撮影か なし
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これに対する形で、10 月 11 日には大礼使から改めて官報に広告を出し、団体を組織す
ることを求めるが、団体結成の届け出書類はこれ以前の 9 月 29 日付で提出されるなど、メ
ディア側の動きを追認する形で「統制」の具体的な様相が形成されていったことが読み取れ
る。メディア側では、団体に属していない業者による規定に反した撮影に対して取締を行う
よう大礼使や警察に繰り返し要請するなど、手に入れた取材の権利を最大限に活用する姿
勢を見せた。大礼使は権利の濫用に対して牽制しているが、メディアの姿勢が緩むことはな
かった。 
一方で、明治天皇大喪時と比較すれば『官報』において「謹写団」の組織を命ずる形を取
り、またその撮影に当たる写真師も天皇の撮影の経験もある小川・丸木を嘱託として起用す
るなどしている。特に小川は大正大喪時に謹写団体の代表として当局と折衝した経験を持
つ。京都御所内での儀式の内容に対する取材は許可しないなど、撮影・取材を許可する範囲
は明確に定められ、このことはメディア各社も遵守している。また、大礼使においても民間
のカメラマンに依嘱して大礼使写真班を組織して、御所内の調度等の撮影を行わせ、その写
真を下付することとし、御所内での取材に対する要求に一定程度応える形をとった。 
東京の警視庁と京都府警察部における撮影に対する警備の様子を見ると、双方で細かい
点に若干の相違はあるものの、謹写団が求めた通り、該団体以外の業者に対する取締が行わ
れていたことが確認できた。大礼の直前まで調整が行われたため、警視庁・京都府警察部と
もに翻弄される様子も見られた。 
大正大礼期間中の新聞紙面を見ると、主要な行事に合わせて、大礼使写真班から下付され
た写真と、新聞社の依頼によって画家らによって描かれた絵画が最も中心的な役割を果た
しており、数も多いことが確認できた。各社が自ら撮影した写真は、紙面では補足的な役割
を果たしている。一方で、大礼使写真班による写真は、御所内の様子を無人の状態で撮影し
たものであるため、紙面にあれば最も価値を持つであろう即位関係儀式を行う天皇の姿は
写真で伝えられることはなかった。この不足に対応したのが、儀式の様子を想像して描かれ
た絵画であったと言える。 
このように、大正大礼期間中における撮影取材に対する統制は、メディア各社が団体を組
織して行った取材許可要請に当局が対応する形で形成されたといえる。しかし、メディアが
求める御所内で儀式を行う天皇の姿は、メディア各社によっても、大礼使写真班によっても
撮影されることはなかったため、一定の統制が確保されたと言えよう。 
このような形式は、明治天皇大喪時の経験をベースとしながら統制面において「改善」を
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加えたものであると言え、その後の大正天皇大喪・昭和大礼における取材統制を行ううえで
のさらなる土台となり、取材のあり様にも影響を与えるものであった。 
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第３章 1921 年皇太子外遊と撮影規定の緩和 
 
はじめに 
 
1921（大正 10）年の 3 月から９月にかけ、裕仁皇太子はヨーロッパ各国を外遊した。訪
問国はイギリス・フランス・ベルギー・オランダ・フランス・イタリアで、往路と復路で香
港・シンガポール・セイロン島・エジプト・マルタ・ジブラルタルなどの各地を経由した。
この外遊は皇太子の教育の一環として行われたもので、各国の王室関係者や政治家らとの
交流を通して目的が果たされたと理解されているほか、昭和天皇本人も印象に残ったこと
として度々この外遊を挙げている1。 
 本章では、この外遊を契機とした撮影規定の緩和（同規定の変遷の中でも最大の変化）を
糸口として、その緩和をめぐる状況――メディアの積極的な姿勢、政府・宮内省の意向や同
行した供奉員の外遊先での行動、新聞紙上に掲載された写真記事、活動写真の撮影・運搬・
上映とそれらに対する反応から、この外遊の位置付けの検討を行う。 
 皇太子の外遊については、特に 1990 年代以降多くの研究蓄積があり、様々な視角で論じ
られている2。本稿で検討するマスメディアと政府当局との関係について言えば、①「マス
コミが大動員」され「一種の大衆操作」3を行った（鈴木正幸）、「多様なメディアを導入…
…「開かれた皇室」像というものをアピール」4（横山孝博）したと、比較的当局によるメデ
ィアの利用を強調するもの、②各メディアの拡大の機会でもあり、それがナショナリズム高
揚に寄与し「宮中側によっても歓迎すべきこと」5で（波多野勝）、政府や宮内省としては「報
道規制を一部緩和」して「皇室の威信回復とイメージアップ」を意図し、メディアの側は「販
売の拡張と業界のステイタスの上昇」6と両社の関係を指摘するもの（坂本一登）、③これら
を受け、当初より政府・宮内省とメディアの思惑が一致していたわけではなく、「不敬」な
取材をしかねない外国メディアへの対応こそ意識されても、日本メディアに対しては供奉
員が「しだいに自由な取材を許すようにな」り、それが「皇太子の意向でもあった形跡すら
ある」7と指摘する研究がある（梶田明宏）。また、④この時期に新しいメディアが導入され、
行幸啓を「追体験」することが可能になったとの指摘もある8（原武史）。 
本章では、③の見解を引き継ぐ形で、どのような経緯で政府・宮内省とメディア間のいわ
ば共存関係が構築されるに至ったのかを、当時増加する傾向にあった新聞における写真記
事について撮影規定を参照し9、また活動写真の撮影や上映にも触れながら検討する。 
123 
 
以下、外遊決定までの経緯と外遊の概要、外遊以前の撮影規定と外遊時の緩和の経過、外
遊期間中に掲載・上映された写真や活動写真とその受容を含めた諸相を述べていく。 
 
第１節 外遊決定までの経緯と外遊の概要 
 
外遊の決定まで 
この時期は、第一次世界大戦の終結後にヨーロッパの君主制が相次いで廃止されたほか、
ロシア革命の影響もあり、日本国内での不敬事件も増加の傾向にあった10。この世界的な影
響を受けた状況で、政府・宮内省が直面していた問題の一つとして大正天皇の病状の悪化が
ある。天皇は 1918 年頃から各行事の欠席が相次ぎ、1919 年には初めて病状（実際の病名
とは異なる内容）が一般に発表されている。加えて、皇太子の教育、特に社交的な意味での
成長に対する懸念が元老や政府関係者に共有されつつあった。同年に行われた成年式の祝
宴で皇太子は「着席遊ばされたるのみにて何も御話しされず、何か御話し申上ても殆ど御応
答なき状態」で、枢密顧問官三浦梧楼が教育を担当する浜尾新東宮大夫に対して「箱入り御
教育の結果なりと大声叱咤」したほどであった11。 
病状悪化に伴う天皇による執務の困難と、その代役として皇太子が前面に出ざるを得な
い状況が想定されるなか、この事態は危機として認識されていた。これに対応し皇太子の教
育を刷新する意図でこの頃から若手宮内官により外遊が発案され、原敬首相や元老の山縣
有朋・西園寺公望らがこの案を推進した。浜尾や石原健三宮内次官が反対し皇后も難色を示
していたが、最終的には態度を変化させていく。「宮中某重大事件」の影響で決定は先送り
になるが、1921 年１月に松方正義が皇后に奏上、同意を得て正式に３月からの外遊が決定
された12。 
 
旅程と随行員 
 前述の通り、外遊の正式な決定は出発の２ヶ月前であった。事前の調整はこれ以前から行
われていたが訪問先は出発までには確定せず、二転三転を経て全て確定したのは外遊出発
後、それもイギリス到着後であった。２月には香港やシンガポールなどのイギリス領各地を
経由しつつ、イギリス・フランス・オランダ・スペイン・スイス・イタリアを訪問、復路に
イギリス領マルタを経由するという案が出されていたが、出航前日の３月２日にイギリス
以外の訪問を全て撤回、３月３日の出航時にはイギリスのみの訪問の予定となった。その後
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の調整でイギリス・フランスの２国となり、次いで紆余曲折がありベルギー・オランダ・イ
タリアの訪問が追加で決定された13。 
旅程は次の通りである。 
 
〈往路〉 
 3 月 3 日 横浜出港 ～ 3 月 6 日 沖縄着（同夜帰艦） ～ 3 月 10 日 香港着（13 日発）
～ 3 月 10 日 シンガポール着（22 日発） ～ 3 月 28 日 コロンボ〔スリランカ〕着
（4 月 1 日発）～ 4 月 15 日 スエズ着 ～ 4 月 17 日 ポートサイド着（18 日カイロ
訪問、21 日発） ～ 4 月 24 日 マルタ着（26 日） ～ 4 月 30 日 ジブラルタル着（5
月 3 日発）  
〈イギリス〉 
5 月 9 日～30 日  9 日 公式晩餐会（バッキンガム宮殿） 10 日 ウィンザー城 
11 日 ロンドン市歓迎会、英国皇太子晩餐会 13 日 皇太子主催晩餐会（日本大使
館） 14 日 オックスフォード大学 15 日 英首相主催午餐会 16 日 海軍大学校 
17 日 陸軍大学校、林大使主催晩餐会 18 日 ケンブリッジ大学 19 日 エジンバ
ラ市長主催晩餐会 21 日 アソール公邸ブレア城滞在 23 日 アソール公主催晩餐
会 24 日 マンチェスター市長主催晩餐会 26 日 ロンドン、日本協会歓迎晩餐会 
27 日 イートン・カレッジ、日本人会園遊会 29 日 ゴルフ観戦（アディントン）  
〈フランス〉 
5 月 30 日～6 月 10 日  1 日 大統領主催午餐会（エリゼ宮）、答礼晩餐会（日本大
使館） 2 日 無名兵士の墓、エッフェル塔、石井大使主催晩餐会 3 日 ルーブル博
物館、砲兵学校 4 日 ナポレオン百年祭 6 日 日仏協会午餐会、大使主催晩餐会、
オデオン座観劇 7 日 東久邇宮主催午餐会、大使主催晩餐会 8 日 ヴェルサイユ宮
殿、オペラ観劇 
〈ベルギー〉 
6 月 10 日～15 日  10 日 公式晩餐会（王宮） 11 日 戦跡視察、ブリュッセル市
長主催歓迎夜会 12 日 ワーテルロー古戦場視察、皇太子主催晩餐会、ホテル泊 13
日 西部戦線跡視察 14 日 安達大使主催晩餐会（アントワープ） 
〈オランダ〉 
6 月 15 日～20 日  15 日 公式晩餐会（王宮） 16 日 王室と会食、外相歓迎夜会
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（ハーグ） 17 日 女王主催送別会 18 日 動物園、田村公使主催晩餐会（スヘフェニ
ンゲン） 19 日 皇太子晩餐会 
〈フランス〉 
6 月 20 日～7 月 9 日  21 日 地下鉄乗車 23 日 ストラスブール大学、ライン下
り 24 日 戦跡視察 25 日 戦跡（ヴェルダン）視察 26 日 競馬場 27 日 スペ
イン国王謁見 28 日 スペイン大使館午餐会 29 日 戦跡（ソンム）視察 30 日 陸
相官邸で午餐会 7 月 1 日 陸軍士官学校・飛行場視察 2 日 ゴルフ、観劇等 3 日 
戦跡（ポンペル）視察 4 日 騎兵学校 5 日 ゴルフ、水道工事視察、陸相を招待し
て晩餐会 6 日 大統領会見、皇太子主催慰労会 7 日 トゥーロン着 8 日 晩餐会 
〈イタリア〉 
7 月 11 日～7 月 9 日  11 日 ナポリ着 12 日 ローマ着、公式晩餐会（王宮） 13
日 晩餐会（日本大使館） 14 日 古代遺跡見学、晩餐会 15 日 バチカン訪問 16
日 チェコスロバキア大統領と会見、晩餐会（クイリナーレ宮殿） 17 日 ナポリ着、
鎮守府司令長官主催午餐会、留別晩餐会 
〈復路〉 
7 月 18 日 ナポリ発 ～ 7 月 22 日 ポートサイド発（23 日発） ～ 7 月 24 日 スエズ
着（26 日発） ～ 7 月 30 日 アデン〔現イエメン〕着（8 月 1 日発） ～ 8 月 9 日 コ
ロンボ着（11 日発）～ 8 月 9 日 コロンボ着（同日発） ～ 8 月 21 日 カムラン湾〔ヴ
ェトナム〕着（25 日発） ～ 9 月 2 日 千葉県館山着 ～ 9 月 3 日 横浜着 
〈帰国後の主な日程〉 
9 月４～７日 日光田母沢御用邸 9 月 8 日 新聞代表者 16 名賜謁・明治神宮行啓・
東京市奉祝会（日比谷公園）・東京市連合青年団奉祝会（同） 9 月 9 日 伊勢神宮へ
向け出発、静岡御用邸泊・提灯行列観覧 9 月 11 日 伊勢神宮 9 月 12 日 神武天
皇陵・橿原神宮・春日大社 9 月 13 日 伏見桃山御陵・京都市奉祝会・下鴨神社・上
賀茂神社・石清水八幡宮 
 
主な随行員は次の通りである。 
 
［供奉員］《下線は外遊推進若手宮内官／○講 は帰国後活発な講演活動／○誌 は『皇太子殿下御巡遊
日誌』（1924 年）の実質的編者／○記 は『皇太子殿下御外遊記』（1925 年）著者》 
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珍田捨巳（供奉長、宮内省御用掛）／奈良武次〔日記〕（東宮武官長）／三浦謹之助（宮内省
御用掛）／入江為守〔写真師謁見に便宜〕（東宮侍従長）／土屋正直（東宮侍従）／西園寺八
郎（式部官）／山本信次郎○講（東宮職御用掛）／戸田氏秀（東宮主事）／亀井茲常（東宮侍
従、病のため 7 月 9 日まで）／高田寿（侍医、病のため 4 月 17 日まで、帰国中死去）／沢田
節蔵○講○記 〔回顧録〕（外務書記官）／及川古志郎（東宮武官）／浜田豊城（東宮武官）／二
荒芳徳○講○誌○記 （宮内書記官）／竹下勇（海軍中将、4 月 25 日から）／八田善之進（侍医、
4 月 26 日から） 
［随伴］閑院宮載仁〔写真に関する発言あり〕 
［御召艦］香取（漢那憲和艦長〔沖縄出身で沖縄寄港の一因〕） ［随行艦］鹿島 
 
新聞記者の随行と活動写真の撮影 
 この外遊では、出港時にメディア各社が報道体制を敷いたほか、新聞社４社が特派員を派
遣して活発な取材を行っている。後に述べるように、航海中の「御召艦」香取・「随行艦」
鹿島（以下「」を省略）に同乗しての取材活動は許可されなかったため、他の商船などで寄
港地に先回りするなどして活動を行った。また、香取・鹿島の乗組員を艦内での様子を文章
で知らせる通信員として各社が委嘱している。 
 このほか、活動写真の撮影が行われたことが知られている。出航時に大阪毎日新聞・東京
朝日新聞・松竹キネマ・日本活動写真株式会社が撮影や上映を行っている。大阪毎日や東京
朝日では、現地で撮影された活動写真のフィルムを日本に輸入しその上映を行っている。 
  
第２節 天皇・皇族に対する撮影規定と外遊時における緩和 
 
外遊以前までの撮影規定 
 
1913・1916 年における撮影規定 
先に触れた通り、天皇・皇后・皇太子を行幸啓時に撮影する際の規定は、外遊以前では
1913（大正２）年・1916 年のものが存在している14。これらは警備を担当する内務省警保
局と宮内省との協議で決定され、警保局長によって全国の庁府県長官宛に依命通牒されて
いる。 
1913 年の規定が定められる経緯は第２章第 1 節で詳述した通り、大正天皇が明治天皇の
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墓所である桃山陵を参拝した際に起こった「盗撮」事件が直接的契機であった。この時定め
られた内容は、「行幸啓ノ鹵簿撮影ノ義ハ不敬ニ渉ラス取締上差支無之限リハ絶対ニ之ヲ差
止ムルノ限ニ在ラサルコト……御徒歩ノ節ハ絶対ニ御撮影不致事ニ致度（御乗馬ノ節モ可
相成仝様ニ致度）……新聞紙等ニ其ノ 御写真ヲ掲載セサル様社主等重立者ニ対シ予メ御
注意」15と、鹵簿（行列）の撮影は容認されるが、徒歩や乗馬の場合は撮影を禁じ、撮影さ
れた場合には掲載しないよう事前に注意をするということが示されている。 
この３年後の 1916 年には、内務省から宮内省に対し照会があり、1913 年の規定では警
備上「実際ニ臨ミ執行上疑義」を生じるとし、馬車・人力車の場合は当時普及していた「軽
便写真器」での撮影は容認するよう求めた（但し、活動写真はどのような場合にも許可しな
い）16。宮内省側はこれを容れ、提案通りの通牒が警保局から出された17。 
 
1910 年代後半の状況 
関連して、1921 年の外遊の緩和に至るまでの状況を知る手がかりとして、1918 年の衆
議院請願委員会での議論を見ておきたい。この請願は「新聞雑誌等ニ 御真影奉掲取締ノ件」
と題され、当時増加していた天皇らの写真が掲載された新聞・雑誌が、読み終えられた後に
粗末に扱われることや用紙の再利用に対し取締りを求める内容で、同様の請願は多く出さ
れている。政府委員として答弁に立った内務省警保局長永田秀次郎18は、次のように回答し
ている。 
 
本請願ノ趣旨ハ、……新聞雑誌ニ 御尊影ヲ奉掲スルコトハ、相当ノ取締ヲ設ケテ禁ジ
テ貰ヒタイト云フノデアリマス……斯ノ如キ敬虔ノ念ニ富メル請願ノ現レルト云フコ
トハ、政府ニ於テモ恂ニ同感ヲ表スル所デ御座イマス、併ナガラ此請願ノ趣意ヲ直チニ
採用スルト云フコトニ付キマシテハ、余程考慮ヲ要スベキ事デアラウト考ヘルノデア
リマス……近時文運ノ発達ニ伴ヒマシテ、新聞雑誌ノ記事モ非常ニ沢山ニナリ、且ツ普
及致シテ居リマスル、随テ是等ノモノヲ通ジテ尊王愛国ノ精神ヲ鼓吹スルト云フ事ハ、
恂ニ良方法デアラウト考ヘラレマス、随テ新聞雑誌ニ 御尊影ヲ奉掲スルト云フ事ハ、
即チ国民ヲシテ、普ク皇室ニ対シテ尊敬ノ念ヲ喚起セシムルコトニ付テ、効果ノアルコ
トト考ヘマス19 
 
これを「敬虔ノ念ニ富メル請願」で、「政府ニ於テモ同感」であるとしつつも、新聞・雑
128 
 
誌の写真は「国民ヲシテ、普ク皇室ニ対シテ尊敬ノ念ヲ喚起セシムルコトニ付テ、効果ノア
ルコトト考ヘマス」と発言している。 
天皇や皇族の写真を掲載することは、それが粗末な扱いを受ける可能性を持つことでは
あるもが、それよりも掲載することによる一般に向け皇室の宣伝を行うという、当時の社会
状況に対応するという意味を重視するということである。この論理は、同様の請願が出され
る度に繰り返し政府委員が答弁する際の形式となっていく20。 
外遊前年の 1920 年には、天皇らの写真（「御真影」の複写物を含む）に関する取り扱い
に関する取締方針定めた「御肖像ニ関スル件依命通牒」が警保局から出されている。 
 
御肖像ニ対スル一般民衆ノ心得方ニ付テハ明治三十一年当省諭告ノ次第モ有之其後地
方官会議ノ際ニ於テ別紙ノ通指示相成候義モ有之候処近来新聞雑誌其ノ他出版物ノ数
著シク増加シ従テ行幸行啓御成又ハ大祭祝日等ノ際之ニ掲載セラルヽコト亦頗ル多ク
是レ実ニ新聞紙其ノ他ノ出版物ニ依リ 皇室ノ御近況ヲ普ク一般ニ紹介シ尊敬ノ念ヲ
深カラシムルニ外ナラサルヘク候処頒布ノ数多キニ伴ヒ民衆中不知不識之カ取扱ヲ粗
略ニシ御肖像ノ掲載アル新聞紙類ヲ商品其ノ他ノ包装ニ供シ又ハ之カ出版物ヲ露店ニ
於テ販売スル者之レナキニアラス為ニ本件ニ付相当取締法規ノ制定ヲ希望候者有之候
ハ遺憾ニ堪エサル次第ニ有之候元来本件ノ行為ニ対シ法規ヲ制定シ処罰ヲ以テ之ニ臨
ムカ如キハ最モ望マシカラサル所ナルニ依リ従来諭告又ハ公衆ノ多数会同ノ機会ヲ利
用シ懇篤説示シテ之カ取扱ヲ粗略ニセス又不敬ニ渉ルコトナカラシムルノ趣旨ヲ徹底
セシムルノ方針ヲ採リタルモノニ有之固ヨリ本件ニ付テハ平素ニ於テ相当御配慮相成
候義ト存候得共前顕新聞紙其ノ他出版物ノ増加ニ伴ヒ此際従来ニ於ケル当省諭告及ビ
指示等御参酌ノ上貴管下全般ニ諭告ヲ発セラレ以テ民衆ニ注意ヲ与ヘ尚警察官吏ヲシ
テ露店ニ於テ販売スル者ハ勿論其ノ然ラサルモノト雖モ店頭ニ於テスル等露店ニ於ケ
ルモノト相択ハサル場合ニ於テハ懇篤周到ニ旨ヲ諭シ彼是相待テ苟モ御肖像ニ対シ不
心得ノ挙措ニ出ツルコト無之様特ニ御配慮相煩度候21 
 
ここでは、「新聞紙其ノ他ノ出版物ニ依リ 皇室ノ御近況ヲ普ク一般ニ紹介シ尊敬ノ念ヲ
深カラシムルニ外ナラサル」と、同様の論理が示され、「法規ヲ制定シ処罰ヲ以テ之ニ臨ム
カ如キハ最モ望マシカラサル」とし、これを逸脱する場合には「懇篤周到ニ旨ヲ諭」すとさ
れている22。 
129 
 
外遊以前の撮影規定、請願委員会での警保局長の発言、写真の取り扱いに関する規定を見
ると、行幸啓時の警備を担当している内務省警保局からの照会に対応する形で規定が緩和
される傾向にあることが確認できる。1916 年には「実際ニ臨ミ執行上疑義」があるという
ことを理由として緩和を提案しており、1918 年の衆議院請願委員会での警保局長の答弁で
は「皇室ノ御近況ヲ普ク一般ニ紹介シ……」という目的で新聞や雑誌への天皇らの写真掲載
を認めていく傾向にあることがわかる。外遊以前の時期においても既に緩和への流れがあ
ったとも考えられよう。 
 
1921 年外遊時における規定の緩和 
政府・宮内省当局の当初のメディア認識 
 繰り返し述べている通り、外遊は皇太子の教育を目的として企図されたもので、この計画
を推進する理由としてメディアを利用して皇太子の人格や容姿を広く知らせるということ
が目的として明確に意図されていたとは考えにくく、史料上にも現れていない23。外遊の一
部に同行取材した報知の御手洗辰雄は「初め我等がお召艦便乗を出願した時頑固に反対し
たのは最も新しかるべき宮中の某大官であると言ふ事を聞き、記者は此の御旅行中に於け
る供奉員の態度を忖度し一方ならず恐れをなしたものである」24と後に述べ、大阪毎日の加
藤直士も「今後再び斯の如き御企てのある際には万障を排して必ず新聞記者の艦船陪乗を
差許されたき」25と外遊中に掲載された署名記事で主張している。これらはいずれも出先で
の随行員らの行動に対する不満を示すというよりも、政府・宮内省当局に向けられたもので
ある。 
随行した奈良武次の日記では２月 24 日条に「新聞記者随伴問題も決定せざるも大体随伴
せず」とある。出航の直前まで調整が続いていたものの、結果としては「某大官」のような
存在があり、記者の便乗は許可されなかった。一方で外国のメディアに対する警戒は念頭に
入れていたようである26。 
 
メディアによる積極的な取材申請 
 外遊にあたって、日本のメディア各社は様々な形で積極的に取材の申請を行っている。先
述の通り、御召艦・随行艦への記者の同乗取材は出航の直前期まで当局で検討がなされた形
跡がうかがえるものの結果としては許可されず、各社とも民間船を使用するなどし、追跡や
先回りをして寄港地や訪問先などで取材を行っている。先に触れた通り朝日や時事のよう
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に乗組士官に対して通信による寄稿を委嘱している例も見られる。活動写真の例では、各社
とも出港時の撮影の許可を申請している27。大阪毎日では、官報で外遊が正式に発表された
当日に海軍に対して次のような撮影許可申請を提出している28。 
 
   皇太子殿下御外遊中の御模様御撮影の活動写真映画複写方御願 
   
東宮殿下には近く欧州各国御見学の為め御出発被遊候由就ては当日東宮御所御出発よ
り御召艦香取に御乗艦までの御模様を本社活動写真班に於て謹写し之を別紙の如く目
下内務省協賛各府県後援の下に関西各地に於て開催中の本社主催民力涵養活動写真講
演会にて謹写し一般民衆に此空前の御盛事を周知せしめたき希望に御座候右御許可相
成度奉願上候 
尚御外遊中の御模様は御随伴の活動写真班に於て絶へず御撮映の上 
両陛下の御覧に供せらるゝ趣仄聞仕候に付之亦御出発の御模様謹写と同しく本社活動
写真講演班に於て映写弘く国民に御外遊中の御有様を知悉致させ度く奉存候間何卒右
映画の複写方御許可相願度候尤も複写に要する費用其他に就ては御示命を遵守可仕候
29 
 
 この文書には「追伸 本書出願の主旨は宮内、内務両大臣にも申出置き候」とあり、宮内
省の東宮大夫宛に 2 月 25 日に既に提出された願書の写しが添付されており、早い時期から
関係する各部局に対して繰り返し取材許可を求めて動いていたことがわかる。また、松竹キ
ネマが海軍の艦船に便乗撮影を申請して許可されている30。 
このほか、大阪毎日などはヨーロッパの映画会社に活動写真の撮影を依頼し、日本国内で
の上映を行っている。特に大阪毎日は、その活動写真を天皇・皇后の「天覧」を実現するよ
うに交渉を行い、後述するように御用邸での上映を実現している31。 
皇太子の帰国後の９月８日には新聞業界の関係者が皇太子との面会を許可されているが、
この件も、業界の積極的な動きにより実現している。牧野の日記の８月 17 日条には次のよ
うな記述がある。 
 
一、山川、町田〔忠治〕 、新聞代表者として入来に付、小生無線の通じたる上なら
では何事も断言出来ず、然し食事に御臨みの事は六ケ敷、此には種々例もある事なれば
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なり、然し諸君の熱誠なる奉迎の意味の徹底する事に何とか考へたしと述ぶ。彼曰く、
食事は成程六ケ敷いかも知れず、然し其方法に付概略にても承はりたし、全国に通信す
る必要もある次第なり云々。小生斯ふ云ふ事は兎角行違を生ずるに付、一応伺定の上な
らでは内意丈けにても口外を憚るなり、且つ何れにしても、何百人と云ふ事は何れの道
不可なり、何れ代表者と云ふ様な形にて限りある人員に定むる事必要なるべし、要する
に諸君の誠意ある奉迎の趣旨の徹底する様、宮内大臣におゐて考慮中と云ふ事にして
置かれたし。 
彼曰く、了解せり、然らば何とか御沙汰あるまで、何事も通知せざる事に致し置くべ
し、併東京市の歓迎より可成遅くれざる事に願ひたしと32。 
 
新聞社各社の代表として山川・町田の２人の人物が牧野を訪ねている。町田は報知新聞の
社主の町田忠治である。訪問の目的は皇太子の帰国後に新聞業界の関係者と皇太子の面会
の機会を設けるよう交渉することであった。これに対して牧野は、御召艦と無線での通信が
できない状況にあるために返答ができないということで言質を取られまいとしつつ、結果
としては「考慮中」としている。山川と町田の態度は積極的に見え、日記の記述からははじ
めは皇太子との食事の機会を設けることや、「何百人」もの参加者による催しを提示してい
たようである。 
 
政府当局での議論の過程と緩和へ向かう論理 
このような状況で、外遊中の７月には内務次官小橋一太から宮内次官関谷貞三郎宛に以
下の照会がなされている。 
 
天皇 皇后両陛下 行幸啓ノ節ハ御馬車ノ場合又 
皇太子殿下 行啓ノ節ハ御馬車若ハ御人力車ノ場合ニ限リ軽便写真器ニ依リ不敬ニ渉
ラサル様且ツ出来得ル限リ目立タサル方法ニテ撮影申上候ハ差止ムヘキ限ニ在ラサル
モ御徒歩及御乗馬ノ場合ハ縦合軽便写真器ニ依ルト雖絶対ニ撮影不相成殊ニ活動写真
ニハ 行幸啓又ハ各官殿下御成ノ節如何ナル場合ニ於テモ撮影申上候事相成ラサルコ
トニ取計居寓一拝■人中取締ノ視線ヲ脱シ御徒歩又ハ御乗馬ノ場合ヲ撮影申上候者有
之候モ新聞紙等ニ掲載セサル様社主若ハ重立者ニ注意致居候■従来ノ事例ニ徴スルニ
往々掲載候モノ有之候ハ取締上遺憾ニ存居候義ニ有リ之然ルニ先頃 
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皇太子殿下御渡欧ノ際御出発ノ御模様ヲ活動写真ニ謹写義特ニ御許可相成又御渡欧中
彼地面ニ於ケル御徒歩ノ御写真又ハ活動写真ヲ内地ニ輸入シ新聞紙之ヲ掲載シ又活動
写真ノ映出ヲ黙許シ候事ト相成旁々従来ニ於ケル取扱振ヲ続行候義ハ執行上彼是矛盾
ヲ生シ望マシカラサル義ニ有之本件皇室ノ御近況ヲ普ク一般国民ニ紹介候義ハ国民ノ
齊シク希望スル所ニ可有之候存候フノミナラス一層尊敬ノ念ヲ深カラシムルコトニモ
可相成ト被存候間御差支無之候ハヽ今後御徒歩又ハ御乗馬ノ場合ト雖不敬ニ渉ラサル
限リ撮影申上候モ不問ニ差置候様致度又活動写真ニ撮影申上クル場合ニ於テハ予メ当
該取リ締マリ官憲ノ許可ヲ受ケ其指示事項ヲ厳守セシメ撮影申上候事ニ致度希望ニ有
之候間御詮議ノ上何分御回示相煩度候33 
 
ここでは、外遊の出発時の活動写真撮影を許可したほか、現地から輸送されて国内で掲
載・上映される「御徒歩」の写真・活動写真を「黙許」しているという現状認識が現れ、
このままでは取締の上で矛盾を来すと指摘している。続いて「皇室ノ御近況ヲ普ク一般国
民ニ紹介候義ハ国民ノ齊シク希望スル所ニ可有之候存候フノミナラス一層尊敬ノ念ヲ深カ
ラシムルコトニモ可相成」と、先に触れた衆議院請願委員会における内務省の政府委員に
よる答弁における論理と同様の文言が見え、写真の場合は「今後御徒歩又ハ御乗馬ノ場合
ト雖不敬ニ渉ラサル限リ撮影申上候モ不問ニ差置候様致度」とし、活動写真の場合は「予
メ当該取リ締マリ官憲ノ許可ヲ受ケ其指示事項ヲ厳守」34させるよう求めている。これを
受け、宮内省は８月15日に内務省の提案を受け入れる旨回答35し26日には以下のような通
牒を各地に発している。 
 
行幸啓又ハ御成ノ節鹵簿撮影其ノ他ノ件今後左記ニ拠リ御処理相成様致度右申進候也 
 追而本件ハ宮内省ト協議済ニ有之候間此義申添候 
記 
一、行幸啓ノ場合普通写真ニ付テハ其ノ方法不敬ニ渉ラス且ツ取締上支障ナキ限リ
御乗馬又ハ御徒歩ノ場合等ニ於テモ撮影差支ナキコト 
二、同上活動写真ノ撮影ニ付テハ予メ貴庁若ハ便宜当該警察官署ノ許可ヲ受ケシメ
撮影場所其ノ他必要ト認ムル事項ヲ指示シ其ノ条件ヲ遵守セシムルニ於テハ差支ナキ
コト 
三、天皇陛下 ニ対シ奉リテハ目下御静養中ノコトニ付行幸ノ節前記ノ条件遵守ノ
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上鹵簿以外ノ場合ニ於テハ仍従前ノ如ク普通写真活動写真トモ撮影ヲ許サヽルコト 
四、前各項ノ場合ニ於テ取締上必要アリト認メタルトキハ写真班ノ数ヲ制限シ又ハ
撮影場所ヲ指定スル等適宜取締方法ヲ講セラレ度又特ニ指示スル場合ニハ撮影ヲ許サ
レサルコトニ致度コト 
五、皇子殿下ハジメ各皇族王族御成ノ場合ニ於テハ特ニ指示スル場合ヲ除クノ外ハ
普通写真活動写真共不敬ニ渉ラス且取締上支障ナキ限リ差支ナキコト但シ御身辺ニ追
随若ハ接近スル等不謹慎ノ挙措ニ出スルコトナキ様注意セラレタキコト 
六、二階其ノ他ノ高所ヨリ撮影申上クルモ差支ナシト雖モ此ノ場合ニ於テハ取締上
十分ナル注意ヲ払ヒ撮影者ニ於テ不敬ノ挙措ニ出スルコトナカラシメ若シ必要アル場
合ニハ撮影ヲ差止ムル等便宜適当ノ措置ニ出テラレタキコト 
七、以上撮影申上ケタルモノヲ新聞紙其ノ他ノ出版物ニ掲載スルハ支障ナキコト36 
 
この通牒は、「御徒歩」「御乗馬」の撮影を認める内容となっている。これまで徒歩や乗
馬時の撮影を禁じ、皇太子が人力車に乗っている場合も軽便写真器での目立たない撮影の
みが許されていたのに比べて大幅に緩和された内容である。これは皇室とメディアをめぐ
る関係のなかでも大きな転換点であると言ってよいだろう。 
この転換は、1916年の規定が定められる際の内務省警保局からの警備上の困難、そして
増加する皇室関係の写真記事を掲載した出版物に対し、粗末な取扱を受けることのリスク
を認識しつつも、皇室関係者の行動を伝達する点を重視する答弁があり、外遊にあたって
数多くの現地で撮影された写真が国内で流通する状況に対して追随的に行われたと言え
る。 
 
外遊からの帰国時における対応 
実際に帰国時の横浜到着時における対応を見てみると、宮内省では７月から協議が行わ
れている。この時の会議資料と推定される文書には「別紙内務省照会参照」37とあるため、
前述の内務省からの照会がこの時に配布されたものと考えられる38。この会議における議事
は以下のようなものである。 
 
一 活動写真機及普通写真機ニ依ル撮影許可ノ範囲 
（一）活動写真許可ノ条件 
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 イ、数ノ限定 
 ロ、場所ノ指定（艦上、波止場、プラツトホーム、駅前、鹵簿） 
 ハ、検閲ノコト 
（二）普通写真ノ取締 
 イ、撮影ノ場合ニ制限ヲ設クルノ可否（艦上、波止場、プラツトホーム、駅前、鹵
簿） 
 ロ、マグネシユームノ使用ヲ許可スルノ可否 
 ハ、写真班ニ属セサル各箇人ノ撮影ニ対スル取締 
ニ、海上ビルデイング、駅ノ楼上等高所ヨリ撮影ヲ許可スルノ可否 
別紙内務省照会参照39 
 
これに対して、以下のように決定されていることが確認できる。 
 
一 活動写真及普通写真機ニ依ル撮影許可ノ範囲 
 （一）活動写真許可ノ条件 
 イ、写真班ノ数ハ原則トシテ制限セサルコト 
 ロ、軍艦上ノ撮影ハ海軍省ト、其ノ他ハ内務省ト協議ノ上決定スルコト 
 ハ、検閲ヲ行フコト 
 （二）普通写真ノ取締 
 イ、撮影ノ場合ニ付イテハ軍艦上ニ於テハ五機以内ニ制限シ且ツ成ルヘク写真通信
ニ限定スルコトニシタシ 
 プラツトホームニ於テモ同様トス 
 ロ、マグネシユームノ使用ハ之ヲ禁スルコト 
 ハ、個人ノ撮影ハ御通過御途中鹵簿撮影ハ差支ナキモ其ノ他ノ場合（例エハプラツ
トホーム）ニ於テハ差止ムヘキコト尤モプラツトホームニ於ケル個人撮影ノ如キハ
事実トシテ現ハレサルヘシ 
ニ、海上ビルデイング等高所ヨリ撮影スルコトハ内務省側ニテ取締上支障ナシトセ
ハ放任シテ可ナラン40 
 
活動写真に関しては「〔撮影者の〕数ノ限定」「場所の指定」「検閲ノコト」について協議
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され、決定事項では、それぞれ「原則トシテ制限セサル」「軍艦上ノ撮影ハ海軍省ト、其ノ
他ハ内務省ト協議」「検閲ヲ行フ」41と決定されている。事業者による撮影の希望には可能な
限り応えつつも、検閲は行うという方針を採っていると言えよう。 
スチル写真については、撮影ノ場合ニ制限ヲ設クルノ可否「マグネシユームノ使用ヲ許可
スルノ可否」「写真班ニ属セサル各箇人ノ撮影ニ対スル取締」「高所ヨリ撮影ヲ許可スルノ可
否」42が検討され、「軍艦上ニ於テハ五機以内ニ制限シ且ツ成ルヘク写真通信ニ限定……プ
ラツトホームニ於テモ同様」「マグネシユームノ使用ハ之ヲ禁スル」「個人ノ撮影ハ御通過御
途中鹵簿撮影ハ差支ナキモ其ノ他ノ場合……ニ於テハ差止ムヘキコト」「高所ヨリ撮影スル
コトハ内務省側ニテ取締上支障ナシトセハ放任シテ可」43と決定されている。軍艦に乗り込
んでの取材、及び駅プラットフォームでの取材については一定の制限を設けているものの、
高所での撮影も認めるなど、概ね取材側及び鹵簿を見学する一般撮影者の要望に対応する
形となっている。 
このほかにも記者会見に近い形式の「御高見拝聴」が初めて宮内省内で行われるなど44、
メディアに対する宮内省の方針はこの時期に変化した例は多い。 
 
第３節 外遊時における視覚メディア 
 
新聞における報道―特派員・供奉員・外国メディア― 
新聞における外遊報道は、記者を派遣した大阪毎日新聞（東京日日新聞）・東京朝日新聞
（大阪朝日新聞）・時事新報・報知新聞（イギリス上陸後のみ）では記者による原稿が電信
により掲載されたもの（電信のため距離により数日遅れで掲載）、また同行していたカメラ
マンが撮影した写真が輸送されて掲載された（滞在先が遠方になるにつれ、数週間遅れで掲
載）。現地で撮影した写真がない場合は、訪問先の風景などが撮影されているストック写真
が使用されている例も見受けられる。このほか、各社ともにロイターや国際通信社といった
通信社の配信による記事を織り交ぜて紙面作りを行っている。以下、特派員を派遣している
メディアを中心に、旅程ごとに紙面の特徴を確認する（各紙名は略記する）。 
 
①出発―沖縄訪問 
 ３月３日の出発時は、特派員を出していないメディアを含め活発な取材が行われている。
この時に最も活発な報道を展開しているのは大阪毎日（及び東日）である。大阪毎日では見
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開き２頁にわたって 11 枚の写真を掲載する特別編成を組んでいる。この記事には、皇太子
らが御召艦に乗り込むために桟橋を歩く様子を遠方から撮影したものが含まれている（図
１）45。どの人物が皇太子であるか明確なものではないものの、国内の段階で規定を逸脱す
る写真が掲載されていることがわかる。次いで３月６日の沖縄訪問時を見ると、出発時と同
様に全面を利用した記事 13 枚の写真を掲載している（図２）46。この記事には撮影規定で
「軽便写真器」に限って撮影が許されている人力車に乗った皇太子の写真があり、この場合
も規定を逸脱する内容の記事作りとなっている。沖縄への訪問は事前に調整がされていた
形跡はあるものの、一般に公表されたのは出航の後であった47。本土メディアで沖縄取材を
行っているのは大阪毎日だけであり、事前に沖縄訪問の情報を何らかの方法で入手してい
た可能性が高い。大阪毎日以外の写真記事を見ると、読売新聞では出発時に桟橋を歩く皇太
子や供奉員たちの写真（但し遠距離からの撮影でどの人物が皇太子かはわかりにくい）を掲
載しており、東京朝日（図３）や時事では鹵簿や御召艦のロングショットが主で、概ね撮影
規定の枠内に収まる内容となっている。 
 
 
図 1 「東宮御出発画報 本社写真班謹写」、 
『大阪毎日新聞』1921 年 3 月 5 日付朝刊、10～11 面。 
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図 2 「東宮琉球御上陸画報」、『大阪毎日新聞』1921 年 3 月 12 日付朝刊、10～11 面。 
 
 
図 3 「御召艇岸壁を離れ香取に向ふ」、『東京朝日新聞』1921 年 3 月 4 日付夕刊、1 面 
 
②往路 
皇太子一行は、沖縄を出ると香港・シンガポール・コロンボ（セイロン島）・ポートサイ
ド（エジプト。スエズ運河北端）・カイロ・ジブラルタル・スピットヘッド（イギリス。ポ
ーツマス港外の投錨地）を経由し、イギリスへと向かった。この期間は、取材にあたって出
先の供奉員の判断のみで許可がなされていく時期である。 
日本を出て初めの寄港地である香港（３月 10 日着、13 日発）では、初めて御召艦に記者
やカメラマンが乗船しての取材が行われている。時事の小山清次特派員が乗船し、戸田氏秀
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東宮主事が取材に応対、皇太子の香港における感想が紙面に掲載されている48。東京朝日で
は、香取艦上で撮影した閑院宮の写真を掲載している（図４）49。御召艦上で写真が撮影さ
れた例はこれが最初のものである。 
 
 
図 4 「香取艦上の閑院宮 （右より二人目） 香港にて御撮影」、 
『東京朝日新聞』1921 年 3 月 25 日付夕刊、2 面 
 
続く寄港地のシンガポール（３月 18 日着、22 日発）では、より積極的に寄港中の艦上で
の取材が展開された。御召艦上での取材を大阪毎日（18 日・20 日）と時事（21 日）が行
っており、この時には両社ともに皇太子の写真を撮影し、後に紙面に掲載されている。大阪
毎日は、ヨーロッパでの取材経験があり珍田捨巳供奉長と面識のある加藤直士特派員が、到
着間もない 18 日と 20 日・21 日の計３回乗船取材を行っている。18 日の取材では、艦上
で珍田に接見、閑院宮・皇太子との謁見を行っている。皇太子からは「御頷き」のみであっ
たが、閑院宮から大阪毎日に対する謝意を受けているほか、シンガポールで購入した籐のス
テッキを献上している50。20 日は午後に御召艦に乗船し、加藤の求めに応じて、艦上での皇
太子の写真が初めて撮影されている51。この時の写真は６枚が大阪毎日紙上に掲載されてい
る。中でも３月 20 日に撮影された写真（図５）は、「余の同伴した写真師に対し両殿下の
背後に余（加藤特派員）を立たせ」52と、皇太子の発言で皇太子（左）・閑院宮（右）、後方
に加藤という構図となった。このように皇太子と他の皇族、そして新聞記者が同じ写真に写
され、それが新聞紙上に掲載されるという例は、外遊以前は勿論、外遊中・帰国後以降の時
期においても同様の例はほとんど見当たらない。この写真は、政府や宮内省本省の意向が直
接及ばない外国の停泊地での取材時であればこと撮影されたと言えよう。翌 21 日の取材に
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基づく記事にはこの写真を皇太子に渡したとあり53、皇太子と加藤特派員との良好な関係が
伺われる。時事も、御召艦・供奉艦に乗船しての取材を行い、２点の艦上で撮影された写真
が掲載されているが、記者がともに写真に収まるような例は見られない。東京朝日ではシン
ガポール寄港時には現地での写真撮影を行っていない。 
 
 
図 5 「本社に賜はりたる空前の光栄 香取艦上の東宮殿下、閑院宮殿下 御同写を忝うせ
る本社特派員加藤直士氏【三月廿日新嘉坡に於て】」、『大阪毎日新聞』1921 年 4 月 6 日付 
 
シンガポールの次の寄港地のセイロン島（３月 28 日着、４月１日発）では、東京朝日が
活発に取材を行っている。とりわけ４月 25 日の朝刊では、出発時・沖縄訪問時の大阪毎日
新聞のように全面を使用した記事作りを行っている。皇太子の徒歩を撮影した写真を中央
に配する 1916 年の規定を明確に逸脱する内容である54。時事でも写真を１枚掲載している
55。大阪毎日には紙面には写真は掲載されていない56。 
イギリス到着直前、ポーツマス港付近の投錨地であるスピットヘッドにおいて碇泊して
いた際には、イギリスを初めとして各国のメディアによる取材攻勢に対応する様子が伺え
る。ロンドン上陸の２日前の５月７日、御召艦にイギリスや日本メディアの記者やカメラマ
ンらが乗船しての取材が行われている。 
奈良武次は「日本記者三四名、英国新聞記者十余名来艦。写真班甲板上に数班来集……午
后三時十分甲板上に於て両殿下、供奉員、本艦乗組将校一同撮影せらる、写真班の希望に応
ぜるなり」57と日記に書き残し、この時取材にあたった東京朝日の名倉聞一は「『今写真を取
ママ
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るんださうですから、かうならびましやう』などの御声さへも聞かれた……自分も二三枚恐
るへ撮影し奉つたが、英国の写真師どもは増長して、やれ殿下の眼鏡に光線が反射するか
ら向を換へて下さいの、笑つてくださいのと……勝手なことを申上げる」58と記している。
この時に撮影された写真（図６59）を見ると、皇太子は眼鏡を掛けていない
、、、
。外遊にあたっ
て撮影された写真で皇太子が眼鏡をはずしているものはほとんど見られないため、イギリ
スのカメラマンによる眼鏡のレンズが反射するために角度を変えてほしいという求めに応
じた結果として、最終的には眼鏡をはずすことになった可能性が高い。 
 
図 6 『皇太子殿下御渡欧記念写真帖』4 巻（1921 年 7 月、大阪毎日新聞社） 
 
名倉の筆致からは、日本側から見れば「不敬」に違いないイギリスメディアの行動に対し
て反発を覚える一方で、それに乗じた形で取材を行う様子も読み取れる60。また、この時の
取材では皇太子の笑顔をとらえた写真が撮影された（図７）。この写真は大阪毎日、東京朝
日とも掲載していることから61、イギリスメディアが撮影したものを購入したと考えられる。 
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図 7 『皇太子殿下御渡欧記念写真帖』4 巻（1921 年 7 月、大阪毎日新聞社） 
 
この往路は、写真記事の作られ方という意味において、外遊全体で見られる重要な特徴が
既に提示されている。その要因の一つとして「入江侍従長が私に向かつて「此辺での事です
から特別の扱ひで」と仰せられて私の同伴した写真師を私の背後に立たせて共に拝謁を賜
るやうに取計られた……供奉員の或人々は些と夏蝿さく思つた向きもあつた様だつた」62、
「珍田供奉員に接見……伯は本社の努力と成功とを謝した」63、また「今回の供奉諸員の我
等に対する態度は実に気味悪い程の好意に満ち、啻に宮内官としてのみでなく日本官吏と
して破天荒な親密を示した」64と記者らが述べているように、随行員中の記者に対して友好
的な態度を取る人員の存在がある。必ずしも政府・宮内省内の全ての賛成が得られない中で
外遊を敢行したため、メディアを利用して支持を取り付ける意図があったとも考えられる。 
 
③ヨーロッパ滞在中 
 イギリス（５月９～30 日）を皮切りとして、皇太子一行はフランス（５月 30 日～６月
10 日、６月 20 日～７月９日）、ベルギ （ー６月 10～15 日）、オランダ（６月 15～20 日）、
イタリア（７月 11～18 日）を歴遊した。滞在中も、消息記事は電信（各社特派員・通信社
によるものを含む）により数日程度の遅れで日本の新聞に掲載されているものの、写真記事
はフィルムの運搬に時間がかかるため、約１ヶ月遅れでの掲載となっている。 
各紙面を見ると、大阪毎日新聞では 14 点、東京朝日新聞では 12 点、時事新報では 45
点、報知では 45 点、特派員を出していない読売新聞でも３点の現地で撮影された皇太子の
写真が掲載されている。全体の傾向としては滞在の長いイギリスとフランスでの撮影が多
142 
 
い65。これらの写真記事の特徴を簡単にまとめると、①乗り物の乗り換えなど移動の節目や
到着等にかかわり市街地を移動する機会、また到着等にかかわる歓迎行事等の様子を撮影
した内容のもの、②公式な行事という位置付けではないものの、滞在中に視察のために訪問
したさまざまな場所において撮影された内容の２種類に大別される。この中で特徴的な内
容のものでは、①に多いのは、ヨーロッパの王侯貴族や政治家等とともに皇太子が写り親交
を示すもの（特にイギリス王室関係者との写真が多い）である。また、②の訪問先として割
合が多いのは、特に軍事関係施設や第一次世界大戦のものを主とした戦跡のものである。こ
のほか工場など産業にかかわる場所、また博物館などの文化施設を訪問した際の写真もい
くつか掲載されている。 
 これらの写真は、例えば大阪毎日新聞は「本社倫敦支局謹写」66と明記している場合とそ
うでない場合があるように、各社が自前で撮影している場合と、現地メディアから購入した
ものを掲載していると推察される場合がある。例えば、５月９日にロンドンに到着し、皇太
子とイギリス国王が同車して移動する際の写真は、The Times に掲載されたもの（図８）67と
同じ写真が、大朝付録の「朝日グラヒツク」68に掲載されている（図９）ほか、６月２日に
パリでエッフェル塔を見学した時の写真は、時事（図 10）69と大阪毎日70の双方に掲載され
ているため、これも外国メディアからの購入による掲載である可能性が高い。また、往路ま
でで撮影されていた特徴である徒歩の写真も同様に多く掲載されている。 
 
 
図 8 The Times 1921 年 5 月 10 日付、9 頁 
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図 9 「朝日グラヒツク」『大阪朝日新聞』1921 年 7 月 3 日付、別刷 
 
 
図 10 「英国皇太子殿下―我東宮殿下と御同乗」、『時事新報』1921 年 9 月 8 日付 
 
 ④復路―帰国時―帰国後 
 復路は、７月 18 日にイタリアのナポリを出発し、９月３日に横浜港に到着するまで、ポ
ートサイド、スエズ、アデン、セイロン島、シンガポールに寄港しながら航海した。この間
については、往路と異なり寄港地での滞在期間も短く、各社とも往路のように追随しての取
材活動は行っていない。写真の撮影も行われていないため、写真記事も掲載されていない。 
 帰国にあたっては、先に述べた通り宮内省の事前の協議で、比較的撮影希望者の要望に応
える内容の方針が定められていた。その方針に従って立てられた横浜における取締に関す
る史料を見ると、活動写真の撮影では 21 名、スチル写真は 56 名に対して当日の撮影を許
可している71。また、活動写真・スチル写真ともに当日指定された岸壁上における撮影位置
は最前列を含む２箇所であり72、他に「海上」「御召車前」73が指定されている。撮影のため
の便宜が意図されたと言ってよいだろう。 
 新聞各社は、出発時よりも大きな規模で報道を展開している。大阪毎日は帰国に合わせて
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号外を発行しているほか、本紙においても帰国翌日の朝刊でも１面のほとんどを皇太子帰
国関係の報道に割き、上陸する様子の写真を掲載している（図 11）74。東京朝日も帰国当日
発行の夕刊（図 12）75で上陸の様子を報じ、翌日の朝刊では「東宮奉迎画報」と題して全面
写真の特集を組んでいる76。皇太子が上陸する際の写真を見ると、いずれも指定された最前
列の撮影箇所から撮影されたものと推定される。出港時に御召艦に乗り込む際の写真は遠
方から撮影されたものであったことと比べると、規定緩和が目に見える形で現れていると
考えてよいだろう。 
 
 
図 11 『大阪毎日新聞』1921 年 9 月 4 日付夕刊、1 面 
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図 12 『東京朝日新聞』1921 年 9 月 4 日付夕刊、1 面。 
 
 帰国後も、皇太子の日光田母沢御用邸訪問（９月４～７日）、東京市主催の奉祝会・新聞
代表者への賜謁（９月８日）、伊勢神宮や近畿地方への帰国奉告行啓（９月９～13 日）など
の外遊に関連した帰国前後の熱狂的な記事作りが継続して行われている。日光田母沢御用
邸訪問中の５日には、皇太子・淳宮（秩父宮）・高松宮・澄宮（三笠宮）の４兄弟が並んだ
写真（図 13）が撮影され、各紙に貸下げされて掲載されている77。これは宮内省当局がこの
時の状況に対応して出したものであると推察される。また、関西に行啓した際にも神社に参
拝した際に徒歩で退出する様子の写真（図 14）が掲載された。この後、皇太子時代から天
皇即位後を含めこのような写真が一つの定番となるが、これはその初期のものだと言える。 
 
 
図 13 『大阪毎日新聞』1921 年 9 月 9 日付夕刊、1 面 
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図 14 同前、1921 年 9 月 13 日付朝刊、7 面 
 
活動写真の輸送と上映―大阪毎日新聞を中心に― 
新聞メディアのほか、活動写真もこの外遊の状況を盛んに伝えた78。主体となったのは新
聞社による活動写真事業で、中でも外遊時に最大の規模で活動を行ったのは大阪毎日であ
った。 
大阪毎日新聞社の活動写真班は 1908（明治 41）年に創設された79。この事業は「通俗教
育の普及」80をその目的の第一として挙げているものの、社史に「活動写真を販売拡張の機
関とし……新聞に親しませる機縁を作り、販売政策の助けとなるを考へてゐた」81とあるよ
うに、新聞本紙の販売促進を最大の目的としていた。この時期の大阪毎日は「内務省協賛各
府県後援の下……民力涵養活動写真講演会」と題し各地を巡回、無料上映を行っていた82。 
皇太子の外遊は、このような販促活動を行っている同社にとって一大商機であったと言
える。外遊が内定すると直ちに日本国内での撮影許可へ願い出て83、そしてイギリスでの撮
影許可及び現地映画会社への撮影依頼、そして他社よりも速く日本にフィルムを輸送する
手配を行っている84。イギリスでの撮影を手配した背景には「わが本国において高貴の御姿
を活動写真に収めるには、煩雑なる手続きを要し容易ではないが締盟各国においての場合
はさまで面倒なことではあるまいと大阪毎日が最初に立てた想定」があり、５月８日・９日
のロンドン到着の様子を撮影している85。そのフィルムを通常の東回りではなく、カナダ経
由の西回りで送ることで最短日数での運搬を行い、６月６日には横浜港にフィルムが到着
している。 
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その到着したばかりのフィルムの最初の観客となったのは、他ならぬ天皇・皇后らであっ
た。これは、「予め宮内省と交渉して、直ちに天覧に供するため関税その他の手続き省略の
方法を講じ」たためであったという86。フィルムが到着した６日には「〔宮内庁〕関屋次官か
ら沼津御用邸におはす天皇皇后両陛下がお待兼ねである、早く傾向伺候せられよとの電話」
があり、７日に担当の小野賢一郎が沼津へ向かっている。到着すると書記官が「両陛下に奏
上した処早速映写せよと御下命」があったと伝え、映写を行っている。映写後には同じく書
記官から「両陛下が非常に御満足に思召された」ことを伝えられている87。このような「天
覧」上映はこの後に送られてきたフィルムが到着した際にも行われ、合計９回行われた88。
また、各皇族向けの上映も行われている89。 
この「天覧」上映があった翌日以降、大阪毎日（８班）・東日（２班）の各活動写真班が、
各地を巡回しての上映を開始している。大阪毎日はその配達地域を中心として大きく分け
て３回にわたり巡回、約６ヶ月にわたり合計 919 回の上映を行い、のべ 487 万 6750 人が
観覧したとされる90。規模は劣るが東京日日でも 66 万 6650 人以上が観覧している91。 
もともと国内では「如何ナル場合ニ於テモ撮影申上候事不相成候」（1916 年撮影規定）92
とされていた皇太子の活動写真撮影であったが、外遊を契機として出発時には国内でも限
定的に許可が出され、またヨーロッパにおいて撮影を敢行したこと、御用邸での「天覧」上
映によっていわば支持を取り付けたことなどが規定の緩和に大きな影響を与えたと言って
よく、実際に「従来厳禁されてゐた皇族の活動写真が許され、我が映画界に一大エポツクを
作つた」93と自負している。 
 
外遊報道の受け止められ方 
外遊先から送られてくる写真や活動写真の内容が、それまでの規定の内容を逸脱する内
容であるにもかかわらず、現地での皇太子・閑院宮あるいは供奉員の追認、天皇・皇后らに
よっても好意的に受け止められていたことは既に触れた。ここでは、一般の受け止められ方
について、特に視覚メディアに対していくつかの史料をもとに検討を行う。 
 
佐賀県立図書館所蔵「東宮殿下御渡欧記事切抜帖」 
 手がかりの一つとして挙げられるのは、新聞記事のスクラップ帳である。佐賀県立図書館
は「東宮殿下御渡欧記事切抜帖」（全７巻）を所蔵している。これは、外遊が行われた当時
に当時の佐賀図書館94が作成したもので、新聞各紙の外遊関係の記事を切り抜いて貼り付け
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たものある。どのような目的で作成されたかを示す史料はないが、来館者の閲覧に供するた
めに作成されたと推定される。 
各巻の内容は、一「時事新報」（収録期間…４月１日～９月 24 日、総頁…129）、二「大
阪毎日新聞」（３月 30 日～６月 17 日、92）、三「大阪毎日新聞」（３月 30 日～９月 29 日、
85）、四「大正日日新聞」（３月 30 日～６月３日、30）、五「大正日日新聞」（４月２日～７
月４日、38）、六「東京朝日新聞」（３月 29 日～９月 24 日、94）、七「東京朝日新聞」（３
月 29 日～６月 22 日、35）である。時事以外の３紙はそれぞれ２巻の切抜帖が存在してお
り、概ね同じ時期の記事を収録している。時事・大阪毎日・東京朝日は外遊に記者・カメラ
マンを派遣したが、当時新興宗教の大本が発行していた大正日日はどちらも派遣していな
い。実際大正日日の紙面には、外遊先の現地で撮影された写真は１枚も掲載されていない。
このせいか、他の巻が外遊の終了後までの記事を採録しているのに対し、大正日日の場合は
四巻（６月３日）・五巻（７月４日）とも途中で採録が中止されている。また、採録の開始
はどの巻も共通して３月末から４月初めとなっている。これは外遊報道の盛り上がりがシ
ンガポールで御召艦上の取材活動が行われた時期と概ね一致する。これらは、視覚的なもの
に受けての興味を背景としていたということを思わせる点である。 
 
読売新聞主催「奉迎文」コンクール 
 続いて、皇太子の帰国に合わせて読売新聞が行った「奉迎文」のコンクール95の入選作品
などを見てみよう。奉迎文は、皇太子一行が横浜に到着する９月３日の朝刊に小学生の部
11 点、中学生の部３点、中学生の詩１点、東京在住のドイツ人女性による英文での作品が
１点、計 16 点掲載されている96。このうち小学生で４点、中学生で２点が新聞や雑誌に掲
載された写真または活動写真について触れており、特に「特等」「一等」のように高く評価
されている作品にこの内容が含まれている傾向にある。新聞社主催であるためにこのよう
な傾向が見られるとも考えられるが、大阪毎日や東京朝日と比べれば写真の掲載数で及ば
ない読売新聞においてこのような傾向が出ること自体、当時の状況をよく示すものであろ
う。特等の作品では「せいの高い外国の兵士が敬礼してゐる中を目鏡を光らせながらゆう
へと御進みになるお写真を見るたびに、僕は勇ましくて胸がドキドキします」（小六、特
等、小池章雄）と具体的な写真の例を挙げ、あるいは「ウレシイノハ殿下ノ御容姿ト御エン
ゼツガ、大ソウ御リツパデ」（小三、二等、三上初代）、と皇太子像の形成に写真が影響を与
えていることを読み取れる。この点は「御聡明」（前掲小池章雄ほか）「平民的」（小高等二、
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岩田喜代子）などのように多くの作品で触れられている。 
活動写真については、「映画を学校全体で拝観したことがありました。その時非常な拍手
と万歳の声とは如何に私達を熱狂させたことでせう……香取と鹿島が（丁動活動で見たの
と同じやうに）御国に近く進んでるのが私には想像が出来ます」（中五、二等、矢津一雄）
のように、「拍手」「万歳」が起こる観覧の態度や、具体的なイメージの形成に一役買ってい
ることもわかる。別の雑誌記事には「活動写真が、大阪毎日東京日々の両新聞社に依て逸早
く輸入され……到る所非常な参観者で、如何なる集会も斯る人気の沸騰したることはなか
るべく……思はず一同拍手し……拝観者中には感激の余り落涙するものさへある……映画
を複製して浅草辺で興行して居るものは技手が悪い為か総てが早足に見へたりして、尊厳
に関するかと思ふ様な場面もあるさうだ」97とあり、「拍手」「落涙」といった観覧の状況と
もに、「複製」されたフィルムによる上映の存在も知ることができる。 
  
部数を拡大した大阪毎日新聞 
新聞記事・活動写真において大々的に外遊報道を展開した大阪毎日は、1921 年の 68 万
6000 部から 1922 年には 82 万 4000 部へと、13 万 8000 部の部数を拡大している。これ
は、それ以前までで最大の伸び幅である98。また、外遊中から刊行した写真集『東宮御渡欧
写真帖』（全 10 巻）の部数は 20 万を超えた99。 
 
表 1 外遊前後の大阪毎日・東京日日、大阪朝日・東京朝日各紙の部数 
 
『朝日新聞社史』資料編（1995 年）、『大阪毎日新聞社大観』（1924 年）により筆者作成 
0
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年
部
数
大阪毎日 451,000 491,000 541,000 513,000 602,000 686,000 824,000 920,000
東京日日 276,000 313,000 360,000 355,000 368,000 376,000 348,000 373,000
大阪朝日 259,900 315,600 342,400 341,300 376,000 444,600 562,700 585,300
東京朝日 169,719 190,172 221,434 223,354 250,088 291,957 274,900 289,464
1916年 1917年 1918年 1919年 1920年 1921年 1922年 1923年
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大阪毎日社長の本山彦一は、外遊中、社員に対し「皇太子殿下御渡欧の活動写真は……非
常に称賛を博して居る……之がために新聞の紙数も非常に増加しつゝある、そして斯うい
う風に評判を得たゝめに広告も集つて来る」100と述べている。皇太子が帰国した９月３日の
大阪毎日朝刊は、６～14 面が上部２段ほどが外遊の日程となっている以外は全てが広告、
15～16 面が全面広告という極端な構成を採っており、広告媒体としての価値の上昇を示し
ている。 
 皇太子外遊に関する報道は、視覚的な側面が大きな位置を占めながら、広く受け止められ、
支持されたものと考えられる。その受容をめぐる状況は、活動写真の観覧の様子から見るに、
「拍手」が可能で、あるいは「複製」品が出回るなど比較的おおらかなものであり、学校儀
式などで「御真影」に対して求められる態度とは隔たりが感じられる内容となっている。外
遊報道を積極的に展開した大阪毎日の皇太子帰国時の紙面が広告媒体として高い価値を持
ったことは、同時に皇室の視覚的な情報の商品価値の高まりをも示している。 
 
おわりに 
 
 皇太子の教育の機会として知られる 1921 年の外遊は、天皇や皇族らを題材とした写真記
事・活動写真などの視覚メディアをめぐる状況の大きな転換点でもあった。天皇らの徒歩の
写真・映像が広く流布するという点において、現在に至るまでその延長上にある。その背景
として、1910 年代には既に進行していたメディアの商業主義化や大衆社会化を受けた、状
況追随的な撮影規定の緩和の流れが既にあった。 
外遊はこのような状況で企図されたもので、マスメディアにとっては一大商機であった。
特に大阪毎日による取材攻勢は、積極的かつ周到に行われた。当局が当初からメディアを利
用しての皇太子の宣伝が外遊にあたって意図されていたとは考えられず、宮内省「大官」の
反対もあり御召艦同乗航海による取材は認められなかった。その一方で、往路のシンガポー
ル碇泊中の例に象徴的なように、一部の供奉員たちはメディアの取材攻勢に対応し、皇太子
と記者の対面や写真撮影を許可していき、外国メディアの遠慮ない取材態度も影響を与え
た。これらのこれまでに例のない写真が、日本の規制の及ばない外国で撮影された活動写真
とともに国内に運搬されて掲載・上映（「天覧」も含む）され、これが既成事実化したため、
帰国時に備えて現状に合わせて徒歩等の写真撮影を許可したのが撮影規定の緩和であった
と考えられる。外遊報道のなかで視覚的な要素は最も重要な要素として存在し、皇太子像の
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形成に影響を与えたほか、商品としての価値も上昇したと言える。また、受容のあり方は比
較的大らかなものであった。この転換は、この時にまだ即位前の皇太子であったという点も
作用していよう。このような経緯を経て、大衆社会化への対応を模索する政府・宮内省当局
と、部数拡大を狙うマスメディアとの関係が形成されていった101。 
 
1 「自分の花は欧州訪問の時だつたと思ふ。相当、朝鮮人問題のいやなこともあつたが、自由
でもあり、花であつた」（「小倉庫次侍従日記」1942 年 12 月 11 日条、『文藝春秋』2007 年４
月号、166 頁）、「いろいろあったが、何といってもいちばん楽しく感銘が深かったのはヨーロ
ッパの旅行です。なかでも英国でバッキンガム宮殿に三日泊ってジョージ五世陛下と親しくお
会いし、イギリスの政治について直接知ることができて参考になった」（「会見記録 還暦祝い
の趣向は秘密」〔1961 年４月 24 日、長崎・雲仙のホテル〕『陛下、お尋ね申し上げます』115
～116 頁）、「印象に残る思い出はいろいろあるが、ヨーロッパに旅行したことです。若い時ヨ
ーロッパに旅行した時のことが最も印象に残っています……私のそれまでの生活がカゴの鳥の
ような生活でしたが、外国に行って自由を味わうことができました……随員の世話で、外国で
も何一つ困ることなく無事に使命が果たせ、旅行ができました」（「カゴの鳥だった私が味わっ
た自由」〔1970 年９月 16 日、那須御用邸〕、前掲書 143～144 頁）。 
2 主なものに、外務省百年史編纂委員会編『外務省の百年』上（1969 年）、鈴木正幸『近代天
皇制の支配秩序』（1986 年、校倉書房）、横山孝博「皇太子裕仁の訪欧と大正デモクラシー期
の天皇・皇室像」（『北大史学』33、1993 年）、波多野勝「大正一〇年皇太子訪欧―その決定へ
のプロセスと成果」（『法学研究』66-7、1993 年）、同『裕仁皇太子ヨーロッパ外遊記』（1998
年、草思社［文庫版 2012 年］）、飯森明子・波多野勝「大正 10 年皇太子裕仁 幻の訪米」
（1995 年、『人間科学論究』〔常磐大学大学院人間科学研究科〕）、坂本一登「新しい皇室像を
求めて―大正後期の親王と宮中」（『年報・近代日本研究 20 宮中皇室と政治』1998 年、山川
出版社）、原武史『可視化された帝国―近代日本の行幸啓』（2001 年、みすず書房［増補版
2011 年］）、伊藤学「大正一〇年皇太子外遊決定の経緯―若手宮内官の動向に関する考察」
（『法政史論』29、2002 年）、堀口修「皇太子裕仁親王の教育問題と金子堅太郎―金子堅太郎
の「内申書」を手がかりに」（『大倉山論集』50、2004 年）、梶田明宏「大正十年皇太子外遊に
おける訪問国決定の経緯について」（『書陵部紀要』57、2005 年）、同「「昭和天皇像」の形成
―大正十年皇太子洋行と出版物」（鳥海靖他編『日本立憲政治の形成と変質』2005 年、吉川弘
文館）、岩壁義光「裕仁親王御成行啓年表稿Ⅳ」（『書陵部紀要』59、2007 年）、堀口修「『香取
新報』にみる大正一〇年外遊時の皇太子裕仁親王」（『明治聖徳記念学会紀要』48、2011 年）
がある。 
3 鈴木正幸『近代天皇制の支配秩序』、191・195 頁。 
4 横山孝博「皇太子裕仁の訪欧と大正デモクラシー期の天皇・皇室像」、48 頁。 
5 波多野勝『裕仁皇太子ヨーロッパ外遊記』、56 頁。 
6 坂本一登「新しい皇室像を求めて」、15 頁。 
7 梶田明宏「「昭和天皇像」の形成―大正十年皇太子洋行と出版物」、266～267 頁。 
8 原武史『可視化された帝国』、268 頁。 
9 撮影規定に関しては、伊藤之雄『昭和天皇と立憲君主制の崩壊』（名古屋大学出版会、2005
年）等で一部が触れられているが、変遷や背後関係の具体的な検討は管見の限りこれまで行わ
れていない。 
10 渡辺治「天皇制国家秩序の歴史的研究序説―大逆罪・不敬罪を素材として―」（『社会科学研
究』30-5、1979 年３月）。 
11 奈良武次『侍従武官奈良武次日記・回顧録』４巻、115 頁。 
12 外遊の決定に至る過程は、波多野勝「大正一〇年皇太子訪欧―その決定へのプロセスと成
果」、同『裕仁皇太子ヨーロッパ外遊』第一章「「箱入り教育」から表舞台へ」、伊藤学「大正一
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〇年皇太子外遊決定の経緯」に詳しい。 
13 訪問先決定の経緯は梶田明宏「大正十年皇太子御外遊における訪問国決定の経緯について」
に詳しい。 
14 1921 年の撮影規定に至る内務省から宮内省宛照会「行啓ノ節鹵簿撮影其ノ他ニ関スル件照
会」〔案〕（「鹵簿撮影其の他の件依命通牒（庁府県）」（JACAR アジア歴史資料センター) 
Ref.A05032514400、内務大臣決裁書類・大正一〇年(国立公文書館)）、及び「行啓ノ節鹵簿撮
影其ノ他ニ関スル件照会」（国立国会図書館憲政資料室蔵、牧野伸顕関係文書・書類の部四－
七）に「本件ニ付テハ大正五年九月秘第一九三七号照会ニ対シ同年十月秘第一〇号御回答及大
正六年五月宮発第三〇九号御照会の次第モ有之」とあることから確認。なお、他の皇族に対す
る規定は別に設定されている 
15「行幸啓ニ関スル件依命通牒」（1913 年 11 月２日）、「鹵簿撮影の件依命通牒（庁府県）」
（JACAR(Ref.A05032480100、内務大臣決裁書類・大正五年)。 
(国立公文書館)）に参照として添付。 
16 「鹵簿撮影に関する件照会」（1916 年９月 14 日）、同前資料に参照として添付。 
17 「鹵簿撮影ノ件依命通牒」（1916 年 10 月 19 日）、同前。 
18 永田秀次郎は、後に『平易なる皇室論』を刊行している。 
19 「第四十回帝国議会衆議院請願委員第二分科会議録（速記）第五回」1918 年３月４日、54
頁。 
20 例えば、1924 年７月７日の衆議院請願委員会においても政府委員として答弁に立った湯浅
倉平内務次官が同内容の発言をしている（『第四十九回衆議院請願委員会第二分科（外務省、内
務省及農商務省所管）会議録（速記）第一回』（1924 年７月７日）、６～７頁）。 
21 内務省警保局編『行政警察例規集』（1936 年、財団法人警察協会）、402 頁。 
22 なお、このような天皇・皇族らの写真の販売や取扱いに関する規定は 1892 年（内務省訓
令）、1898 年（内務大臣諭告）、1914 年（地方長官会議指示事項）のものが確認できる。 
23 例えば「大正十年東宮御渡欧ニ関スル文書写」（国立国会図書館憲政資料室蔵、憲政資料室
収集文書 1324）など。 
24 御手洗辰雄『欧州に於ける東宮』（1922 年、報知新聞出版部）、204 頁。 
25 加藤直士「東宮殿下の御外遊に陪従して（十）」、『大阪毎日新聞』1921 年６月 15 日付朝
刊。 
26 梶田明宏「「昭和天皇像」の形成」、267 頁。 
27 波多野勝『裕仁皇太子ヨーロッパ外遊記』55 頁では「すでに前年〔1920、大正９年〕の夏
から、皇太子外遊が内定したものと確信した新聞各社は、出発時はともかく、横浜港への帰港
直前に記者、活動写真班、写真班が御召艦に同乗することを要請し、８月８日、宮中はこれを
認める方針を海軍に伝えていた」としている。出典が明記されていないが、「大谷宮内省総務課
長来訪要旨 九．八．八」（「御召艦ニ奉伺スヘキ新聞記者 活動写真撮影者ノ件（３）」
（JACAR Ref.C08050150400、海軍省-公文備考-T10-13-2557(所蔵館：防衛省防衛研究所)）
の年月日表記から前年（大正９年）８月８日とされているものと思われる。しかし、大谷（正
男）が総務課長に就任するのは同年９月８日であり、８月は前任者の死去に伴い空席となって
いたほか、同史料の内容が帰国後の具体的な日程などまで記述が及んでおり、大谷の発言の
「便乗願出タル場合四囲ノ関係上之ヲ許可スル……」などの内容は本文で後述する帰国に向け
た 1921 年七月以降の協議結果を伝えるものとして読み取れるため、「九．八．八」の年表記は
「十」とすべきところ誤記されたものであると考えられる。帰国時の取材申請は前年からは行
われていないとみるのが妥当であろう。 
28 「東宮殿下御渡英の御模様を活動写真映画に謹写方並に御外遊中の同映画の複写方に付御
願」（1921 年２月 15 日）、「御召艦、奉伺すへき新聞記者並活動写真撮影者の件（３）」。 
29 「東宮殿下御渡英の御模様を活動写真映画に謹写方並に御外遊中の同映画の複写方に付御
願」（1921 年２月 15 日）、「御召艦、奉伺すへき新聞記者並活動写真撮影者の件（３）」。 
30 「奉送艦便乗ノ件」（1921 年２月 28 日）、同前。 
31 関豊作『新聞王本山彦一伝』（新聞解放社、1927 年）、289 頁。 
32 『牧野伸顕日記』（中央公論社、1990 年）、1921 年８月 17 日条、26 頁。 
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33「行幸啓ノ節鹵簿撮影其ノ他ニ関スル照会」（1921 年７月８日）、国立国会図書館憲政資料室
蔵、牧野伸顕関係文書・書類の部 4-7。 
34 同前。 
35 「回答」（1921 年８月 15 日）、「鹵簿撮影其の他の件依命通牒（庁府県）」（JACAR 
Ref.A05032514400、内務大臣決裁書類・大正一〇年(国立公文書館)）に参照として添付。 
36 「鹵簿撮影其ノ他ノ件依命通牒」（1921 年８月 26 日）、同前。 
37 「東宮殿下奉迎準備ニ関スル件」、国立国会図書館憲政資料室蔵、牧野伸顕関係文書・書類
の部 4－6。 
38 いずれも牧野伸顕関係文書に収録されているため、その可能性が高いと考えられる。 
39 「東宮殿下奉迎準備ニ関スル件」。 
40 「東宮殿下奉迎準備協議会ニ於ケル決議事項」、国立国会図書館憲政資料室蔵、牧野伸顕関
係文書・書類の部 4-4。 
41 「東宮殿下奉迎準備協議会ニ於ケル決議事項」、国立国会図書館憲政資料室蔵、牧野伸顕関
係文書・書類の部 4-4。 
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帖 第四巻』（1921 年、大阪毎日新聞社）。 
60 大阪毎日の加藤も「欧米の写真師はもつとへ厚顔しく随分思ひ切つた遣り方をするものだと
いふ御経験を予め印度洋辺から御味ひになつた」として外国メデイアの影響を指摘している
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第４章 1928 年昭和大礼と視覚メディア 
 
はじめに 
 
本章では、1928（昭和３）年に行なわれた昭和天皇の即位礼と関連諸行事（「昭和大礼」、
以下「」を省略）期間中の新聞における写真報道のあり方を中心として、撮影を規制する諸
条件、紙面に掲載された写真、警備の状況等から検討する。 
 1926（大正 16、昭和元）年、12 月 25 日、病床にあった大正天皇が死去すると、1921
年以来摂政を務めていた裕仁皇太子が即日践祚し、新たに天皇となった。翌 1927 年２月
７・８日には大正天皇の葬儀である「大喪」が東京の新宿御苑で行なわれ、昭和天皇の即位
関連行事は登極令で定められた通り、翌 1928 年に京都を中心として行なわれた。 
 前章でも触れたように、大正後期は、第一次世界大戦に伴う君主制の相次ぐ廃止、ロシア
革命の影響の流入などの当時の時代状況のなかで、日本の皇室が対応を迫られ、再編成して
いく時期であった。それは平民的で人々の同意を取りつけるための性質を持つものへの転
換であったと言え、これまで様々な側面で論じられている。その転換の契機の一つは 1921
年（大正 10）に行なわれた皇太子のヨーロッパ外遊であったことは前章で検討を行った通
りである。昭和大礼はそのような再編成の後、虎ノ門事件、普通選挙法や治安維持法の制定
などを経た状況のなかで行なわれたと言える。 
 昭和大礼を含む近代の即位儀礼に関する研究には多くの蓄積がある1。昭和大礼時のメデ
ィアに対する統制を扱ったものとしては、荻野富士夫「「昭和大礼」と天皇制警察」2と竹山
昭子「天皇報道に燃えたラジオ（後）」3。荻野は、昭和大礼時の警察による警備全体の特質
を明らかにするなかで一側面としてメディアとの関係を論じ、一元的な統制を志向し広範
かつ詳細にそれを展開した警備・大礼使当局と、大礼を商機ととらえ統制に従ったメディア
が「もちつもたれつ」の関係が報道統制を可能としたとする。竹山は昭和大礼時に日本で初
めて中継による全国放送が行われたことを指摘し、その中継網の構築にあたっては国民統
合を企図した政府が深く関与し、放送局も事業の拡大のためにこれに呼応したと指摘し、こ
の放送が天皇・天皇制に対する人々の意識を高める効果を持つものであったとしている。 
本章では、これらの論考を参考としつつ、本論文の骨子である大正後期以降における皇室
関係の写真報道のあり方、撮影規定の変化に昭和大礼時の状況を位置付け、1930 年代以降
の戦争の時代を前にした時期のこの一連の行事が、天皇らの写真記事の形成のされ方とい
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う側面から見た時にどのような意味を持つかを検討する。 
 この時期は、新しいメディアとして 1910 年代以降日本でも多く行われるようになった写
真報道、あるいはラジオによる報道が一般的に行われ、新聞紙とともに商業主義的な展開を
見せた時期であった。この一方で、第一次世界大戦を契機としてヨーロッパ各国において君
主制が崩壊したほか、1917 年のロシア革命以来共産主義思想が流入した時期でもあった。
内務省警保局が編纂した『昭和大礼警備記録』には「世界大戦以来彼我ノ思想愈々相接触ス
ルト共ニ感染共鳴スル者日ニ多ク、是等徒輩ノ中ニハ不穏ナル非違ノ行動ヲ敢テセントス
ルモノモ亦ナキニアラズ」4とあり、当局はその影響を認識して警戒し警備に当たっていた。 
以下、はじめに天皇らの写真を撮影する際の規制を大礼以前と大礼時について、次にそれ
らの規制のなかでどのような写真記事が新聞紙面に掲載されたかを確認し、その上でこの
ような状況をめぐる警備や受容のあり方等を見ながら昭和大礼時の写真記事撮影のあり方
を検討する。 
 
第 1 節 昭和大礼時における写真撮影規定―通常時との比較から 
 
 前章までに検討してきた通り、天皇や皇族らを撮影する際については昭和大礼以前より
規定が存在していた。昭和大礼時には第２章でみた大正大礼においてそうであったように、
その期間限定での規定が特に設定されている。ここでは、昭和大礼以前までの撮影規定を確
認し、その上で昭和大礼時における規定を検討する。 
 
昭和大礼以前までの撮影規定 
天皇・皇后・皇太子が行幸啓する際の写真を新聞社や出版社等のカメラマンが撮影する場
合の規定が設定され、変容してきたことは前章まででみてきた通りである。 
これらの規定は、1910 年代から 1928 年の「昭和大礼」までは、基準のうえでは徐々に
緩和されていく傾向にあると言える。この背景には、天皇や他の皇族の写真が掲載された印
刷物が商品として高い価値を有するようになったこと、それと関連して、行幸啓の際に撮影
を制止することが困難な状況も現れてきたことがある。1921 年の規定改定以降は、皇太子
や皇族らの写真記事が新聞や雑誌にそれまで以上に掲載されるようになっている。 
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昭和大礼期間中における特別規定―「大礼謹写団」による取材 
 
昭和大礼時においては、大正大礼時と同様、通常のものとは別個に大礼使により撮影が可
能な範囲を限定する規定が設定され、警察の警備の下、新聞各社はその枠の中で報道を展開
することとなった。 
1928 の大礼関係の諸行事は、１月 17 日「賢所ニ期日奉告ノ儀」、２月５日「斎田点定ノ
儀」といった準備段階にあたる儀式が行われた後、11 月６～７日「京都ニ行幸ノ儀」、10 日
「即位礼」、14～15 日「大嘗祭」、16～17 日「大饗」、19 日に伊勢神宮行幸、25 日に桃山
陵行幸、東京に戻っての 30 日「皇霊殿・神殿ニ親謁ノ儀」（多摩陵行幸）などが行われてい
る。11 月６～30 日の一連の儀式が「御大典」「大礼」と呼称された範囲である5。関連行事
として 12 月２日に「大礼付属記念観兵式」、４日に「大礼付属観艦式」、13 日に「東京市奉
祝会」、15 日に宮城二重橋広場で青年たちの分列行進の親閲が行われている。このほか、各
地で関連した行事が多く開催された。 
昭和大礼の準備は、1927 年６月に「大礼準備委員会」が設置され諸儀式進行の骨子が定
められ、同年 12 月には事務を担当する「大礼使」が設置された。メディア対策を見ると、
1928 年６月、大礼使は新聞社・通信社の業界団体である「二十一日会」に対して大礼関係
の記事と写真の運用について意見を求め、話し合いの場を持っていることがわかる。二十一
日会はこの話し合いの後に次のような意見を提出した6。 
 
  従前の大礼に際しては新聞通信記者は単に当局者の談話に基き之を唯一の資料として
報道したるものなるが、是のみにては唯御盛儀の外廓と形式とを伝へ得るのみにして、
御大礼報道の声明たる御盛儀の情景、気分を報道すること不可能なるを以て、報道の任
を尽すに適せず。故に今回は其の盛儀の御模様をも拝観し得る便宜を与へらるるやう
し度し7。 
 
ここからは、大正大礼においては、儀式の直接の取材がかなわなかったため、これと同じ
では大礼の「情景、気分」を報道できないため儀式を直接取材したいという新聞業界側の要
望が読み取れる。大正大礼において新聞・雑誌各社が儀式そのものの直接取材や撮影を求め
たものの許可されなかったことは第１章で見た通りである。昭和大礼を前にしても大礼を
商機と見て直接取材によってより多くの読者を獲得しようという意思は継続していたもの
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と言えよう。 
これに対して、「今回の盛儀の御模様を洽く国民に知らしめむには新聞社、通信社の報道
に負ふ所実に少なからざることを痛感し」8ていたという大礼使の回答は「〔京都御所〕建礼
門外正面に於て一定の人員を限り拝観を許す」9というもので、後に「十一月八日予め大礼
使役員引率の下に紫宸殿其の他の式場の拝観を許され、尚又大礼当日紫宸殿の南庭に於て
行はせらるべき御盛儀其の侭なる御習礼をも親しく拝観」10する取材も許可されることとな
った。これは、京都御所建礼門内で行われる即位礼の様子の直接取材はできないものの、儀
式が行われる際には門前での取材を、また儀式の準備の様子や「習礼」と呼ばれる予行演習
の取材が可能とされたことを意味する11。 
大正大礼時にも事前に御所内部での取材の機会が設けられていたが、儀式の「習礼」の取
材は行なわれなかったため、大正大礼時と比べて大礼使側が譲歩した部分があるといえる。
一方、1921 年の外遊で皇太子本人を新聞社のカメラマンが近距離から撮影することができ
た取材のあり様とは趣を異にするものであるとも言える12。 
次いで９月１日、大礼使は２つの広告を『官報』に掲載した。１つは「大礼新聞団ニ関ス
ル件」と題したものである。 
 
大礼ニ関スル典式ノ状況ヲ報道スル新聞社、通信社、雑誌社ニシテ大礼使ヨリ材料又ハ
便宜ノ供与ヲ受ケムトスルモノハ其全部ヲ包括スル大礼新聞団ヲ組織シ本月二十日マ
テニ規約ヲ添ヘ大礼使ニ届出ツヘシ13 
 
このように、前述のような内容の取材を許可するため、業界側に「大礼新聞団」を組織さ
せ、その団体と大礼使の関係で取材の内容を規定することが記されている。この新聞団には
35 社が加盟することとなった14。もう一つの広告は「大礼謹写団ニ関スル件」と題したもの
で内容は以下のようであった。 
 
一、新聞社、通信社、雑誌社其他写真業者及活動写真業者ニシテ大礼ニ関スル普通写真
又ハ活動写真ノ撮影ヲ希望スルノモハ其全部ヲ包括スル大礼謹写団ヲ組織シ普通写真
及活動写真ノ二部ニ分チ本月二十日マテニ規約ヲ添ヘ大礼使ニ届出ツヘシ 
二、大礼謹写団ニ於テハ何時ニテモ大礼使ノ希望スル人数ノ総代ヲ選出スヘシ 
三、大礼謹写団ニ於テ撮影スルコトヲ得ルハ鹵簿及特ニ許可シタル式場ノ舗設及調度
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品等トス 
四、撮影ノ場所、日時及ビ許可スヘキ員数ハ予メ之ヲ指定ス 
五、大礼使ニ於テ撮影シタル写真ハ其ノ印画ヲ大礼謹写団ニ交付スルコトアルヘシ15 
 
 この広告は、「新聞団」の場合と同様、「雑誌社」を含めた業界各社で、大礼取材において
「普通写真」「活動写真」の撮影を希望する事業者に対して「大礼謹写団」を組織するよう
要請している（「一」）。「二」は必要に応じて代表撮影者を選出するよう求めるものであると
考えられる。「三」では撮影を許可する範囲を「鹵簿及特ニ許可シタル式場ノ舗設及調度品
等」、「四」では撮影場所や日時等を「予メ之ヲ指定」すると明記している。撮影可能な範囲
は鹵簿（行列）や式場の設備や調度品のみで、しかも限定された場所や日時のみの撮影許可
であり、これは先に紹介した天皇の徒歩や乗馬の様子まで撮影を認める規定（1921 年）と
は大きく異なる。これに対応する配慮とでもいうべき項目が「五」であり、大礼使側の写真
班が撮影した写真を「交付」すなわち貸し下げることによって撮影機会が限定された状況に
対応するもの――しかし、大礼使が不適当と見なす写真が紙面に掲載される可能性を予め
排除する――となっている。 
この広告に従って組織された謹写団が作成した同団の規約を見ると、その目的として「一、
大礼使ニ於テ撮影シ特ニ本団ニ交付セラレタル写真印画ノ複製並ニ其ノ配布」「二、鹵簿及
特ニ大礼使ヨリ許可セラレタル式場ノ舗設及調度品等ノ撮影並ニ其ノ配布」 が明記されて
おり、大礼使の意図と対応した内容となっている。 
大礼謹写団への加入を申請した撮影者に対しては、その撮影者それぞれの居住地の警察
に対して大礼使から身元調査の依頼がなされた。警視庁の場合は 10 月８日以降９回にわた
って調査依頼を受けている。警視庁管下居住者では 248 人の申込みがあり、うち３名は「支
障ある者」として回答したという。様々な儀式が集中して行なわれる京都では同府警察部が
独自に７月に全国の庁府県長官宛に、８月には府内の警察署長に通達を出し、事前に新聞記
者と撮影者の概数を把握している16。このような調査を経て、大礼使が大礼謹写団員として
認めたのは、活動写真 14 社 298 人、普通写真 39 社 163 人であった17。取材にあたっては、
大礼使発行の「大礼謹写団員之証」及び腕章を携帯するよう指定されている18。 
 続いて、京都における即位礼・大嘗祭等の直前の時期である 11 月２日には、内務省から
警備に関して関係地域宛に次のような通牒が出されている。 
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大礼鹵簿等ニ関シテハ正確優良ナル写真及活動写真ヲ世ニ伝フルト共ニ不適当ナル写
真等ノ流布ヲ防グハ頗ル重要ノ次第ニ付キ……付テハ鹵簿及鹵簿御通過前約一時間内
ニ於ケル鹵簿線内ノ光景ハ右謹写団ヲシテ所定ノ位置ニ於テ之ヲ撮影セシムル外ハ他
ノ者ニハ絶対ニ撮影セシメザル様厳密周到ニ取締方御配慮相煩度本件特ニ大礼使次官
ヨリ申越ノ次第モ有之右申進候也19 
 
この通牒では、「不適当ナル写真等ノ流布ヲ防グハ頗ル重要」として鹵簿の「通過前約一
時間内」には謹写団の他には「絶対ニ撮影セシメザル様厳密周到ニ取締」するよう要請され
ている。また、この通牒では撮影可能な 21 地点と日時（11 月６日～11 月 29 日）が指定
されている。先述の通り儀式そのものの写真撮影は許可されなかったため、撮影が許可され、
取締の対象となったのは主に天皇らの移動の機会であった。撮影が許可された地点は、東京
では宮城前、東京駅前、京都では京都駅前、建礼門前、伊勢では宇治山田駅前、外宮前など
のように、移動の節目となる場所が多い。 
警備の様子を知る手がかりとして、通牒と内容が対応する、京都府警察部が作成した取締
員へ警備の指針を示す「新聞通信社並写真撮影者取締心得」が存在している。写真撮影者に
対する取締項目を見ると、撮影者を「大礼使に於て許可したる大礼謹写団所属撮影者（以下
大礼謹写員と称す）及当府に於て許可したる雑観撮影者の二種」に分類し、それぞれに腕章・
許可証の携帯を求めている（「雑観撮影者」については後述）。この他、撮影者の服装の指定
（フロックコートまたはモーニングコート）、鹵簿通過の２時間前までは車両の使用による、
それ以降通過１時間前までは徒歩による沿道の撮影の許可（ただし「乱雑」にならないよう
取締員が統制する）、フラッシュ撮影の禁止などが指定されている。撮影に際しては、取締
員が指定の位置に誘導させて許可証の点検を行い、カメラの据付後にはその位置を動かさ
ないようにするように指定されている。また、「鹵簿ノ撮影ハ大礼謹写員ノ外絶対ニ之ヲ許
サス」、「大礼謹写員ニ在リテモ指定位置以外ニ於テハ鹵簿ノ撮影ヲ為スコトヲ絶対ニ許サ
ス」とあり、大礼謹写団のみに鹵簿の撮影を許可することと、指定位置を遵守することを強
調している。また、沿道の一般者による撮影についても「一般奉拝者ニ在リテ奉拝線ヨリ撮
影ヲ為シ又ハ雑観撮影者ニシテ窃カニ鹵簿ノ撮影ヲ為スカ如キ者ナキ様厳重取締ヲ為ス」
と、これを禁止し取締を行うことを明記している20。 
先に触れた「雑観撮影者」とは、京都府警察部が大礼使とは別に撮影許可を出した撮影者
のことである。大礼謹写団に所属する撮影者は鹵簿の撮影が許可されているのに対し、雑観
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撮影者は、鹵簿以外の沿道の様子などの撮影のみが許可されている。京都府の場合、撮影が
許されたのは車両を使用する場合で鹵簿通過の２時間前まで、徒歩の場合で通過の１時間
前までで、「雑観撮影者は絶対に鹵簿を撮影し得さること」と予め注意されていた21。東京府
でも警視庁が大礼使とは別に雑観撮影者に対する許可を出している22。 
 警備における人員は、京都府を例にとると、11 月 7 日の京都到着時では、大礼謹写団に
対しては各撮影地点につき警部補 1 人、巡査部長 3 人、巡査 2 人を基本として 3 班、雑観
撮影者に対しては前者と同様あるいはやや人員を増やした規模で 4 班を編成し、計 44 人が
撮影に対する取締にあたっている23。この他、「専務取締員ニ於テ不足ノ場合ハ一般警衛員
ニ協助ヲ求ムルコトアルヘキ」と一般の警備にあたる取締員も写真撮影関係の取締へ動員
可能な体制となっていた24。 
ここまで見たように、昭和大礼時における写真撮影に関する規定は、特定の日時・撮影地
点の指定がなされ、その内容も大礼使が撮影を許可した大礼謹写団（鹵簿撮影可）と、各地
域の警察で許可した雑観撮影者（鹵簿撮影不可）で異なるという複雑な大系をなすものであ
ったと言える。 
 このような規定の大系のなかでは、新聞・通信等各社は大礼使や警察の指定する内容での
取材、すなわち取材範囲は限定されるものの、大礼使撮影による写真の貸し下げを受ける便
宜を選択した、あるいはせざるを得なかったと言える。仮にこの規定の枠外で取材しようと
しても、上記の通達を元に厳格に警備が行われている状況では困難であっただろう25。荻野
の指摘した通り、大礼使と新聞各社との間は「もちつもたれつ」の関係にあり、「ほぼ完璧
な報道統制を可能」にするものであった26。写真記事に関してこれに付け加えるならば、こ
の統制はこれ以前に構築された撮影規定の流れにあるということが言える。背景に 1920 年
代初頭までに緩和していった撮影規定による取材と写真記事の掲載があり、そうであれば
こそ単純な締め付けだけでは新聞社への要望に、そして読者に対しても満足のいく対応が
できないため、言わば懐柔策として「新聞団」「謹写団」への貸し下げを行ったと考えられ
る（貸し下げ写真については後述）。 
なお、通常東京のみで行なっていた活動写真の検閲を、大礼期間中は京都で撮影されたフ
ィルムを迅速に検閲するため出張所設置の準備をしていたところ「偶々昭和三年五月に至
るや、御大礼活動写真謹写団発起人より、内務大臣に対し、同様趣意にて本「フイルム」の
京都出張検閲実施方陳情」27があったという。大礼使と撮影事業者との「もちつもたれつ」
の関係は、ここでも鮮明に現れている。 
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第２節 新聞紙面に掲載された昭和大礼関係写真記事 
 
続いて本節では、前述のような枠組みが設定された中、どのような写真が撮影され、どの
ような記事が紙面に掲載されたのかを『大阪毎日新聞』及び『東京朝日新聞』を題材として
検討する。 
東京から京都への鹵簿の移動（「京都ニ行幸ノ儀」）が開始される６日から多摩陵への行幸
（「皇霊殿・神殿ニ親閲ノ儀」）で大礼の期間が終わる 30 日までを含む 1928 年 11 月を範
囲にとると、紙面に掲載された写真は大阪毎日で 347 点あり、うち天皇皇后の写真が 17 点
（鹵簿を撮影したものを含む）、儀式の様子などを描いた絵画が 18 点ある。同様に東京朝
日では 186 点、天皇・皇后が 36 点、絵画が９点存在している。 
表１は両紙の各日の写真・絵画の掲載数を示したものである。この期間を通しての掲載状
況を見ると、両紙ともに、東京から京都への鹵簿の移動（６～７日）、即位礼（10 日）、大
嘗祭・大饗（14～17 日）、帰京する 27 日前後の写真数が多くなっている。 
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表 1 1928 年 11 月の『大阪毎日新聞』・『東京朝日新聞』における大礼関係写真・絵画数 
 
 
 大礼使が規定した範囲における取材は、「大礼謹写団ニ関スル件通牒」（11 月２日）によ
ると、本番の鹵簿を撮影する際については、11 月６～29 日を概要の範囲として日時と場所
が指定された。この他に儀式会場やそこでの「習礼」の取材が許可されたことは前節で見た
通りである。 
 昭和大礼における報道に関してよく知られている事実として、この時に日本で初めて写
真の電送が行われたことがある。東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社・大阪毎日新聞社・東京
日日新聞社・日本電報通信社の各社は大礼に合わせて電送設備を導入している。このほか、
写真
写真
のうち
天皇・
皇后
のもの
絵画 写真
写真
のうち
天皇・
皇后
のもの
絵画
1日 13 2
2日 10 4
3日 12
4日 7 3
5日 6 7
6日 19 1 21 5 1
7日 22 2 13 1
8日 16 1 3 2
9日 13 1 5
10日 36 4 3 34 14 4
11日 25 1 3
12日 10 1 3
13日 8 8
14日 18 2 5 2
15日 32 12 1
16日 11 6 15 2
17日 18 1 1
18日 13 1 1
19日 6 1 3 1
20日 3 1 1 4 2
21日 5 1 3 1
22日 3 1 3 1
23日 3 1 2
24日 4 1 3 2
25日 7 5 3
26日 7 6 1
27日 6 9 1
28日 6 7 1
29日 4 2
30日 4 2 1
合計 347 17 18 186 36 9
大阪毎日新聞 東京朝日新聞
日付
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電光ニュース表示装置の設置や輪転機の増設などを含め、一大商機として各社とも昭和大
礼を控えて資本を投下していた。大礼使による「大礼謹写団」を組織しての取材はその範囲
が限定されていたため、これらは結果として他社との差異化を計るための要素として機能
したものと思われる28。 
電送装置は大阪毎日・東京朝日ともに大礼期間の前に大礼準備の様子の報道等に使用が
開始されている。最初の写真掲載数のピークである東京から京都への鹵簿の移動に関する
報道で本格的に電送装置が使用され、東京で撮影された鹵簿を待つ人々の写真（図１）29や
鹵簿が宿舎である名古屋離宮（旧名古屋城本丸）に入る様子を撮影した写真が 11 月６日朝
刊に掲載されている（図２）30。いずれも翌日の朝刊に写真が掲載されているため、鉄道に
よる輸送ではかなわなかった写真掲載がなされていることがわかる。また、名古屋離宮入出
時の門前での取材は大礼使によって定められた所定の取材範囲の一つであり、それに従っ
た紙面づくりが行われている。 
 
 
図 1 「前夜から鹵簿を待ち奉る赤子」、『大阪毎日新聞』1928 年 11 月６日付朝刊、１面 
 
 
図 2 「鹵簿名古屋離宮に入らせらる＝本社特設伝送写真」、 
『東京朝日新聞』1928 年 11 月７日付朝刊、２面 
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 即位礼の「習礼」（８日午後）の取材による記事を見ると、翌９日の紙面に大阪毎日（図
３）31、東京朝日（図４）32ともに即位礼会場である紫宸殿南庭を撮影した電送写真が掲載さ
れている。 
 
 
図 3 「紫宸殿の御儀習礼【八日御大礼謹写団謹写】（本社飛行便）」、 
『大阪毎日新聞』1928 年 11 月９日付朝刊、１面 
 
 
図 4 「鋪設成れる紫宸殿 本社特設電送写真（八日受信）」、 
『東京朝日新聞』1928 年 11 月９日付朝刊、２面 
 
即位礼当日の10日付の新聞が、大礼中でも最大の量の紙面が使われ、写真の掲載も多い。
この日の朝刊は、取材に基づくものではなく予め用意された内容の記事が掲載されている。
大阪毎日は、「御大礼奉祝記念号」として天皇・皇后の写真と堂本印象による紫宸殿での儀
式を描いた絵画を掲載し（図５）33、東京朝日は、通常全面広告としていた朝刊１面に天皇・
皇后の写真を配してその上部に「天壌無窮」の語、下部に「賀詞」を掲載するものである（図
６）34。両紙に掲載された天皇・皇后の写真はいずれも「御真影」であり、大礼の前月に配
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布されたものであった35。つまり、元々新聞社に対して貸し下げられていた写真であって、
大礼諸儀礼の取材によって撮影されたものではない。同日付朝刊は他の紙面にも既に撮影
されていた写真が掲載され、同日発行の翌日付夕刊には、両紙ともに儀式用の衣装を身につ
けた天皇・皇后の写真が「宮内省御貸下」の語とともに掲載されている36。 
 
 
図 5 「御大礼奉祝記念号」、『大阪毎日新聞』11 月 10 日付朝刊、13 面 
 
 
図 6 「天壌無窮」、『東京朝日新聞』11 月 10 日付朝刊第一、１面 
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 即位礼当日に撮影された写真記事を見ると、大阪毎日では秩父宮夫妻をはじめとした皇
族たちの写真（図７）を37、東京朝日でも同様に皇族や田中義一首相の写真（図８）をいず
れも 11 日付夕刊に掲載している38。これらの写真はいずれも即位礼に参加する要人ではあ
るが、天皇本人や儀式の様子を直接伝えるものではない。このほか、東京の宮城二重橋前に
集まった人々の写真が掲載されている39。 
 
 
図 7 「晴れの御参入」、『大阪毎日新聞』1928 年 11 月 11 日付夕刊、２頁 
 
 天皇や皇后を撮影したもので紙面に掲載されたものは、①新聞社が撮影した鹵簿の写真、
②宮内省・大礼使から貸し下げされた鹵簿・徒歩の写真（徒歩は桃山陵・多摩陵参拝時のみ）、
③宮内省貸し下げの多摩陵参拝時の徒歩の天皇・皇后の写真、④宮内省貸し下げの御真影と
儀式用衣装の天皇・皇后の写真に分類できる。昭和大礼の儀式とそのための移動にあたって
指定位置から撮影された鹵簿の写真が主で、天皇や皇后の表情がわかるようなものは少な
い。最も近づいて撮影されたものは、宮内省貸し下げの伊勢神宮外宮退出時のものである
（図８）40。これは、貸し下げられた写真を朝日新聞側でトリミング処理を行い天皇の顔の
部分を拡大したものである。 
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図 8 「外宮御親謁の天皇陛下―宮内省貸下げ―【本社特設電送写真昨夜受信】」、 
『東京朝日新聞』1928 年 11 月 21 日付朝刊、２面 
 
 紙面に掲載された写真を検討すると、これらの写真がどれも大礼使の指定した範囲内に
おさまるものであることがわかる。御真影を使用した記事作りは既に見たが、この他、大礼
に参加する要人たち、あるいは即位を祝うために集まった群衆の写真も多く掲載されてい
る。本来最大の目玉となりうる儀式、あるいはその前後における天皇・皇后の写真が撮影で
きないために選ばれた次善策としての側面があるだろう。当局としても、このような状況の
なか、前もって撮影されていた儀装の天皇・皇后の写真を即位礼当日に、あるいは伊勢神宮
への行幸時の天皇の表情がわかる写真を貸し下げるなど、天皇・皇后本人の写真を提供する
形で、大礼に関する写真記事をコントロールしているといえる。 
また、撮影ができず、貸し下げ写真もない即位関連の儀式そのものの様子は、両紙ともに
儀式を想像して描かれた絵画を掲載するという方法で報じている41。これはある意味で苦肉
の策であったと言えよう。新聞社にとっては、商品として最も価値のある天皇や皇后を現場
で新聞社が撮影した写真を掲載することができず、読者はそれを見ることができなかった。
大礼の期間を通して量が多く華やかな報道がなされているにもかかわらず、隔靴掻痒の感
が否めない内容となっている。 
 
第３節 昭和大礼関係写真記事の位置するところ 
 
ここでは、述べてきたような大礼関係の写真が、大礼にあたってどのような位置を占めて
いたのか検討を行う。大正大礼時に運営に関わった柳田國男は、昭和大礼にあたって次のよ
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うに述べている。 
 
古い個人の記録類には、先ごろ京都では大嘗祭が行はれたさうなといふやうな記事が
多い。……今回はそれはどうであるか。如何なる山の隅にも離れ小島にも、兼てその期
日と時刻とを聞知つて、遠くその夜の神々しい御祭の光景を、胸にゑがかざる者は一人
もない42。 
 
 柳田が指摘したように大礼挙行の情報が広範に伝わった背景には、視覚的な報道を行っ
た新聞等のメディアの影響が少なからずあったことは疑うべくもない。当時内務大臣であ
った望月圭介は、京都での大礼日程終了後の 11 月 27 日に次のように述べている。 
 
此間に於て新聞通信を初め
、、、、、、、
官民各種の機関が能く、秩序規律を重んじ各其本分を尽し、
真に挙国一致の忠誠を捧げ、齊しく君国の福祉を企図することに努力いたされたる功労
は永く後世に伝ふるべきものと信ずるのであります43〔傍点筆者〕。 
 
 これは、大礼の警備を担当する組織の長である内務大臣としての「謹話」の結びの文章で
あるが、傍点部のように官民諸機関の筆頭として新聞社・通信社を挙げている。先に大礼使
について見たのと同様44、いかに当局が報道を重視していたかを読み取ることができよう。
しかし、既に確認してきたように大礼各行事における警備は厳重で、写真撮影規定は通常時
と比べて撮影可能範囲の狭いものであった。その規定の運用がどのようであったか推し量
るため、内務官僚による鹵簿見学の記録を見てみよう。 
 
今一時間すれば 陛下御着駅の刻限となります。刻々に険悪となつた空はとうへポツ
リへと催して来ました。流石に人情の常で、外套を被る者、洋傘をかざす者、其処に
些か心のゆるみを覚えてか喫煙の群れも出て、暫時ざわめきました。警官は不動直立の
態度ですが、青年団の連中は慌ただしく制止の声を発し、其処此処と走り廻る。其内仕
合せと雨も止んだので、一寸した波瀾も納まり又元の静寂。……それからはもう、実に
水を打つたような静けさで、天地寂として声一ツしません45。 
 
両側の路面上に拝跪して御待ちした幾拾万蒼生のさながら水を打つたような静けさの
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中を、掃き清められた撒砂の上に馬蹄の音、轍の音粛々として進ませられます。四辺に
は咳一つ聞えません。唯僅かに賢所御羽車に対して敬虔の拍手を送る老人と、鳳輦を拝
し得て感激の嗚咽を洩らす婦女が、一層その場合の空気を緊張させて、満点満地悉く形
容に絶した崇厳の気に充たされぬものとては御座いませんでした46。 
 
 前者では、鹵簿が通過する時間の１時間前（これは「雑観撮影者」が周囲を撮影できる期
限でもある）にして、一時弛緩したものの再度緊張感が高まる様子が書かれている。「心の
ゆるみ」による行動に対して、警官は注意しないものの「青年団の連中」がそれを制止した
という。後者は鹵簿通過時における緊張感の絶頂が伝わる内容となっている。このような状
況で見学者の中に撮影者が紛れ込み規定を逸脱して撮影を行うことは容易ではないだろう。
仮に撮影を試みたとしても、「絶対ニ撮影セシメザル様厳密周到ニ取締」47を行うよう指示
されていた警官以前に「青年団の連中」のような存在に制止させられた可能性も考えられる
48。1921 年の撮影規定弛緩へ至る警備現場とは対照的である49。このような背景には何があ
ったのか。内務大臣望月圭介は以下のように述べている。 
 
近時兎もすれば人心弛緩し来れる如き傾向あるは自分の最も遺憾とするところで、これ
は是非とも今回の御大典を機として国民精神の緊張を相共に心懸けて行くことにしな
ければならぬと思ふ。……現に過般は共産党事件と云ふべき忌々しき事もあつたが、緊
張せる政府の政治は必ず不忠の狂人を改心殲滅せしめずには措かぬ……国民精神の緊
張は実に今秋の御大典を以て其の出発点と為し……日本民族正義の大精神を恢弘する。
洵に千載一遇の好機会なりと信ずる次第である50。 
 
 ここからは、大礼を好機として「共産党事件」に代表されるような社会状況を引き締める
ために対応していくという意図が読み取ることができる。先に述べた写真撮影や貸し下げ
をめぐる状況と、実際に紙面に掲載された写真記事は、厳格化へ向かう当局の一連の思惑上
に位置付けられるものである。 
 一方で、天皇らの写真について、必ずしも大礼使や内務省が意図したような発信・受容の
あり方しか存在し得なかったわけではない。巷間で販売されていた御真影の複写物等につ
いては、以下のように記録されている。 
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御肖像写真に付ても亦其の鮮明を欠きたるもの数紙ありしが之亦頒布前に於て訂正せ
しむることを得たり。然れども尚其の後当務者に対し一層の注意を喚起せしむる為、十
一月十三日附を以て各庁府県長官に宛て「今回の御大典を機として至尊の御真影を額
面又は絵葉書等に作製し発売頒布するもの多く……此の際特に査察を周密にし、一面
貴管下前掲諸営業者に対しては明治三十一年十二月内務省諭告51に準拠し十分注意を
加へしむるやう御配慮相成度合」と通牒したり52。 
 
 11 月 13 日は即位礼の３日後で大嘗祭の前日である。この時期にこのような通牒を出さ
ざるを得なかったのは、粗悪な品質の写真を売る業者が多く存在していたためであろう。こ
れは同時に、大礼を機としてそのような写真を求める人々が無数に存在したということで
もある。別の史料では「或程度迄は寛大に処理するが、其の程度を越え公安を害する者に対
しては、十分の取締を為さねばならない」53とし、鹵簿の直接撮影に関わる取締よりは緩や
かなものとなっている。 
 
おわりに 
 
 1928 年の昭和大礼は 1920 年代を通して最大規模の儀式であり、その様子は多数の写真
記事として新聞紙面に掲載された。この期間中の写真撮影にあたっては、1910 年代から形
成されてきた通常時の撮影規定と、明治大喪や大正大礼における撮影規定のあり様を前提
としながら、さらに複雑な大系をなして取締が行なわれた。大礼使が「大礼新聞団」「大礼
謹写団」を組織することを新聞・通信各社に求め、宮内省と協力のうえ取材の場所や時間の
指定や写真の貸し下げを行った。このような制限された取材状況下で各社は写真電送装置
の導入や輪転機の増強などで他社と競った。紙面に掲載されたのは新聞社による撮影の写
真は指定された場所・時間の鹵簿の写真や、貸し下げられた天皇・皇后の写真であり、いず
れも当局の指定の範囲内に収まるものであった。撮影が許可されなかった儀式の様子は、そ
の様子を想像して描かれた絵画の掲載によって伝えられた。 
内務大臣らの発言からは、警備の強化が共産主義思想の影響といった当時の社会状況に
対応する形で行なわれ、取材に対する規制もその一環であることがうかがえ、鹵簿見物の様
子からは、その場での撮影は困難であると推察された。また、新聞や警備の現場において規
制が守られた一方で、御真影等を複写した写真の販売は規制の逸脱がある状況に対して牽
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制はしつつもある程度黙認されていた。 
 たびたび触れてきたように、1921 年の撮影規定とそこに至る過程は警備担当の内務当局
が規制を越えて撮影する人々を制止し切れない状況に対して、皇室の近況を広く知らせる
という論理をもって皇太子の外遊を機に緩和したものであった54。しかし、共産主義思想の
流入とそれに関わる事件が発生したことによる警備上の不安を背景として、1928 年の昭和
大礼時には規制が厳格化した（但し、即座にそのような厳格な規制が恒常化したわけではな
い）。1930 年代以降、特に日中戦争勃発後、天皇は戦争指導を行う大元帥としてメディアに
現れるようになる。昭和大礼時における写真・活動写真の撮影をめぐる状況は、大正後期以
降の平民的な特徴を持つ皇室の展開からの再編成が行われる契機の一つであった。 
 
1 田中真人「近代天皇制国家における即位礼・大嘗祭」（『日本史研究』207 号、1979 年 11
月）、小松裕「登極令の制定について」（『歴史評論』358 号、1980 年２月）、所功「『登極令』
の成立」（『産大法学』22-3 号、1989 年１月）、高木博志「日本の近代化と皇室儀礼」（『日本史
研究』320 号、1989 年４月）、中島三千男『天皇の代替りと国民』（青木書店、1990 年）、西
秀成・荻野富士夫・藤野豊『昭和大礼記録資料 解説』（1990 年、不二出版）などが挙げられ
る。 
2 初出は前掲『昭和大礼記録資料 解説』、後に『昭和天皇と治安体制』（新日本出版社、1993
年）。 
3 初出は『学苑』〔昭和女子大学〕718 号、2000 年３月）、後に『ラジオの時代』（世界思想
社、2002 年）第三章「昭和天皇御大礼放送」。 
4 『昭和大礼警備記録』上（内務省警保局、1929 年）、１頁。 
5 西秀成前掲 15 頁。このような一連の儀式は、1909 年に制定された「登極令」によって定め
られた通りに挙行された。関連する行事として、12 月２日に「大礼付属特別観兵式」、４日に
「大礼付属特別観艦式」が行われている。 
6 『昭和大礼警備記録』上、358 頁。 
7 同前。 
8 同前。 
9 同前。 
10 同前書、364 頁。 
11 「習礼」の取材許可については、『昭和大礼警備記録』下（内務省警保局、1929 年）、364
頁。 
12 なお、ラジオでは即位礼や大嘗祭の様子を「実況」する番組が放送されたが、これは宮内省
の許可のもとに作成し逓信省の検閲を受けた原稿を、建礼門前に設置されたマイク前の人員か
らの合図を受け、現場から離れたアナウンサーが読み上げるという形式であったという（竹山
『ラジオの時代』、126～127 頁）。 
13 『官報』1928 年９月１日付、17 頁。 
14 『昭和大礼警備記録』下、364 頁。 
15 同前。 
16 京都府警察部編『昭和大礼京都府警備記録』上（1929 年）、427～428 頁。 
17 警視庁編『大礼記録』（1929 年）、294 頁。 
18 『大礼記録』294 頁、『昭和大礼京都府警備記録』上、429～431 頁。 
19 『昭和大礼警備記録』上、198 頁。 
20 『昭和大礼京都府警備記録』上、430 頁。 
                                                  
174 
 
                                                                                                                                                  
21 同前、432 頁。 
22 『大礼記録』272 頁。 
23 同前、437～438 頁。 
24 『昭和大礼京都府警備記録』上、429 頁。 
25 昭和大礼の警備の予算は 311 万円と大正大礼の約５倍、期間を通した警備要員は総計
26924 人、警衛補助員が約 54000 人と前例のない厳重警戒であった（荻野富士夫『昭和天皇
と治安体制』139～140、143～144、162 頁）。 
26 同前、160 頁。 
27 「大礼関係「フイルム」検閲の概況」1928 年 10 月 25 日、『現代史資料 40 マスメディア
統制 1』（1973 年、みすず書房）、206 頁。 
28 例えば朝日新聞社では、11 月の昭和大礼に備え、3 月にドイツのシーメンス・ウント・ハル
スケ社に電送装置を発注しているほか、輪転機の増設、電光ニュース表示装置の新設も行なっ
ている（朝日新聞百年史編修委員会編『朝日新聞社史』大正・昭和戦前編、1991 年、320～
324 頁）。 
29 「前夜から鹵簿を待ち奉る赤子」（『大阪毎日新聞』1928 年 11 月６日付朝刊、１面）。 
30 「鹵簿、名古屋離宮に入らせらる 本社特設電送写真」（『東京朝日新聞』1928 年 11 月７日
付朝刊、２面）。 
31 「紫宸殿の御儀習礼【八日御大礼謹写団謹写】（本社飛行便）」（『大阪毎日新聞』1928 年 11
月９日付朝刊、１面）。 
32 「鋪設成れる紫宸殿 本社特設電送写真（八日受信）」（『東京朝日新聞』1928 年 11 月９日
付朝刊、２面）。 
33 「御大礼奉祝記念号」（『大阪毎日新聞』11 月 10 日付朝刊、13 面）。 
34 「天壌無窮」（『東京朝日新聞』11 月 10 日付朝刊第一、１面）。 
35 山本信良・今野俊彦『大正・昭和教育の天皇制イデオロギー１』(新泉社、1976 年、新装版
1986 年)、71 頁、籠谷次郎『近代日本における教育と国家の思想』（阿吽社、1994 年）、87～
89 頁、内藤正敏「御真影―写真技術史よりみたその呪縛機能―」（『写真装置』９号、1984
年）、102～103 頁。 
36 「御儀服を召させ給へる天皇、皇后両陛下御尊影」（『大阪毎日新聞』1928 年 11 月 11 日付
第一夕刊 1 頁）、「紫宸殿に出御まします両陛下御真影」（『東京朝日新聞』1928 年 11 月 11 日
付夕刊 1 頁）。 
37 「晴れの御参入」（『大阪毎日新聞』1928 年 11 月 11 日付夕刊２頁）。 
38 「御大礼画報【本社特設電送写真】」（『東京朝日新聞』1928 年 11 月 11 日付夕刊２頁）。 
39 「天をこがす提灯の海」（『東京朝日新聞』1928 年 11 月 11 日付朝刊２頁）。 
40 「外宮御親謁の天皇陛下―宮内省貸下げ―【本社特設電送写真昨夜受信】」（『東京朝日新
聞』1928 年 11 月 21 日付朝刊、２面）。 
41 例えば、「本日行はせらるる即位礼紫宸殿御儀の図―猪飼嘯谷氏謹画―」（『東京朝日新聞』
1928 年 11 月 10 日付朝刊、２～３面）、「紫宸殿の儀 堂本印象謹写」（『大阪朝日新聞』1928
年 11 月 10 日付朝刊、13 面〔図３下部〕）、「賢所大前の御儀（聖上陛下御告文を奏させ給ふ） 
吉川観方謹画」（同、1928 年 11 月 11 日付第二夕刊、１面）など。 
42 柳田国男「大嘗祭と国民」（『定本柳田国男集』31 巻、筑摩書房、1964 年）、374 頁。初出
は『東京朝日新聞』1928 年 11 月 12 日付。 
43 望月圭介「御還幸を拝して」『警察協会雑誌』340 三号（1928 年 12 月）、５頁。 
44 『昭和大礼警備記録』上（内務省警保局、1929 年）、358 頁。 
45 佐藤進「大礼の都に使して」『警察協会雑誌』340 号、50 頁。 
46 原仙吉「京都にて鹵簿を奉拝するの記」『警察協会雑誌』340 号（1928 年 12 月）、39 頁。 
47 注 29 参照。 
48 この当時は教育勅語と御真影による学校儀式が 1890 年に開始されてから 40 年近くが経過
している。青年団はそのような教育を受けた可能性の高い世代であると言えるだろう。この件
については別途検討したい。 
49 注 8 参照。 
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50 望月圭介「御大典に際し所懐を述べ国民精神の緊張を期す」『警察協会雑誌』339 号（1928
年 11 月）、３頁。 
51 「御肖像取締ニ関スル件諭告」（1898 年 12 月 28 日）、内務省警保局編『行政警察例規集』
（1936 年、財団法人警察協会）、399～400 頁。「御肖像ハ総テ粗造ニ流レ不敬ニ渉ルヘカラス」
「御肖像ハ不敬ニ渉ルヘキ場所ニ掲ケ又ハ陳列スヘカラス」「御肖像ハ露店ニ於テ発売頒布スヘ
カラス」との内容を持つ。 
52 『昭和大礼警備記録』下、381 頁。 
53 松井茂「御大典の真義と警察奉仕」『警察協会雑誌』340 号、23 頁。 
54 「行幸啓ノ節鹵簿撮影其ノ他ニ関スル照会」（国立国会図書館憲政資料室蔵、牧野伸顕関係
文書・書類の部 4-7）。 
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第５章 戦時期における天皇イメージ 
 
はじめに 
 
戦時中において天皇は陸海軍を総攬する〈大元帥〉として行動し、戦争遂行に対して大き
な影響を与えた。大元帥としての天皇の重要な役割の一つに、陸海軍の将兵の士気を鼓舞す
るということがある。前線の将兵へ向けて勅語を送る、皇族や臣下を差遣するといったこと
がその例である。 
本章では、大元帥としての天皇がこのような役割のほかにも一般の国民を戦争遂行へと
動員するという役割をも担っていたということを、グラフジャーナリズム（グラフ雑誌）に
掲載された天皇の写真を見ることによって検討する。 
 天皇の姿を通した支配については、これまで巡幸・国家的な儀式・「御真影」といった政
治的な装置に関して研究が行われてきた1。これらの政治的な装置は、これらの支配の中心
を成すものであり、天皇と国民をつなぐ最も強大なパイプであったと考えてよいだろう。し
かしながら、行幸の場合では、全ての国民が天皇の姿を見ることができたわけではなく、見
ることができたとしても、それは人々の人生においてごく限られた時間であった。同様に、
国家的な儀式についても、実際に行われた場所でしか体験できないことであり、儀式が大規
模化して全国で同時に万歳三唱をすることが可能になっても、天皇の肉体は一箇所にしか
存在しないことに変わりはなく、また、会場が全国にあったとしても参加できる人数には限
りがある。「御真影」は、確かに全国各地へと下付されたが、例えば尋常小学校の場合は全
ての学校に下付されていたわけではなく、地方によってその普及率には違いがあった2。 
 つまり、天皇の視覚的な特徴を通じた支配は、これらの三要素の政治的装置のみによって
、、、、、、
機能していたのではない
、、、、、、、、、、、
と考えることが可能である。すなわち、明治初期に数多く発行され
た〈錦絵〉、その後新聞に掲載されるようになった〈報道写真〉、あるいは日露戦争時には圧
倒的な人気を博した〈絵はがき〉、そして、日本では大正末期に現れる〈グラフジャーナリ
ズム〉、または〈ニュース映画〉と枚挙に暇がないほどの、行幸・国家的儀式・「御真影」と
いった大きな政治的装置をいわば追体験することのできるメディアが、天皇と国民をつな
ぐ重要な媒介役となっていたことによって、支配が有効に機能したと考えられるのである。 
これまでの研究では、このようなそれぞれの政治的装置と国民を媒介するメディアにつ
いては、分析のための一史料として、あるいは挿絵として使用されることはあったが、それ
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自体の性質について詳しく分析されることはほとんどなかったと言ってよいだろう。この
ような支配におけるグラフジャーナリズムの役割について言及することが、本章のもう一
つの目的である。 
 
第１節 グラフジャーナリズムと大元帥昭和天皇 
 
 グラフジャーナリズムとは、報道写真を主体とした撮影・出版活動を指し、1920 年代に
ドイツで勃興したものである。その後主流はドイツからアメリカに移り、1936 年創刊の「ラ
イフ」が中心となって活発に活動がなされた。日本においては、大正期に朝日新聞社が『ア
サヒグラフ』を創刊させたのがグラフジャーナリズムの本格的なスタートとなって、その後
様々な雑誌が出版活動を行った。 
 グラフジャーナリズム各誌において、天皇やその家族、あるいはその他の皇族たちの写真
を掲載し、戦時期に入っても数多くの写真が掲載された。詳しくは後述するが、国家が戦争
という状態にある中、軍隊の最高指導者、大元帥である天皇がグラフジャーナリズムに掲載
されることによって、軍人・民間人の両方に対し戦争遂行に都合のよいイメージを提示する
内容のものとなっていたのである。〈大元帥イメージ〉と言うべきものが戦時において天皇
の視覚を支配において顕在化し、グラフジャーナリズムはそのイメージを媒介して国民に
伝達するという役割を果たしたのである。 
 本章で検討するのは朝日新聞社の『アサヒグラフ』及び、内閣情報部（のち情報局）編集
の『写真週報』である。 
『アサヒグラフ』ははじめ、1922（大正 11）年１月 25 日に、日本初の日刊写真新聞と
して東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社から創刊され、順調に発行を重ねていたが、およそ７
ヶ月後の９月１日、関東大震災が起こったことにより、９月１日付の 220 号で休刊に追い
込まれた。これは震災後の厳しい状況において「東朝〔東京朝日新聞〕の復興を先決とした
ため」3のやむを得ない措置であった。そして、この後休刊から約２ヶ月半の同年 11 月 14
日に『アサヒグラフ』は週刊紙として再開された。こうして、『アサヒグラフ』は、2000（平
成 12）年 10 月 13 日号をもって休刊となるまで、大正・昭和・平成を通して 4104 号が刊
行された4。 
『アサヒグラフ』は 1922 年に創刊された日本最古のグラフ雑誌であり、また、2000（平
成 12）年の休刊まで大正・昭和・平成にまたがって刊行されたものであるから、民間によ
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るグラフジャーナリズムがどのように変容したかについて検討のしやすい史料であると言
える。この雑誌は、1921 年の外遊を契機とした 
昭和天皇が大正天皇の摂政を務めていた時代から、平成までの期間を通じて刊行された
という点も重要視すべきであろう。 
 
『写真週報』は『アサヒグラフ』の創刊から 16 年後の 1938（昭和 13）年、日中戦争勃
発の翌年の２月に創刊し、終戦直前の 1945（昭和 20）年７月まで刊行が続けられたもので
ある。編集を担当していたのは、はじめは内閣情報部、後に 1940 年改組されて情報局の誕
生にともなって編集主体が情報局とクレジットされるようになる。内閣情報部時代、情報局
時代を通じて、『写真週報』は一貫して政府の意思を国民に伝えるための官製のメディアで
あった。 
 民間の編集で刊行期間の長い『アサヒグラフ』と、官製で刊行期間が戦時期に限られる『写
真週報』。この２つのグラフ雑誌に掲載された昭和天皇の写真をピックアップし、個々の写
真の特徴と全体の傾向を分析することによって、戦争遂行にあたって、天皇の〈大元帥イメ
ージ〉によって国民を動員する目的のためにどのように利用されたのかを以下各誌ごとに
検討していく。 
 
第２節 『写真週報』における〈大元帥イメージ〉 
 
 戦時期における天皇写真を検討するという本章のねらいであるため、創刊時期は後発で
あるが、『写真週報』の検討を先んじて行う。 
 先述の通り『写真週報』は、1938（昭和 13）年の２月 16 日に創刊され、1945 年７月
11 日号の 374・375 号まで週刊で刊行された。合併号も含まれるため、刊行されたのは足
かけ８年間で 370 冊である。Ａ４サイズの 24 ページ構成が基本的なスタイルで、表紙を含
む各ページに１枚あるいは複数枚の写真が掲載されている。当初はすべてグラビア印刷で
あったが、1940 年の 100 号の発行を期に『写真週報』自体の性質がややシフトし、活版印
刷のページが入ってくるようになる。 
ここで、『写真週報』がどのような性質のものであるか、いくつかの史料をもとに述べて
みたい。はじめに、『写真週報』の誌面から、創刊第２号に掲載された文章を見てみよう。 
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映画を宣伝戦の機関銃とするならば、写真は短刀、よく人の心に直入する銃剣であり、何
十万何百万と印刷されて配布される毒瓦斯である5 
 
ここでは、写真が「短刀」「銃剣」「毒瓦斯」といった武器・兵器に例えられている。日中
戦争勃発後という戦時にあって、作り手にとって『写真週報』という雑誌が戦争遂行のため
の道具、あるいは「兵器」として刊行されるものであるということが明確に現れている。ま
た、映画を「機関銃」と例えていることは、あらゆるメディアが戦争遂行のために動員され
るという当時の状況が垣間見える。 
次に引用するのは、1941 年５月１日付の「情報局ノ組織ト機能」という史料である。こ
れは誕生したての情報局の機構について述べられているものであり、一般には公開されな
かったものである。以下は、そのうちの『写真週報』について述べている部分である。 
 
 写真週報ハ国内写真宣伝ヲ目的トシ週報ノ姉妹紙トシテ編集サレテヰル………簡単ニイ
ヘバカメラヲ通ジテ国策ヲワカリヤスク国民ニ知ラセヨウトイフ趣旨デアツタガ、ソノ
後読者ノ要望モアツテ「週報ノ大衆版」トシテノ要素ヲモ加味シ………近時著シク発行部
数ノ増加ヲ見ルニ至リ、十六年三月現在約二十万………グラフ誌デ最モ多イアサヒグラ
フデモ数万部に過ギナイトイハレルカラ、写真週報ガ断然東洋一デアル………編集方針
モツトメテ大衆向キトシテ程度ヲ下ゲルコトニ腐心シ、週報ガ一部指導者向記事ヲ盛ツ
テヰルノトハ違ツテ、写真週報ハ当課デ宣伝内容ヲクダイテ、大衆ニ親シミヤスイ形ニ直
シテ扱フトイフ方針ヲトツテヰル………週報ハ多分ニ国民啓発的要素ヲ持チ、且ツ直接
ニ大衆ニ食ヒ入ラウトスルモノデアル………写真トイフ大衆ニ親シミヤスク、マタ感情
ヲ引キツケヤスイ宣伝媒体武器ニ、文字ト相マツテ国策ヲワカリヤスク理解サセ、時局常
識ヲ植エ付ケルコトニ主眼ヲ置イテヰル6 
 
まず、「週報ノ姉妹紙トシテ」『写真週報』が刊行されていることが明言されている。『週
報』とは、1936 年に創刊された『写真週報』と同じセクションが編集する刊行物であるが、
『写真週報』とは違い、基本的に活字情報のみの冊子である。 
刊行当初は「簡単ニイヘバカメラヲ通ジテ国策ヲワカリヤスク国民ニ知ラセヨウトイフ
趣旨」というように、文字情報のみでの『週報』と写真がメインとなる『写真週報』という
ように棲み分けがなされていたようだが、後に「『週報ノ大衆版』トシテノ要素」が加えら
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れ、これによって『写真週報』は写真の掲載をメインとしつつも、この節の始めに述べたよ
うに、活版印刷の読み物のページが八ページ入るようになったのである。その結果、『写真
週報』はより大衆向けの『週報』といった定義づけをなされるようになり、「編集方針モツ
トメテ大衆向キトシテ程度ヲ下ゲルコトニ腐心」したというように、あからさまに政府が一
般下層の民衆を啓蒙するという類の発想によって刊行されていたことが伺える。 
部数については、「十六年三月現在約二十万ニナリ、他ニ比類ナイ躍進振リ」であり、「グ
ラフ誌デ最モ多イアサヒグラフデモ数万部に過ギナイトイハレルカラ、写真週報ガ断然東
洋一」であると、高らかに宣言している。この、20 万部という数字も、そのままでは受け
ることは出来ない。『写真週報』が 1941 年に行ったアンケートの結果が、「写真週報一冊を
何人で読むでせう」と題された記事として 1941 年 11 月５日発行の通巻 193 号に掲載され
ている（図１）。 
 
7 
図１ 「写真週報の読者」、『写真週報』1941 年 11 月６日号（第 193 号）、18 頁。 
 
これは「東京府他十五県で購入された方々」8を対象にしたアンケートである。結果は、
「平均して写真週報一冊を一〇・六人読んでゐることが判明しました」となっている。この
前部分には「回答の成績について一言しますと、結果は遺憾ながら予想よりも悪く、読者か
ら寄せられた総回答は一八、九六〇で、一府十五県の総領布数の二一・一%でした」9とあり、
予想より低い結果であったとしているものの、全体の部数の 2 割程度から回答が得られて
いる「約二十万」という部数を単純に 10 倍してみると、おおよそ 200 万人が『写真週報』
をということになる（なお、当時の日本の人口はおよそ 7000 万人である）。 
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図２ 「読者の職業と年齢」、『写真週報』1941 年 11 月６号（第 11 号）、２～３頁。 
 
左の表は同じくアンケート結果の「写真週報一冊を何人で読むでせう」に掲載されたもの
である、これによると職業でいうと、「学生生徒」が 45.4%、25 歳までの「青少年」におけ
る割合では 68%となっている。また、右も同様に掲載されたもので、読者の年齢層を示し
ている。これによると、青少年が 65.6%、壮年が 30.3%、老年が 2.1%となっている。10 歳
未満の子どもの世代が自ら『写真週報』を購入して友人同士で読み回すということも少ない
だろうから、積極的に『写真週報』を読むことも少ないと考えると、全体の人口に占める割
合は 2.7%程度であっても、10 代、20 代程度の若い層においてはそれを遙かに上回る影響
力を持っていたのではないかと考えられる。 
 
続いて、『写真週報』から見ることのできる昭和天皇の〈大元帥イメージ〉を見ていく。 
 
 
 
表１は、昭和天皇を初めとする皇族と、溥儀ら満州国皇室、英国王室などの人物、そして
靖国神社や紀元 2600 年関係行事など皇室と関わりの深い写真記事の各年ごとの掲載回数
年 昭和天皇 香淳皇后 明仁皇太子 秩父宮 秩父宮妃 高松宮 高松宮妃 三笠宮 三笠宮妃親王・内親王 他皇族 貞明皇后 大正天皇 宮城など 溥儀 英国王室 李王 英国以外 靖国 紀元2600 神社 詔書 合計
1938 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
1939 5 1 0 5 0 2 0 1 0 0 2 0 0 1 1 1 0 0 3 1 0 0 23
1940 14 4 6 2 1 4 0 1 0 0 3 0 0 0 3 0 0 0 2 32 3 0 75
1941 4 1 2 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 7 0 1 21
1942 7 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 12
1943 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3 0 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 11
1944 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
1945 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 5
合計 38 8 9 7 2 9 0 3 1 0 9 0 0 5 5 1 0 0 10 40 3 3 153
表１　『写真週報』における天皇制関係記事等　（1938～1945年）
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を示すものである。昭和天皇の掲載回数を見ると、創刊の 1938 年は４回、翌 1939 年は５
回と、ほぼ同じ水準で推移している。1940 年の掲載回数が 14 回と跳ね上がっているのは、
同年 11 月に刊行された「紀元二千六百年祝典臨時号」に多くの昭和天皇の写真記事が掲載
されているためである。従って、1941 年の４回、1942 年の７回も、おおよそ同じ水準で
推移したものと言える。対米開戦後は戦争関係の記事が増加し、後にページ数が減少する都
合上、天皇関係の写真記事の掲載回数も少なくなる。それに従って 1943 年、1944 年は昭
和天皇の記事の掲載回数はそれぞれ一回ずつとなっている。しかしながら、後述するが、こ
れは単純に掲載回数が減って天皇の影響力が衰えたわけではなく、むしろ、それまでに一定
の成果があったからこそ一度ずつの掲載にすることが可能であったという意味合いが強い
ものである。1945 年は７月を最後に刊行が途絶えるが、２回掲載されている。終戦前の最
後の時期にあって、天皇を利用した最後のてこ入れといった意味をもったものであった。 
 では、誌面の内容について具体的に論ずるために、全体の記事の量からみるとわずかでは
あるが、『写真週報』における天皇制関係記事の特徴をよく捉えることのできるものを何点
か紹介し、どのような意図によって、あるいはどのような技法によって編集されていたのか
について検討していきたい。 
以下の写真記事は、『写真週報』に初めて掲載された昭和天皇の写真記事である（図３）。 
 
 
図３ 『写真週報』1938 年 4 月 27 日号 
 
これは、表紙をめくってすぐの２～３頁10に掲載された記事であるが、特徴的なのは、左
右見開きであるにもかかわらず、右ページには写真は印刷されず、外側に枠だけがある白い
スペースの中心に「天長の佳節に方り謹で万寿無彊を祈り奉る」と印字されているだけであ
ることであろう。通常この右ページの部分には広告が印刷されているが、少なくとも天皇の
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右側に商業広告が印刷されているのは不敬にあたると考えられ、そのために広告ではない
ページにするということが考えられたのであろうか。しかし、実際にはほとんど白紙に近い
ページがそこには広がっているのである。つまり、これはレイアウトによる視覚的な文法だ
と考えられる。この時代であっても様々な「天皇陛下」という単語の後に一文字分空白を入
れて記述が続けられるということがあり（置字）、さらに以前、前近代においても「主上」
という単語の後に一文字分空白を置いたり、または先に改行して「主上」などの単語が行の
一番上にくるように記述されるということがあったようである。あるいは、口頭にとおいて、
政治家の演説やトーキーになってからのニュース映画のアナウンサーの言葉などにおいて
も「天皇陛下」と、発音する前に「畏くも」と発音してから一呼吸置くということがよく見
られる。つまり、見開きページの右側に空白があるということは、いうなれば、そのような
天皇へ対する〈畏まり〉表現の視覚化の一種なのである。『写真週報』においては、天皇や
皇后、皇太子の写真が２～３頁に掲載される場合にこの形式がとられることが多い。 
この写真記事においてもう一つ特徴的なのは、左ページに印刷されている写真が「御真影」
であることである。もっとも、ここに掲載されたのは天皇の写真だけであり、学校などに下
賜され、教育勅語とともに儀式空間を作り出ていた皇后とセットの御真影ではない。この記
事自体は天皇の誕生日である天長節にあたって掲載されたものであるが、この後天皇の「御
真影」が『写真週報』に掲載されることは一度もないないため、編集側がどのように天皇を
初登場させるか苦慮した結果であるとも推察されよう。 
創刊初期の『写真週報』では、その後の天皇関係の記事に特徴的ないくつかの類型が現れ
ている。創刊以来２回目に昭和天皇の写真が掲載されたのは、初登場の次の第３号である
（図４）。 
 
図４ 『写真週報』1983 年５月４日号（第 12 号） 
184 
 
 
初回掲載時同様、見開き左右別形式である。右ページの文章は以下のようである。 
 
天皇陛下には四月二十六目靖国神杜臨時大祭第二目 
の儀に行幸 
畏くも護国の神々と新祭祀の祭神四千五百三十三 
柱の霊前に親しく御拝あらせられた11 
 
これは、天皇が靖国神社の臨時大祭に行幸したことを伝える記事である。初回掲載時同様、
２～３頁目を見開きで利用した誌面作りとなっている。ここでも同じように〈畏まり〉文法
の視覚化は利用されており、「天皇陛下」を一段上げて書き始め、「畏くも」の後にも一文字
空白を置くなど、活字部分にも非常に注意を払って行われているように読みとれる。左ペー
ジの写真は、前号掲載時の御真影とは違い、「四月二十六日」に撮影されたものである。同
じ天皇の写真でも、既存の御真影を掲載するのと、ある行事において新たに撮影されたもの
を掲載するのでは、後者の方が行幸行為と親和性の高い写真であるということが言えるの
ではないだろうか。このように、天皇や皇后、その他の皇族が行幸・行啓した場合にその様
子を撮影した写真が掲載されるのが『写真週報』における天皇制関係記事の一つの類型とな
り、以後続いていくことになる。 
続いて、前出のような巻頭にではなく、ちょうど冊子の中心のページに掲載される記事の
例についても事例を紹介したい（図５）。この記事も、前号に引き続き昭和天皇の写真が掲
載されたものである。 
 
 
図５ 『写真週報』1983 年５月 11 日号（第 13 号） 
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 この記事は、横位置の写真が利用されており、24 ページ組のちょうど真ん中に当たる 12
～13 ページに位置している。中綴じ製本の中心であり、巻頭に掲載される場合とは違い、
一枚の用紙に写真が印刷されるため、このように左右ページを大胆に使用した誌面構成が
容易になっている。また、このページの前後に関連した記事は存在せず、この写真の記事が
独立してこの位置に存在している。 
記事のキャプションには「皇威輝く事変下天長節の観兵式昭和一三年四月二九日代々木
原頭に於て謹写」とあり、天皇の誕生日である天長節の行事の様子を報じる内容となってい
る。この写真において天皇は、これまでの例とは異なり、全体に占める身体の大きさが小さ
くなっている。その上に写真に写っている人数も逢かに多く、天皇よりも大きいサイズで写
っている人物も多い。しかし、この写真において、どの人物が天皇であるかを判断すること
は難しいことではない。それは、天皇旗や白馬といった天皇制をめぐる可視的な表象が写真
上に現れているからである。写真を見る人々は、画面に白い馬がいれば（この場合天皇の白
馬の前に空白となる空間もある）、それが天皇であると判断し、画面右側に配置されている
閲兵される兵士たちの視線が注目しているという構図によって、天皇が観兵式を行ったと
いう事実を短時間で読みとることが可能であったと考えられる。 
これまで述べたような基本的な類型が現れた後、以下のような写真記事が掲載された（図
６）。 
 
 
図６ 『写真週報』1940 年６月 19 日号（第 121 号） 
 
この写真記事は、右ページは枠があるのみで、他は完全に白紙の状態である。〈畏まり〉
文法の中でも、これまでで最もコントラストのはっきりしたものとなっている。この奇妙な
までの空白を駆使したレイアウトは、見る者に日常とはかけ離れた感覚を与えるものだと
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言って差し支えないだろう。この記事は、写真自体に明確な可視的な表象がない場合は空白
のレイアウトだけを利用して天皇の記事であることを伝えるという新たな用法によるもの
であると考えられよう。 
『写真週報』においてこれらのような写真記事が掲載されたのは、天皇のものだけではな
く、皇后、皇太子、直宮を中心とする皇族たちのものも数多くあったこと（表１参照）は重
要な点である。ここで指摘しておきたいのは、それら天皇以外の皇族の場合は、皇族の中で
の地位の高さによって異なる掲載のされ方をされているということである。 
ここでは、皇后の例と皇太子の例を確認しておこう。皇后の写真記事には次のようなもの
がある（図７）。 
 
 
図７ 『写真週報』1940 年 12 月 11 日号（第 147 号） 
 
この時期、皇后が写真に写る場合、この写真のような、ロングドレスに白手袋、さらに帽
子をかぶった状態であることが多く見られる。この写真はその典型であり、顔が影になって
いてほとんど見えない状態になっているのが特徴である。これまで、目立った表象のなかっ
た皇后だが、今後このように、ロングドレスに帽子をかぶり、顔があまりはっきり見えない
という人物として表現されるようになる。このような特徴はこの後に分析する「紀元二千六
百年祝典臨時号」でも同様であり、また、年代が下ると、他の皇族の女性も同様の特徴をも
って写真記事に現れてくるようになる。 
また、皇太子の例では以下のような記事がある（図８）。 
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図８ 『写真週報』1940 年４月 17 日号（第 112 号） 
 
 これまでの皇太子の写真記事と同様に、右ページが白紙に枠という形式ではなく、写真
を掲載するという〈畏まり〉の視覚化の形式をとっており、この場合は、学習院初等科の正
門の写真が掲載されている。皇太子は、学習院初等科に入学した後は、このような制服を着
て写真に写るようになる。従って、皇后の場合と同様、学習院初等科の制服が皇太子である
ことの可視的表象として利用されるようになるということである。 
これらの記事から皇后の場合は右ページに広告が掲載されることがあるということ、皇
太子の場合には決まって右ページに何らかの内容に関する写真が薄い色で掲載されること
が指摘できる。つまり、全体の傾向としては、天皇、皇太子、皇后、直宮といった序列で〈畏
まり〉の度合いに強弱がつけられているということが言える。 
『写真週報』において、昭和天皇の写真記事は、これまで述べてきた類型の組み合わせた
ものが繰り返し掲載された。記事の内容は天皇が行幸したというものが最も多く、その行き
先が軍事関係の施設や行事、あるいは靖国神社の臨時大祭と、いずれも戦争を遂行するため
に必要な要素であった。戦争遂行のため、昭和天皇は誌面の上でも大元帥として民衆の士気
を鼓舞する役割を担ったのである。 
 
第３節 『アサヒグラフ』における〈大元帥イメージ〉 
  
 『アサヒグラフ』ははじめ、1922（大正 11）年１月 25 日に、日本初の日刊写真新聞―
―「読む新聞であって且見る新聞」として東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社から創刊され、
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順調に発行を重ねていたが、およそ７ヶ月後の９月１日、関東大震災が起こったことにより、
９月１日付の 220 号で休刊に追い込まれた。これは震災後の厳しい状況において「東朝〔東
京朝日新聞〕の復興を先決としたため」のやむを得ない措置であったという。そして、この
後休刊から約２ヶ月半の同年 11 月 14 日に『アサヒグラフ』は週刊紙として再開された12。 
こうして、『アサヒグラフ』は、2000（平成 12）年 10 月 13 日号をもって休刊となるまで、
大正・昭和・平成を通して 4104 号が刊行された。本節は、この長い刊行期間の中から、『写
真週報』が刊行されていた期間を中心に、その誌面に現れた昭和天皇やその他の皇族の記事
について比較・検討を加えるものである。なお、日刊の『アサヒグラフ』はその範囲に含め
ていない。 
 週刊の『アサヒグラフ』は、どのような意図によって創刊されたか。創刊号には以下のよ
うな文章が掲載されている。 
 
  新聞の始まりは画だ。 
文字を知らなかった歴史以前の原人は、皆絵によつて、消息を通じた。岩窟の壁や獣の
骨などに原人が遺してゐるさまざまの幼稚な画は、ほとんど全くその頃の出来事を報
じたものならざるはない。事実を報導
ママするを新聞紙の任務とするならば、斯ういふ画は
いづれもそれぞれに新聞紙の任務を勤めてゐた。新聞紙の始まりが画であるといふ事
に何の不思議があらうか。 
 〔中略〕 
  文字が出来て後も、いろいろの意味に於て、画は新聞紙の用を勤めた。第一に画は文字
と違つてどんな人にも分る。画で表はし得る限り画を用ふる方が一般の興を引くこと
が広い。この意味で用ひられたのが、今のニュース・フヲトの元である。 
 〔中略〕 
  そこへ写真が出来、写真版が出来ることゝなつて、初めてこの難〔写真が製版できず、
木版でしか図版を掲載できないこと〕は解けた。写真が版下となつて、写真版が手彫り
の木版に代れば、写したものは正確に取れるし、早くも出来るし、費用も少ない。新聞
雑誌が盛に画を入れ始めたのは之からである。 
 〔中略〕 
  新聞紙の始まりは画であつたが、最近の新聞紙は又画になつて来た13 
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 この文章が伝えようとしていることは、つまり、「画は文字と違つてどんな人にも分る。
画で表はし得る限り画を用ふる方が一般の興を引く」という、人の五感のうちの一つである
視覚に直接訴えるという「歴史以前の原人」以来のプリミティブな方法を多用した報道が技
術的に可能になったため、ジャーナリズムの最先端をいくものとして『アサヒグラフ』を創
刊するということではないだろうか。 
『アサヒグラフ』の部数は、対米開戦の頃で約５万部であるという14。これ以外の時期に
どれくらいの部数であったかはわからないが、約 20 万部発行されていた『写真週報』に比
べれば部数が少ないことは確かであろう。しかしながら、創刊時から記事の内容が貴族階級
や学者の令嬢などを写真で紹介するもののほか、皇室記事も多く、特に『写真週報』ではほ
とんど掲載されない皇族も多く掲載されていることや、1939 年頃の紹介チラシで「待合室、
応接間その他の集会所の備へ付けに最適」15と記述されている点などから、一般大衆向けと
いうよりは、都市中間層以上を読者層として編集・発行されていたものと考えられる。価格
も 1923（大正 11）年の週刊創刊時に 15 銭と、1938 年創刊の『写真週報』の 10 銭よりも
先発であるが高価格である。 
 
 では、『アサヒグラフ』に掲載された天皇関係の写真記事を、『写真週報』との比較も交え
ながら検討を加えていきたい。 
『アサヒグラフ』は日本のグラフ雑誌の草分けというべき存在である。そのこともあって
創刊初期の誌面は、『写真週報』や、あるいは現在の雑誌のようなレイアウトではなく、小
さな写真をページ全体に羅列するタイプのものが多かった。創刊号に掲載されたのは以下
のような記事であった（図９）。 
16 
図９ 『アサヒグラフ』1923 年 11 月 14 日号（第１巻１号、通巻１号） 
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上段の楕円形で囲まれた２枚の写真のうち、左側が昭和天皇（摂政）、右側が香淳皇后（久
邇宮良子）で、その下が竹田宮妃らの皇族たちが写っている写真となっている。キャプショ
ンは日本語と英語で付けられている。この頃の誌面は、このように同じページに様々な写真
が羅列されるというレイアウト方式がとられている。下段に別の記事が入っていることか
らも、皇室関係の記事は必ずしも後年の『写真週報』のように特別な扱いを受けているとは
考えられない。 
 
 
 
表２は、『アサヒグラフ』に掲載された天皇制関係の記事について、『写真週報』の表 1 と
同様に示したものである。掲載回数を見ると、1920 年代がもっとも多いことがわかる。大
正から昭和への代替という様々な行事が連続する時期にあって、初期のグラフジャーナリ
ズムはそれに呼応するように大量の天皇制関係記事を掲載したとも考えられる。1930 年代
に入ると掲載回数は減少するが、それまでの、同じページに複数の写真を羅列するという方
式から、ページ全体を利用した大きな写真が掲載されることが多くなってくる。量的には掲
載量が減少するものの、単純に天皇制関係の記事を掲載することが軽視されたとは言えな
いであろう。また、意図的であるかどうかはわからないが、1930 年代から軍服を身につけ
年 昭和天皇 香淳皇后 明仁皇太子 秩父宮 秩父宮妃 高松宮 高松宮妃 三笠宮 三笠宮妃親王・内親王 他皇族 貞明皇后 大正天皇 宮城など 溥儀 英国王室 李王 英国以外 靖国 紀元2600 神社 詔書 合計
1923 4 2 0 0 0 0 0 2 0 2 1 0 1 0 10 0 0 0 0 0 1 0 23
1924 19 15 0 6 1 2 0 4 0 0 64 3 0 0 0 2 1 6 0 0 0 0 123
1925 27 4 0 21 0 6 0 8 0 0 97 3 1 0 0 8 1 0 0 0 0 0 176
1926 28 6 0 6 0 4 0 5 0 3 53 3 1 0 0 2 16 8 0 0 0 0 135
1927 23 4 0 50 0 9 0 8 0 5 98 8 6 2 0 3 11 0 0 0 0 0 227
1928 40 22 0 42 22 6 0 7 0 5 117 1 0 3 0 4 14 0 0 0 0 0 283
1929 21 1 0 16 10 11 5 5 0 3 41 0 0 2 0 17 0 0 1 0 0 0 133
1930 9 3 0 4 2 15 13 0 0 4 27 1 0 0 0 2 4 2 0 0 0 0 86
1931 4 2 0 0 0 1 0 0 0 5 6 1 0 0 0 2 2 8 0 0 0 0 31
1932 4 1 0 1 1 1 2 0 0 8 5 1 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 29
1933 5 0 1 3 3 1 2 0 0 4 9 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 30
1934 9 1 1 12 3 1 1 4 0 9 23 1 0 1 3 2 2 0 4 0 0 0 77
1935 6 0 1 5 1 1 1 1 0 0 2 6 0 1 11 4 3 0 2 0 0 0 45
1936 13 2 1 2 0 1 1 3 0 4 12 0 0 0 0 7 0 0 1 0 0 0 47
1937 4 2 1 8 7 3 2 0 0 5 6 2 0 1 0 6 0 0 2 0 0 0 49
1938 6 0 2 9 0 0 0 2 0 5 12 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 38
1939 3 1 1 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0 2 0 1 0 0 2 0 0 0 14
1940 13 4 6 1 0 2 0 1 0 0 1 0 0 1 5 0 0 0 5 7 2 0 48
1941 4 1 4 1 0 0 0 3 4 5 1 0 0 1 0 0 1 1 3 0 0 1 30
1942 6 1 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 5 0 0 1 21
1943 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 8
1944 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
合計 251 72 19 187 50 67 28 55 4 68 577 31 9 17 38 60 55 25 29 7 4 2 1655
表２　『アサヒグラフ』における天皇制関係記事等　（1923～1944年）
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た天皇の写真が増加している。ここで、『アサヒグラフ』の誌面における変化の中で最も注
目したいのは、1930 年代中頃からのものである。1935 年 11 月 20 日号（第 25 巻 21 号、
通巻 628 号）には次の写真記事が掲載された（図 10）。 
 
17 
図 10 『アサヒグラフ』1935 年 11 月 20 日号（第 25 巻 21 号、通巻 628 号） 
 
 キャプションには、「御馬上の大元帥陛下 宮内省御貸下」とある。これまでも、皇太子
の写真や直宮の結婚時の写真などで宮内省の提供による写真が掲載されることはあったが、
この写真はそのような記念写真的役割を持つものとは異質なものである。この写真によっ
て政府は、軍事的に緊張した時勢にあって、天皇の大元帥としてのイメージをここに定義し
たということを表明したとも言える。これまでも白馬に跨った写真は多く掲載されてきた
が、はじめは定着せず白馬以外の馬に跨ったものが掲載されることもままあった、白馬であ
ったとしてもそれらはそのおかげで結果として天皇であるとわかるものとなっていたに過
ぎなく、必ずしも意図的なものでなかったとも考えられる。つまり、この頃から官製の大元
帥イメージづくりが本格化したと考えられる。 
 この翌年の 1936 年は、10 月に北海道で行われた陸軍特別大演習に合わせて九ページに
及ぶ特集記事が 10 月 14 日号（第 27 巻 16 号、通巻 675 号）に掲載されている。以下は
その特集の最初のページである（図９）。 
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18 
図 11 『アサヒグラフ』1936 年 10 月 14 日号（第 27 巻 16 号、通巻 675 号） 
 
 キャプションには「大元帥陛下御閲兵」とある。この写真は宮内省提供のものではなく、
朝日新聞社が撮影したものである。しかしながら、前年の宮内省提供の写真と似たものにな
っている。政府の側が定義した〈大元帥イメージ〉を民間でも追随して再生産するようにな
ったと考えられる。このほか、お召し列車とその通過を待っていた人々の権力関係を明解に
可視化した写真が同じ号に掲載されている。徐々に天皇と民衆の間の関係が可視化された
写真が表れるようになってくるということである。 
 『写真週報』が創刊される 1938 年になると、『アサヒグラフ』の誌面にはさらなる変化
が見られるようになる。以下は、11 月２日号（第 31 巻 18 号、通巻 782 号）に掲載された
写真記事である（図 12）。 
 
19 
図 12 『アサヒグラフ』1938 年 11 月２日号（第 31 巻 18 号、通巻 782 号）、３頁。 
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 これは、靖国神社に日中戦争の戦死者を祀る臨時大祭に際して、天皇が参拝したというこ
とを伝える記事である。『アサヒグラフ』において、天皇が靖国神社に参拝した様子をこの
ように明解に、かつ１ページ大の写真を使用して大々的に報じることはこの記事が最初で
ある。また、ここで指摘したいのは、この写真記事が『写真週報』に掲載された靖国神社参
拝の写真記事の左ページと酷似しているということである。前年に官製の〈大元帥イメー
ジ〉に追随した『アサヒグラフ』は、誌面作りの点においても、グラフ雑誌としては後発で
ある『写真週報』と似せることによって政府の方針に追随したと考えられる。 
 『アサヒグラフ』がさらに『写真週報』の特徴に類似するようになる例について、もう一
点写真記事を紹介したい。以下は、1940（昭和 15）年６月 26 日号（第 34 巻５号、通巻
867 号）に掲載された「天皇陛下 関西の聖地御巡幸」と題された記事である（図 13）。 
 
20 
図 13 『アサヒグラフ』1940 年６月 26 日号 
 
この見開きのページで特徴的なのは、左ページに写っている天皇の姿のまわりに空白が
出来ていることである。これによって白馬や天皇旗などといった明解な表象なしに左ペー
ジの人物が天皇であることが一目でわかるようになっている。つまり、『アサヒグラフ』誌
上においても、『写真週報』で行われたような〈畏まり〉文法の可視化が行われているとい
うことである。『写真週報』において、この写真記事と酷似したものが存在するわけではな
いが、そのことは逆に、空白を利用して〈畏まり〉を表現するというエッセンスを本質的に
理解した上で編集されたとも推測できるだろう。 
『アサヒグラフ』は民間企業が刊行するものであり、元々は国策の遂行のために都合のよ
い写真記事を掲載するという性質ではなく、天皇制関係の記事も、読者の興味に沿う形のも
のであったと考えてよいだろう。しかし、戦時下においてその性質が変化してゆき、『写真
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週報』の刊行を契機として、国策である戦争を遂行するための装置として機能する結果とな
った。天皇制関係記事は、その中核をなすもので、天皇の大元帥としての役割を民衆に対し
て媒介させるものとなったのである。 
 
おわりに 
 
 本章では『写真週報』、『アサヒグラフ』の両誌に現れた天皇・皇族関係記事について検討
を行った。 
 『写真週報』創刊までの『アサヒグラフ』について概括すると、1920 年代は特に掲載量
が多く、一つのページに様々な写真を羅列するということが多い。権威を上昇させる内容と
いうよりも、前章まで検討してきた通り、人々がそれを求めることを前提としながら商品と
しての価値を持った内容のものとして描かれていたという意味合いが強い。 
また、この時期は、天皇や男性の皇族が軍服以外の背広等を着用している写真も多く、表
れてくる軍隊を率いて士気を鼓舞するといったイメージは、1920 年代まではあまり掲載さ
れなかった。1930 年代になると、誌面における写真の掲載量は減少するが、主要な行事が
あった場合を中心に、それ以前より大きな写真で掲載されることが多くなった。従って、読
者の興味に沿う内容の写真記事を目指すという性質のものであって、それによって国民を
国策のために動員するための位置づけではなかった。 
 その後、日中戦争勃発翌年の 1938 年に『写真週報』が創刊した。『写真週報』は、それ
まで『アサヒグラフ』でも散見された白馬などの天皇を示す可視的な表象を有効に活用し、
さらに、構図に一定の空白を用いた〈畏まり〉の可視化を毎回天皇の写真に盛り込み、写真
以外にも見開きの片方のページをほとんど空白にしてしまうという手法を利用して、天皇
の権威を可視化する方法を確立させた。『アサヒグラフ』1935 年の 11 月 20 日号（第 25
巻 21 号、通巻 628 号）3 頁に掲載された宮内省提供の天皇が白馬に跨っている写真の存在
は、政府の側が天皇の権威を視覚的に普及させる新しい方法としてグラフジャーナリズム
を利用しようとして模索していた姿を体現しているとも考えられる。そのような新しい形
態を実現するためのメディアが『写真週報』という官製のグラフ誌だったのではないだろう
か。この時期から終戦までは、読者の興味に沿う内容かどうかではなく、政府が国民に見せ
ることによって支配を実現し、効果的に国民を戦争遂行のために精神的に動員するための
写真記事が積極的に掲載されたのである。そして、国民の側もそれに呼応し、1940 年に刊
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行された『写真週報』の「紀元二千六百年祝典臨時号」が、発行した 50 万部では需要に応
じきれないという状況が生まれることになったのである。 
 1941 年の対米開戦後、戦況の悪化に伴って天皇制関係の記事は減少するが、わずかに掲
載される天皇の写真記事は、これまでの視覚を通した支配に重要なイメージの類型を的確
に再掲載するものであって、それ以前に確立された国全体を牽引し軍隊の士気を鼓舞する
といった〈大元帥イメージ〉を国民たちに持続して持ち続けさせようとするものであったと
考えられる。 
 このようにして、グラフジャーナリズムは、天皇の行幸・巡幸、国家的儀式、御真影とい
う、既存の研究に現れていた根幹をなす要素について、それら全てを大量に印刷することに
よってより多くの人々に追体験させることに成功したと言ってよいだろう。 
 戦時期においては、大元帥としてのイメージを当局自らが定義して官製のメディアで発
信し、さらにはその要素を民間のメディアにおいても追随する事態となっていたと言えよ
う。 
 
1 主なものとして、「御真影」については、多木浩二『天皇の肖像』（岩波新書、1988 年）、国
家的な儀式（ページェント）については、タカシ・フジタニ『天皇のページェント』（日本放送
出版協会、1994 年）、巡幸については原武史『可視化された帝国』（みすず書房、2001 年）な
どがある。 
2 普及率の低い例をあげると、1928 年（昭和３）の岡山県の尋常小学校における御真影の普及
率は 35.6 パーセントである。 
3 朝日新聞百年史編修委員会編『朝日新聞社史』大正・昭和戦前編（朝日新聞社、1991 年）
199 頁。 
4 その後は 2001 年（平成 13）年５月から『月刊アサヒグラフ Person』と名前を変えて月刊
誌として刊行が再開されたが、2003 年（平成 15 年）４月号をもって廃刊となっている。 
5 『写真週報』1938 年２月 23 日号（第２号）、22 頁。 
6 「情報局ノ組織ト機能」、『情報局関係極秘資料 第八巻』（不二出版、2003 年）、62 頁。 
7 『写真週報』1941 年 11 月６日号（第 193 号）、18 頁。 
8 同前。 
9 同前。 
10 グラフ雑誌のページ数の数え方は、便宜上表紙を１ページ目としている。 
11 同前同号、２頁。 
12 朝日新聞百年史編修委員会編『朝日新聞社史』大正・昭和戦前編（朝日新聞社、1991 年）
199 頁。 
13 『アサヒグラフ』1923 年 11 月 14 日号（第１巻１号、通巻１号）、３頁。 
14 『朝日新聞社史』大正・昭和戦前編、613 頁。 
15 「週刊写真新聞 アサヒ・グラフ」チラシ、1939 年頃のもの。 
16 『アサヒグラフ』1923 年 11 月 14 日号（第１巻１号、通巻１号）、21 頁。 
17 『アサヒグラフ』1935 年 11 月 20 日号（第 25 巻 21 号、通巻 628 号）、3 頁。 
18 『アサヒグラフ』1936 年 10 月 14 日号（第 27 巻 16 号、通巻 675 号）、３頁。 
19 『アサヒグラフ』1938 年 11 月２日号（第 31 巻 18 号、通巻 782 号）、３頁。 
20 『アサヒグラフ』1940 年６月 26 日号（第 34 巻５号、通巻 867 号）、４～５頁。 
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補論 戦前期日本における天皇・皇族らの写真記事をめぐる請願 
―衆議院・貴族院へ提出された掲載取締りを求める請願を中心に― 
 
はじめに 
 
19 世紀にヨーロッパで「発明」された写真技術は、幕末には日本へもたらされた。明治
期のはじめには内田九一によって明治天皇の写真が撮影され（1873 年）、日本の近代化と
密接不可分な天皇、皇后や皇太子、あるいは皇族たちと写真との関係が始まったと言える。 
 明治期においては、「御真影」の作成と官庁や学校への「下賜」が著名である一方で、同
時に、錦絵や石版画などのメディアに天皇らの図像が掲載され流通していた。本論で論じて
来たように、1912 年の大正天皇への代替わりを契機として天皇の写真が新聞に掲載される
ようになっていた1。昭和天皇の時代（皇太子時代を含む）になると、新聞や雑誌に掲載さ
れる天皇たちの写真はさらに増加する。その契機となったのは皇太子時代の 1921 年に行わ
れた外遊（３～９月）や、摂政の就任（11 月）であった。この背景には、第一次世界大戦
の影響によって、君主制としての日本の天皇制が岐路に立たされた時期であり、それに対応
する必要があったということや、同大戦時に欧米で発達した写真を使用した報道手法が日
本にも流入してきたという事情がある。1910～1920 年代は、それ以前と比較して人々の手
元に天皇や他の皇族の写真が人々の手元に多数届くという状況になるという変化があった
と言える。 
 本章は、大正から昭和戦前期にかけての、日本の天皇・皇族の写真が多く掲載されるよう
になった時期において、衆議院・参議院に対して提出された請願の内容を検討するものであ
る。 
 
第 1 節 衆議院・貴族院に提出された請願――「不知不識ノ間ニ不敬ヲ犯ス」 
 
 検討の対象とするのは、衆議院・貴族院に提出された請願で、天皇及び他皇族の写真を新
聞や雑誌などに掲載することに対して、何らかの規制を求めるものである。今回確認できた
ものは表に示した。 
 確認できた請願は 30 件あり、はじめが 1915 年（大正４）5 月、最後が 1941（昭和 16）
年 2 月である。1917 年から 1920 年にかけては提出されていないが、1915～1916 年、 
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表 衆議院・貴族院に提出された天皇・皇族の写真記事に関する請願 
通番 時期 提出先 請願件名 請願者 住所 職業 結果 
1 1915.5.31 衆議院 御真影 勅語ヲ新聞雑誌ニ掲載ノ件 （井口千代蔵）     政府参考 
2 1915.6.4 衆議院 御真影 勅語ヲ新聞雑誌ニ掲載ノ件 （井口千代蔵）       
3 1916.1.24 衆議院 新聞雑誌ニ 御真影奉掲ニ関スル件       政府参考 
4 1916.1.24 衆議院 御真影奉掲及拝戴ニ関スル件       政府参考 
5 1916.1.24 衆議院 御尊影ノ奉掲ニ関シ取締法制定ノ件       政府参考 
6 1921.3.10 貴族院 御肖像掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 長田保吉 山梨県甲府市 鍼治業 政府宛意見 
7 1921.3.24 衆議院 新聞雑誌ニ 御肖像竝勅語奉掲ノ請願 井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
8 1922.2.6 衆議院 
天皇陛下ノ御肖像竝勅語ノ新聞及雑誌掲載方法及之カ奉拝方法ニ
関スル取締ノ件 
井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
9 1922.3.25 貴族院 御肖像掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 長田保吉 山梨県甲府市 鍼治業 政府宛意見 
10 1922.3.25 貴族院 御肖像竝勅語掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
11 1923.2.19 衆議院 
天皇陛下ノ御肖像竝勅語ノ新聞及雑誌掲載方法及之カ奉方法ニ関
スル取締ノ件 
井口千代蔵 鳥取県鳥取市 畳刺職 政府宛意見 
12 1924.7.7 衆議院 
天皇陛下ノ御肖像竝 勅語ノ新聞雑誌掲載方及之カ奉拝方法ニ関
スル取締ノ件 
（井口千代蔵）     政府宛意見 
13 1924.7.7 衆議院 天皇陛下御肖像奉掲取締ノ件       政府宛意見 
14 1925.2.9 衆議院 天〔皇〕陛下御肖像奉掲取締ノ件       政府宛意見 
15 1926.2.8 衆議院 天皇陛下御肖像竝 勅語ノ奉掲取締ノ件 （井口千代蔵）     政府宛意見 
16 1926.2.8 衆議院 天皇陛下御肖像竝 勅語奉掲物取扱ニ関スル件       政府宛意見 
17 1927.3.14 衆議院 天皇陛下御肖像竝勅語奉掲物取扱ニ関スル件 （井口千代蔵）     政府宛意見 
18 1928.5.5 衆議院 御尊影及勅語取扱ニ関スル件 （井口千代蔵）     政府宛意見 
19 1929.2.4 衆議院 貴顕ノ御肖像ヲ掲載シタル新聞雑誌取扱方ニ関スル件       政府宛意見 
20 1930.5.12 衆議院 新聞雑誌ニ掲載シタル御尊影取締ニ関スル件       政府宛意見 
21 1930.2.2 衆議院 御尊影取扱取締法制定ニ関スル件 （佐藤甚助）     政府宛意見 
22 1930.2.16 衆議院 
新聞雑誌等ニ謹載セラルル御尊影取扱竝紀元年号西暦年号併用ニ
関スル件 
（嘉村和市）     政府宛意見 
23 1930.2.26 貴族院 
出版物ニ謹載ノ御尊影取締竝ニ建国年号ト西暦年号併用ニ関スル
請願 
嘉村和市（他一名）
島根県簸川郡上津村（現出雲
市） 
土木建築請
負業 
政府宛意見 
24 1931.3.15 衆議院 御尊影取扱取締法制定ニ関スル請願 （佐藤甚助）     政府宛意見 
25 1932.6.10 衆議院 御尊影取扱取締法制定ニ関スル件 （佐藤甚助）     政府宛意見 
26 1933.1.30 衆議院 御尊影取扱取締法制定ノ件 佐藤甚助 
香川県仲多度郡与北村（現善通
寺市） 
官吏 政府宛意見 
27 1934.2.5 衆議院 御尊影取扱取締法制定ノ件 佐藤甚助 香川県仲多度郡与北村 官吏 政府宛意見 
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28 1935.2.4 衆議院 御尊影取扱取締法制定ノ件 （佐藤甚助）     政府宛意見 
29 1936.5.25 衆議院 御尊影取扱取締法制定ノ請願 佐藤甚助 香川県仲多度郡与北村 官吏 政府宛意見 
30 1941.2.10 衆議院 御尊影新聞紙上奉載禁止ノ請願       政府宛意見 
 
1921～1936 年にかけては毎年提出されている。その後は 4 年余り間が空き、1941 年に１
件の請願が確認された。 
 これらの衆議院・貴族院の請願委員会の担当分科会において審議された結果、結果が確認
できなかった 2 番の請願を除き、全て採択され参考意見として政府宛に提出されている。 
 具体的な請願の内容については、政府宛の意見書や意見書案が確認できているので、それ
らを見ることによって確認したい。 
 
 以下の史料は、1921 年・1922 年に提出されたもので、別の人物による請願が、それぞ
れ議会の委員会で審議され、採択された結果、政府宛に贈られる意見書として概要が記述さ
れたものである。 
 
［1921 年 3 月 10 日付（通番 6）］ 
     意見書案 
   御肖像掲載ノ印刷物取締ニ関スル件 
    山梨県甲府市柳町鍼治業長田保春呈出 
右ノ請願ハ御肖像ヲ新聞雑誌其ノ他ノ印刷物ニ奉掲スルハ不知不識ノ間ニ不敬ヲ犯ス
ノ因トナルヲ以テ取締法ヲ制定シ之ヲ禁止スルカ或ハ附録等ニ奉掲シテ永久保存ヲ為
シ得ルヤウセラレタシトノ旨趣ニシテ貴族院ハ願意ノ大体ハ採択スヘキモノト議決致
候因テ議院法第六十五条ニ依リ別冊及送付候也2 
 
［1922 年 2 月 6 日（通番 8）］ 
     意見書 
   請願文第四〇〇号 
皇陛下ノ御肖像竝ニ勅語ノ新聞及雑誌掲載方法及之カ奉拝方法ニ関スル取締ノ
請願 鳥取市西町十一番地平民畳刺職井口千代蔵呈出（紹介議員山本藤助君） 
右請願ノ要旨ハ新聞紙及雑誌ニ掲載セラルル 天皇陛下ノ御肖像竝勅語ハ之ヲ謹拝シ
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丁重ニ保存スル者アルモ動モスレハ不知不識不敬ニ亙ルカ如キ取扱ヲ為ス者往往アリ
誠ニ畏レ多キコトニシテ憂慮ニ堪ヘス依テ是ヲ紙上ノ上段又ハ附録トシテ掲載セシメ
又之ヲ切抜キ各自ノ神棚ニ納メ奉拝セシムル様取締リ一般国民ノ皇室ニ対スル敬虔ノ
精神ヲ徹底セシメフレタシト謂フニ在リ 
衆議院ハ其ノ趣旨ヲ至当ナリト認メ之ヲ採択スヘキモノト議決セリ依テ議院法第六十
五条ニ依リ別冊及御送付候也3 
 
 内容を見ると、新聞や雑誌に天皇らの写真を掲載されたもの、また勅語が掲載されたもの
は、それを丁重に保存している者もいるものの、場合によっては意図せずとも取扱いが「不
敬」となっている場合があると指摘し、それを避けるために、掲載自体を禁止するか、ある
いは紙上の上段に掲載附録として永久保存させること、あるいは神棚に収めるよう「取締法」
を制定するなどして「一般国民ノ皇室ニ対スル敬虔ノ精神ヲ徹底」させて欲しいとしている。
双方とも似通った内容であり、これ以外の請願から作成された意見書を見ても、1920 年代
においては、同様の特徴をとっている。これは、同一の人物が繰り返し同様の請願を行なっ
ていることが一つの理由である。 
 1930 年代初頭の請願においても、「新聞雑誌其ノ他ノ出版物ニ時時至尊ノ御影ヲ奉戴ス
ルモノアリ其ノ取扱上不識ノ間ニ敬意ヲ失スルノ虞」として同様の要求がなされているほ
か、「近時往々西暦年号ノミヲ記載スルモノ少ナカラサルハ国民精神作興上遺憾ナルニ依リ
我国特有ノ意義ヲ有スル神武天皇建国年号ヲ併記セシメラレタシ」4と「建国年号」（皇紀）
を西暦と共に併用すべきであるという要請もなされていることがわかる。 
 表に示したように、請願提出者は、同一の人物が連続して毎年提出しているという例が確
認できただけでも４例存在している。これは、一定数の人々が、大量に流通する天皇らの写
真が掲載された印刷物に対して違和感を抱いていたことを示唆する。また、職業を見ると、
「鍼治業」「畳刺職」「土木請負業」「官吏」と、当時最も割合の多い農業が含まれておらず、
また居住地は甲府市、鳥取市など、都市圏からは外れているものの、その中では町場である
と推測できる場所が多い。これらの諸点を手がかりとして、今後調査を深める必要がある。 
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第２節 請願委員会分科会における審議 
――「皇室ノ御近況ヲ広ク一般ニ紹介」 
 
 各議院に提出された請願は、それを推薦する議員の手により、請願委員会の担当分科会
（これらの請願は内務省が所管）において、審議にかけられている。前述の通り、これらの
請願はほぼ全てこの分科会で採択され、政府宛に参考意見という形で送付されている。その
ための審議は、大抵の場合は、以下のように簡単なものであった。 
 
○主査（本田恆之君）〔中略〕次ハ御真影勅語ヲ新聞雑誌ニ掲載ノ件、百五十一号デア
リマス、紹介議員ハ西谷金蔵君デアリマスガ、御出デガアリマセヌカラ延バスコトニ
致シマセウカ 
○大橋松二郎君 是ハ別ニ説明ヲ求メンデモ宜シカラウト思ヒマスカラ、政府参考ト
決セラレタイ 
 〔「賛成々々」ト呼フ者アリ〕 
○主査（本田恆之君） 本請願ハ政府参考トシテ送付スルコトニ御異存ハアリマセヌ
カ 
 〔「異議ナシ」ト呼フ者アリ〕 
○主査（本田恆之君）其ノ通リ決シマス〔後略〕5 
 
 これは、1915 年の衆議院の請願委員会における審議である。推薦している西谷が出席し
ていないのにもかかわらず、大松が「是ハ別ニ説明ヲ求メンデモ宜シカラウト思ヒマス」と
の一言で採択されていることがわかる。この翌年の衆議院請願委員会においては、同時に３
つの同様の請願が議題となっており、「是ハ前カラ常ニ同一趣意ノ請願ガ出テ居リマスルシ、
今日モ丁度此処ニ三ツ竝ンデ同ジヤウナモノガアリマス」6と一度にまとめて処理している
例も確認できる。 
 一方で、このように採択がされているのにもかかわらず、取締上の変化がないということ
を背景として、議論がなされている例も見られる。 
 以下は、1924 年 7 月の衆議院請願委員会第二分科会における審議の様子である。 
 
○吉良〔元夫、政友会・大分選出〕委員 〔中略〕新聞雑誌ニ天皇陛下、皇后陛下、
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摂政宮殿下、妃殿下等ノ写真ヲ刷込ンデ出シタモノヲ、直ニ反古ニシテ、畏多イ事デ
アルケレドモ、現在サウ云フコトヲ見タコトガアリマス、又甚ダ畏多イ事デアリマス
ガ、ソレヲ以テ汚物ヲ拭イテ潰シテアッタノヲ見タコトガアリマス、恐入ッタ事デア
ル〔中略〕此類ノ請願ハ前ノ議会ニモ出テ之ヲ採択シテ居ルガ、之ニ対スル取締方法
ヲ政府ガ一向御講ジニナラヌノデアリマスガ、是ハ当局ノ御考デハ〔中略〕何モ一向
御頓着ニナラヌノデアルカ、其辺ノコトヲ当局ニ承リタイ7 
 
 請願委員の一人である吉良は、これまでも同様の請願が出され、政府に参考意見として送
付されているのにもかかわらず、政府が新聞雑誌への天皇らの写真の掲載に関する取締り
などの対策を講じていないとして、天皇や皇族の写真が印刷された紙が粗末な扱いをされ
ていることを例挙げ、政府委員に対して質問をしている。この時の担当政府委員は、内務次
官の湯浅倉平であった。 
 
○湯浅政府委員〔中略〕御肖像ヲ新聞雑誌其他ノ出版物ニ掲載スルト云フコトヲ禁止
スルト云フコトモ如何ナモノデアリマセウカ、是ニハ当局ノ容易ニ賛成シ兼ネル所デ
ゴザイマス、即チ御肖像ヲ出版物等ニ掲載ヲ致シマスコトハ、皇室ノ御近況ヲ広ク一
般ニ紹介ヲ致シ、以テ皇室尊崇ノ念ヲ深カラシムルト云フヤウナ趣旨ヲ有ッテ居ルモ
ノト考ヘル〔中略〕其取扱ヲ粗末ニ致サナイヤウニト云フコトハ、広ク之ヲ国民ノ公
徳心ノ向上ニ俟ツベキモノデアルト考ヘルノデアリマス〔中略〕罰則ヲ設ケテ国民ニ
臨ムト云フコトニナリマスレバ、御肖像ヲ掲載シテ居ル新聞紙等ノ取扱ガ粗末ナリト
云フ理由ノ下ニ、制裁ヲ受ケル者ガ出ルト云フヤウナコトニナリマシテハ、是亦甚ダ
憂慮ニ堪ヘナイ次第デゴザイマス8 
 
湯浅は、それが「皇室ノ御近況ヲ広ク一般ニ紹介ヲ致シ、以テ皇室尊崇ノ念ヲ深カラシム」
という趣旨によるものであるということを理由として、新聞や雑誌に天皇らの写真を掲載
することを禁止することを否定している。このような表現が請願委員会での審議において
見られるのは、早いもので 1918 年には既にみられる9。これより後の請願に対しては、担
当政府委員が別の人物であっても同様の答弁がなされている。 
このような論理での答弁に至る背景には、1910 年代からの請願が一定の影響を与えたと
思われる経緯がある。1920 年に内務省警保局長から各庁府県長官宛に出された「御肖像ニ
202 
 
関スル件依命通牒」には以下のようにある。 
 
  新聞紙其ノ他ノ出版物ニ依リ 皇室ノ御近況ヲ普ク一般ニ紹介シ尊敬ノ念ヲ深カラシ
ムルニ外ナラサルヘク候処頒布ノ数多キニ伴ヒ民衆中不知不識之カ取扱ヲ粗略ニシ御
肖像ノ掲載アル新聞紙類ヲ商品其ノ他ノ包装ニ供シ又ハ之カ出版物ヲ露店ニ於テ販売
スル者之レナキニアラス為ニ本件ニ付相当取締法規ノ制定ヲ希望候者有之候ハ遺憾ニ
堪エサル次第ニ有之候元来本件ノ行為ニ対シ法規ヲ制定シ処罰ヲ以テ之ニ臨ムカ如キ
ハ最モ望マシカラサル所ナル〔後略〕10 
 
この通牒は、天皇らの写真の取扱についての方針を内務省警保局が定めて各地域へと伝
達した性質のもので、取締法という性質のものではない。新聞などのメディアに天皇らの写
真が掲載されることを、先述の審議における政府委員の答弁と同じく「皇室ノ御近況ヲ普ク
一般ニ紹介シ尊敬ノ念ヲ深カラシムル」としていることがわかる。これは、管見の限りこの
表現が見える最も古い例である。この通牒では、「不知不識」のうちにそれらの出版物の扱
いが粗末になっていることに触れている11。また、「取締法規ノ制定ヲ希望候者有之候ハ遺
憾」としている点からは、それ以前の取締りを求める請願の存在がこの通牒の形成にあたっ
て影響を与えていることを読み取ることができる。その上で、法律による取締りは適切では
ないとも述べている。 
 第 3 章で詳述した通り、この翌年の 1921 年 7 月、裕仁皇太子の外遊からの帰国約 2 ヶ
月後に控えた時期には、帰国時の歓迎の場における撮影規制について内務省から宮内省に
対し、次のような照会がなされている。 
 
皇太子殿下御渡欧ノ際御出発ノ御模様ヲ活動写真ニ謹写義特ニ御許可相成又御渡欧中
彼地面ニ於ケル御徒歩ノ御写真又ハ活動写真ヲ内地ニ輸入シ新聞紙之ヲ掲載シ又活動
写真ノ映出ヲ黙許シ候事ト相成旁々従来ニ於ケル取扱振ヲ続行候義ハ執行上彼是矛盾
ヲ生シ望マシカラサル義ニ有之本件皇室ノ御近況ヲ普ク一般国民ニ紹介候義ハ国民ノ
齊シク希望スル所ニ可有之候存候フノミナラス一層尊敬ノ念ヲ深カラシムルコトニモ
可相成ト被存候間御差支無之候ハヽ今後御徒歩又ハ御乗馬ノ場合ト雖不敬ニ渉ラサル
限リ撮影申上候モ不問ニ差置候様致度12 
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 ここでは、皇太子が外遊に出発する際に、それ以前までに存在していた行幸・行啓時の写
真撮影を制限する方針とは異なり、「特ニ御許可」して活動写真に撮影させたという経緯が
あり、外遊先での皇太子の写真もその方針とは矛盾するものの「黙許」している状況である
とし、「皇室ノ御近況ヲ普ク一般国民ニ紹介候義ハ国民ノ齊シク希望スル所」として、規制
を緩めることを提案している。これは宮内省に受け入れられ、同年 8 月には「鹵簿撮影其ノ
他ノ件依命通牒」13として各庁府県長官に送られ、これ以降さらに天皇らの写真が増加する
転換点となった。「御近況ヲ普ク一般国民ニ紹介」という論理は、メディアにおける天皇ら
の写真をめぐる施策の中で重要な位置を占めていくと言えるだろう。 
 しかし、確認したように請願という形において、「一般国民」の中からそれに対する異議
申立てが提出され続けたということからも、この論理は統治上のせめぎあいを示唆するも
のであったと考えられる。 
 
おわりに 
 
 ここまで確認してきたように、天皇や他の皇族の写真が新聞や雑誌に掲載されることに
対する取締りを求める請願は、1910 年代から特に日中戦争直前の 1936 年頃まで長期にわ
たって提出され続けていた。それらの請願は主に被支配層の「一般国民」の側から出されて
いた。 
 これらの請願を審議した、衆議院・貴族院の請願委員会では、妥当な内容であるとして、
常に政府宛に意見書として送付し続けた。一方で、それに対して目に見えるような対策がな
いことにつき、政府担当者に対して質問をぶつけるという場合もあったが、それに対して政
府側は 1918 年には「皇室ノ御近況ヲ広ク一般ニ紹介」するという意義を重く見て答弁を行
なっている。この背景には、1920～1921 年頃の内務省警保局における写真撮影に関する取
締方針の転換があった。 
このような事実は、都市化や大衆社会化が進展したこの時期における天皇らの写真にま
つわる統治のあり方自体が矛盾を孕むものであったことを示唆する。例えば、各地で行われ
た「御真影」と教育勅語を使用した学校儀式においては、天皇・皇后の写真である「御真影」
は直接見ることが禁じられていたが、一方で同様の写真が掲載された新聞や雑誌は粗末な
扱いがあったとしても特に官憲による取締りの対象にはならなかったということになる。
このような点において、請願を行った人々は矛盾を見、継続して印刷物の取締りを求めたの
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ではないだろうか。 
 
1 原武史『可視化された帝国』（みすず書房、2001 年）、220～221 頁。 
2 「貴族院議事録速記録第十八号 大正十年三月十日 請願会議」、577 頁。 
3 『官報号外』1922 年 3 月 7 日付、544 頁。 
4 『官報号外』1931 年 2 月 26 日付、244 頁。 
5 「請願委員第二分科会議録 第一回」1915 年 5 月 31 日付、4 頁。 
6 「請願委員第二分科会議録 第一回」1916 年 1 月 24 日付、２頁。 
7 『第四十九回衆議院請願委員会第二分科（外務省、内務省及農商務省所管）会議録（速記）
第一回』（1924 年７月７日）、６～７頁。 
8 同前。 
9 「第四十回帝国議会衆議院請願委員第二分科会議録（速記）第五回」1918 年３月４日、54
頁。 
10 「御肖像ニ関スル件依命通牒」（1920 年 1 月 29 日）、内務省警保局編『行政警察例規集』
（1936 年、財団法人警察協会）、402 頁。 
11 「不知不識」という表現は、議会から政府への意見書においても見え、最も古い用例は
1921 年 3 月のもの（注 3 参照）であるが、これ以前の意見書の内容の全てを確認できてはな
いため、その意味については検討の余地がある。 
12 「行幸啓ノ節鹵簿撮影其ノ他ニ関スル照会」（1921 年 7 月 8 日）、国立国会図書館憲政資料
室蔵、牧野伸顕関係文書・書類の部 4-7。 
13 「鹵簿撮影其ノ他ノ件依命通牒」（1921 年 8 月 27 日）、国立公文書館所蔵・内務大臣決裁書
類。 
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終章 
 
 本論文では、近現代の日本の特に大正期と昭和戦前期において、大喪や大礼、外遊などの
各種のイベントを中心としながら、当局がメディアをどのように統制していったかを、天皇
らの写真を撮影する際の規定を軸としながら検討を行った。 
 
 第１章では、1912 年９月に行われた明治天皇大喪前後における撮影取材をめぐるメディ
ア側と当局のやりとり、また実際に掲載された写真記事の分析を行った。 
この時の大喪使や宮内省当局は明治天皇の死去当初において、メディア各社による撮影
取材に対する需要の大きさを意識したうえでの準備は行っていなかった。これに対し、在京
の大手新聞社らは、当時の最有力写真師であり宮内省当局等との関係の深い小川一眞を中
心として「謹写団体」を組織し、撮影取材の許可を求めて大喪使・宮内省当局との折衝にあ
たった。これにより一度は内々に撮影の許可を得たようであるが、大喪行事直前期の９月初
頭に小川以外の勢力によるマグネシウムの爆発事故が相次ぐと当局の態度は硬化し、結果
としては小川の交渉により行事直前になって最終的な撮影許可が得られた。 
大喪使・宮内省当局の対応は、後手に回ってはいたが、結果としてメディアによる撮影取
材統制の窓口一本化を可能とし、野放図な競争による皇族や鹵簿の写真の乱発を抑制する
ことに成功したと言える。とは言え、警視庁のメディアに対する曖昧な対応や、大礼使によ
る「葬場殿の儀」進行中の青山葬場殿内における記者に対する計画性のない対応を見ると、
メディアに対する統制として充分な方針があったとは言えない。 
 そのような状況において、この時期の新聞紙面を見ると、普段の紙面では用いられないほ
どの大きなサイズの写真やイラスト・漫画等の図版が多用される作りとなっている。明治大
喪行事にかかわり、メディア各社が活発な競争のうえに取材活動を行い、一方では謹写団体
を組織し、当局は交渉の窓口を一本化して撮影の統制を行うという、大正期から昭和戦前期
の大喪・大礼行事において見られる様々な特徴がここで既に現れていることが明らかにな
った。 
 
 第２章では、明治から大正への代替わり後に現れた天皇の写真を当局の対応をめぐる変
化を、1913 年の伏見桃山陵における天皇・皇后の「盗撮」事件及び 1915 年の大正大礼を
題材として検討した。 
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 1913 年の伏見桃山陵における天皇・皇后の「盗撮」事件は、新聞社の社員が関係者に紛
れ込んで写真を撮影したことが問題視されることで、写真撮影取材だけでなく、行幸啓時に
おける警備のあり様にも変化を与えた。この事件を契機として、初めて明確に「撮影規定」
が設定された。 
大正大礼期間における撮影取材に対する統制は当初、天皇の代替わりを契機として設定
された規定を前提としながら、「撮影台」を使用しての撮影は危険であると予想されるがた
めに「手提」での撮影だけは許可する方針で警備を行う予定であった。それに対してメディ
ア各社は団体を組織したうえで繰り返し撮影取材許可と便宜を要求していった。 
当局がメディア側の動きを追認する形で「統制」の具体的な様相が形成されていったこと
が読み取れる一方で、明治天皇大喪時と比較すれば『官報』において「謹写団」の組織を命
ずる形を取り、またその撮影に当たる写真師も天皇の撮影の経験もある小川・丸木を嘱託と
して起用するなどしている。京都御所内での儀式の内容に対する取材は許可しないなど、撮
影・取材を許可する範囲は明確に定められ、このことはメディア各社も遵守している。また、
大礼使においても民間のカメラマンに依嘱して大礼使写真班を組織して、御所内の調度等
の撮影を行わせ、その写真を下付することとし、御所内での取材に対する要求に一定程度応
える形をとった。 
大正大礼期間中の新聞紙面を見ると、主要な行事に合わせて、大礼使写真班から下付され
た写真と、新聞社の依頼によって画家らによって描かれた絵画が最も中心的な役割を果た
しており、数も多いことが確認できた。各社が自ら撮影した写真は、紙面では補足的な役割
を果たしている。一方で、大礼使写真班による写真は、御所内の様子を無人の状態で撮影し
たものであるため、紙面にあれば最も価値を持つであろう即位関係儀式を行う天皇の姿は
写真で伝えられることはなかった。この不足に対応し、儀式の様子を想像して描かれた絵画
がこの時にも掲載されている。 
 
 第３章では、1921 年に行われた裕仁皇太子のヨーロッパ外遊を題材として、この時に行
われた撮影規定の転換について検討した。 
 皇太子の教育の機会として知られる 1921 年の外遊は、天皇や皇族らを題材とした写真記
事・活動写真などの視覚メディアをめぐる状況の大きな転換点でもあった。天皇らの徒歩の
写真・映像が広く流布するという点において、現在に至るまでその延長上にある。その背景
として、1910 年代には既に進行していたメディアの商業主義化や大衆社会化を受けた、状
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況追随的な撮影規程の緩和の流れが既にあった。 
外遊はこのような状況で企図されたもので、マスメディアにとっては一大商機であった。
特に大阪毎日による取材攻勢は、積極的かつ周到に行われた。当局が当初からメディアを利
用しての皇太子の宣伝が外遊にあたって意図されていたとは考えられず、宮内省「大官」の
反対もあり御召艦・随行艦への同乗航海による取材は認められなかった。そのような状況で、
メディアの側は、日本の取締の及ばない海外において、それまで禁じられていた徒歩の皇太
子の写真撮影を行い、それを日本に送ることで新聞に掲載し、既成事実化していった。この
ようなことから大衆社会化への対応を模索する政府・宮内省当局と、部数拡大を狙うマスメ
ディアとの関係が再編成されていった。 
 
 第４章では、1928 年に行われた昭和大礼を対象として分析を行った。 
1928 年の昭和大礼は 1920 年代を通して最大規模の儀式であり、その様子は多数の写真
記事として新聞紙面に掲載された。その撮影にあたっては、1910 年代から形成されてきた
通常時の撮影規定と、明治大喪や大正大礼における撮影規定のあり様を前提としながら、さ
らに複雑な大系をなして取締が行なわれた。大礼使が予め「大礼新聞団」「大礼謹写団」を
組織することを新聞・通信各社に求め、宮内省と協力のうえ取材の場所や時間の指定や写真
の貸し下げを行った。このような制限された取材状況下で各社は写真電送装置の導入や輪
転機の増強などで他社と競った。 
紙面に掲載されたのは新聞社による撮影の写真は指定された場所・時間の鹵簿の写真や、
貸し下げられた天皇・皇后の写真であり、いずれも当局の指定の範囲内に収まるもので、儀
式の様子は、これまでの例と同様にその様子を想像して描かれた絵画の掲載によって伝え
られた。内務大臣らの発言からは、警備の強化が共産主義思想の影響といった当時の社会状
況に対応する形で行なわれ、取材に対する規制もその一環であることが窺えた。 
前章までは、メディアが積極的に取材攻勢をかけ、当局が後手に回りながらも統制を行っ
ていく構図であったが、共産主義思想の流入とそれに関わる事件が発生したことによる警
備上の不安を背景としながら、昭和大礼時には、それ以前の統制の形式を踏襲しながらも規
制が厳格化していく流れを見ることができた。 
 
 第５章では、グラフジャーナリズムを素材として、大正後期から戦時期における天皇・皇
族の写真記事がどのような特徴を持つものかを検討した。 
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日本のグラフジャーナリズムの草分けである『アサヒグラフ』では、1920 年代において
は権威を上昇させる内容というよりも、人々がそれを求めることを前提としながら商品と
しての価値を持った内容のものとして描かれていたという意味合いが強い。 
1930 年代になると、掲載量は減少するが、主要な行事があった場合を中心に、それ以前
より大きな写真で掲載されることが多くなった。その後、日中戦争勃発翌年の 1938 年に
『写真週報』が創刊した。『写真週報』は、それまで『アサヒグラフ』でも散見された白馬
などの天皇を示す可視的な表象を有効に活用し、さらに、構図に一定の空白を用いた〈畏ま
り〉の可視化を毎回天皇の写真に盛り込み、写真以外にも見開きの片方のページをほとんど
空白にしてしまうという手法を利用して、天皇の権威を可視化する方法を確立させた。この
時期から終戦までは、読者の興味に沿う内容かどうかではなく、政府が国民に見せることに
よって支配を実現し、効果的に国民を戦争遂行のために精神的に動員するための写真記事
が積極的に掲載された。戦時期においては、大元帥としてのイメージを当局自らが定義して
官製のメディアで発信し、さらにはその要素を民間のメディアにおいても追随する事態と
なっていた。 
 
 補論では、天皇や皇族の写真に関する衆議院・参議院に対して提出された請願に通時的な
検討を行った。 
 天皇や他の皇族の写真が新聞や雑誌に掲載されることに対する取締りを求める請願は、
1910 年代から特に日中戦争直前の 1936 年頃まで長期にわたって提出され続けていた。そ
れらの請願は主に被支配層の「一般国民」の側から出されていた。 
 これらの請願を審議した、衆議院・貴族院の請願委員会では、妥当な内容であるとして、
常に政府宛に意見書として送付し続けた。一方で、それに対して目に見えるような対策がな
いことにつき、政府担当者に対して質問をぶつけるという場合もあったが、それに対して政
府側は 1918 年頃から「皇室ノ御近況ヲ広ク一般ニ紹介」するという意義を重く見て答弁を
行なっている。このことから、この時期に内務省警保局における写真撮影に関する取締方針
の転換があったことを明らかにした。 
 
 総じて、1912 年の明治天皇大喪、1913 年伏見桃山陵での「盗撮」事件、1915 年の大正
大礼におけるメディア側の積極的な取材攻勢が先立ち、当局はそれに対して後手になりつ
つも最低限の統制を実現していく方向にあったと言える。 
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伏見桃山陵の事件を契機として設定された 1913 年の撮影規定は、その統制の一つの形と
して現れたものであったが、積極的な取材攻勢が続くことによってその後さらに当局とし
ては譲歩することとなる。 
その最大の転換点であったのが、1921 年に行われた皇太子外遊中における大幅な規定の
緩和であった。これは、大衆社会化にどのように対応していくか模索していた皇室にとって
も大きな変化であり、その後は皇室のメンバーの写真が恒常的にメディアに掲載される状
況を生み出していった。 
そのような流れ一定の軌道修正をもたらしたと言えるのは、1928 年の昭和大礼における
メディア統制であった。この時には、共産主義思想の影響といった社会情勢に対応するなか
で、メディアの写真撮影に対する統制も厳格化していく傾向が見受けられた。 
戦時期においては、『写真週報』のような官製メディアが現れ、そこで打ち出された特徴
が民間メディアにも波及するなどする形で、天皇の〈大元帥イメージ〉を体現する写真記事
が繰り返し掲載されるようになっていく。 
戦時期のような状況は、突然に現れたのではなく、視覚メディアが大量に流通するように
なった 20 世紀初頭からのメディア事業者と政府当局の関係の系譜のなかで生み出されて
いったものであったと言えるだろう。 
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